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The Outof story exists anywhere. Creation of deviating from this world and new sense 
of values. Story..event..deviate.The world changes. I change, too. And, it goes forward on 
new ground. So this is Out Of.... mean. 

  Go out of daily life with your favorite words and arts,
   And you can come across the new world.

   If you want to go out of...
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「あなたが今 out of したいものは?」 

■ 「Out Of……」って何だろうか。まず今回の企画で一番悩んだものがこの質問だ。というのは、Out Of
……というのは言葉ではなく概念だからだ。

■ 「Out Of ～（何何）～」の何何の部分。out-of-the-way  ── a. へんぴな ; 風変りな ; 珍しい . / out-of-body  
── a. （魂や精神が）肉体離脱の , 体外遊離の . / out-of-date  ── a. 時代遅れの ; 現在では使われない . / 
out-of-door  ── a. ＝ outdoor./out-of-town  ── a. 市［町］の中心から離れた ; 他の町［市］の（いずれ
も goo 辞書）

■ これらから見られる「Out Of……」はものの外れる起点、場所、存在、それらからの逸脱を示すのではないか。
そう。逸脱。

■ サブタイトルとして【 Go out of daily life with your favorite words and arts, And you can come across the 
new world.  If you want to go out of...】という一文を載せた。

■ もしかするとそれは、旅かもしれない。もしかするとそれは孤独かも知れない。もしかするとそれは発見
かも知れないのだ。この言葉の概念は、そう out of... して一歩、踏み出そうということだ。そう。望みさ
えすれば、何かがある。きっと。

What is Out Of……

out of= 離れる、逃れる、逸脱する、抜け出す 

【♂編】 

 ▲  1. 貧乏 2. 怠惰な自分 3. 鬱。 

 ▲ 太ってく自分 !!!!! 

 ▲  熱 
 ▲ ぬるま湯。やっぱり僕のいる世界はまだまだ温い・・。 

 ▲  理想に囚われる心。 

 ▲  out of her clothes た
まに間違って out of his clothes になるときも・・・ 

 ▲ 昼間眠い  

 ▲  研究室 

 ▲  不安 

 ▲  タバコ 

 ▲  デブから逃げ出したい。いや、自分のことね。 

 ▲  ちゃんとした恋人がいない状態 

 ▲  でぶってきた腹 

 ▲  会社 

 ▲  日常 

 ▲  慢性副鼻腔炎 ( 蓄膿 ) 

 ▲  論文が仕上がらない日々 

 ▲  経済活動 

 ▲  俗世 

【♀編】 

▲  現状 ! 

▲  道 ...? 

▲  花粉 

▲  金欠病、酒 

▲  ネット中毒 

▲  弱い視力。 裸の眼で世界をみたい。。( ただ単にコンタクト疲れる ) 

▲ 部屋です。ひきこもりから脱したいです。 

▲ 偏食 

▲  " 働かないと生きていけない " という現実。 

▲ 果てしない物欲 

▲  昔は沢山あったんだけど、今は、ないかなぁ ......。何かから out of してしま

うことよりも、 いまいる場所、いまあるものを変化させること ... いまここに

いる自分が変わることを考えてしまう。 

▲  プレッシャー 

▲  時間の概念
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に出よう旅に出よう～EYE世界一周旅行記～ 旅
Interview for KENJI YOSHIMURA

26 歳の春、彼は仕事を辞め、いつか行ってみたいとずっと心の奥に描いていた世界一周の旅にでかけた。

初めての一人旅、そして一眼レフを使ったのもこの旅が初めてだった。

彼が旅に持っていったものは、優しく柔軟で鋭敏な感性。彼は旅先で撮るべきものに出会い、言葉にす

べき想いを持って帰って来た。

   （聞き手 : ぱそ子）

■吉村健二
　大阪府枚方市出身、1976 年 2月 2日生れ。2002 年春、職を辞し世界へ飛び出す。旅の記憶をEYE～世界一周旅行として公開中
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SUDAN

̶̶思い立って仕事をやめて世界一周の旅に出ること
を決めたその決意、今まで一眼レフなどいじったこと
がなかったのにあれだけ胸を打つ素敵な写真を撮って
いること、サイトを立ち上げ日本の人にもっと元気に
なってほしいという今の思い ...... どれをとっても吉村さ
んへの興味は尽きませんが、今回、EYE で一番衝撃を
受けたのは「笑顔」でした。
̶̶眺めているだけで、世界中に友達ができたような
気分になって胸が熱くなる笑顔の写真たち。仲良くな
るまでカメラは見せない、というのは撮影上のテクニッ
クですが、言葉も通じない、年齢も文化も違う、滞在
時間も長くない、そんな条件の中で、あんなに素敵な「笑
顔」を引き出すなんてすごい。というわけで、とって
も素朴な疑問、

 ■ Q1 ■
̶̶どうやったらあの写真みたいにいろんな人と仲良
くなれるのですか ? 仲良くなるには何が大切なんだろ
う。(……って、しまった ! 　小学生みたいな質問になっ
てしまった !!）

どうやったら仲良く……
そうですね、今思い出すとあの時、ただ本当に楽し

かったんだと思います。もともと、色んな人に出会い
たい。色んな文化を知ってみたい。この目でみてみたい。
そう思って飛び出したから、出会う人との会話が楽し
くて楽しくて。

もちろん英語はそれほど話せたわけではなかったけ
ど、相手も、必死で僕のこと興味をもって話しかけて
くる。そしたら、応えようって気持ちになるし、自分
のこと伝えたいって思うし。
 相手に合わせるのがもともと性格的にうまいせいなの
か、順応性があるからなのか、楽しく話しかけてくれ
たら、こっちもそれにあわせて楽しくなってしまうん
ですよ。

もちろん悪い人もいるだろうけど、そんな人も話し
ていれば楽しいし。お金をぼるってことは、その人が
悪い人だとも言えない。HP でも書いたけど、それは、
大切な家族を養うための手段であったりするわけで。
死ぬ可能性がない限り、僕はそんな人達とも遊んでま
した。

イスラム世界では誰とでも握手します

旅先で写真を撮る時は、特に何も考えていませんで
した。状況はだいたい、2 パターン。ひとつは、直感的
に、あーいいなー、この子の顔。いい味だしてるよなー、
このおじさん、って感じで声かけて、話して写真撮り
たいけど、このタイミングでだすのも悪いなぁーって
思って、コミュニケーションとってから撮れる空気を

感じとれたら、カメラを鞄から取り出してました。
もうひとつは、旅先で仲良くなった友達と一緒の時

に、記念撮影気分、「おーい撮るよー !」といった感じ
で撮っていました。

だいたい手を振りながら、「こんにちはー !（現地の
言葉で )、またね ~!!」というようなノリです。よく考
えたら、今挨拶したばかりなのに、すぐにさよならーっ
て、日本でやったらおかしいですよね。でも海外だと、
そんなさり気ない一言が大きなコミュニケーションで
した。

特にイスラム教だと、誰とでも握手しますしね。

さて、僕がすぐに仲良くなれる理由。
それは父の影響が大きいのかもしれません。
父は、地元地域密着で町の電気屋さんを営んでいる

のですが、昔から、一緒にどこへ行っても、いつでも
誰とでも話しかけている。それは地元だけでなく、ど
こへ行っても、スーパーでも、コンビ二でも、めし屋
でも、土産屋でも、店先でも、旅館でも、とにかく、
誰とでも気がついたら仲良くなっている。そして、父
はもちろん陽気に話しているのだけど、相手もすっご
く楽しそうにしている。それが、羨ましく、またそん
な父が誇りで、憧れだったからかもしれません。だか
ら僕も、どこへ行っても、誰とでも話せるようになっ
たのだと思います。

興味を持つ、好きになる、思いやる

人と仲良くなるには。
これは、僕は 2 つのことを心がけています。
ひとつは相手のことに興味を持つ。
そして好きになる。そして思いやる。ことだと思い

ます。
好きになるということは、損得ではありません。
ただ、この人の話おもしろい。この人の考えおもし

ろい。この人いい表情してるなという感覚だけです。
 そして嫌なことは忘れてあげて、いいことだけ思い出
して接してあげれば、自然と自分も笑顔になるし、相
手も心を開いてくれます。決め手は、「どんな時も忘れ
ない、思いやりの気持ち」かな ?

さて、二つ目はというと、楽しんでいる自分を好き
になってあげる、かな。

いつも、「自分は楽しんでるぞー !」って思うように
努力すること。楽しむことって、放っておいて出てく
るものでないと僕は思っている。自分でつくらないと、
絶対楽しいことなんて、見つからない。だから努力し
ないといけないと思うんです。そして、その努力した
ことを公表する。「おれは楽しんでるぞー !」って。思
いやりをもって、嫌味なく。そうしたら、勝手に相手
も楽しくなって、意気投合したりするもんだと思うん
です。
「あー、この人、楽しそうに生きている。面白い人だ」っ
て。

PAKISTANLAOS
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そして、その人も心を開いて、楽しくなろうと、話
して、動いて、必死に努力する。お互い笑顔になれば、
相乗効果で親密になってきます。あとは、それに加えて、

「笑顔」と、「挨拶」があれば、完璧でしょう ( 笑 )
そんな感じです。長くなりました……。

▼ 海外旅行といえば、世界の名所を訪れる旅が一般的
ですが、吉村さんの旅行は、「世界の人の心を訪れる旅」
だったんだなあとサイトから感じました。EYE の中で、
わたしが一番好きなコンテンツは Impressionなんです。
その国の人々の心を訪れた感想が数行でまとめてある
コンテンツ。あれを見ていると、普段日本で暮らして
いて考えもしなかった「当たり前」が、ちょっと待て
よ? って考えさせられたり、視野が広げられたりします。
各国に添えられている言葉は、その国の場所だけじゃ
なく、心も訪れた吉村さんだからこそ、出てくる言葉
だなあと感じました。で、質問。

■Q2■
あの中に「日本」を加えるとどうなるんだろう ? 吉村
さんから見た日本の Impression をお聞かせ下さい。ま
た、Introduction には、「もっと日本を元気にしたい」
と書いてありますよね。吉村さんの写真見てたら、確
かに日本って元気がないなあということを何となく感
じるのですが、一体どんなふうに元気がなくてどんな
ふうになったらもっと元気になるんだろう、とふと疑
問に思いました。よかったらそのへんもぜひ聞いてみ
たいです。

日本の Impression。この質問にはたいへん困りまし
た。

なぜかというと、帰国後僕がすぐに書いた日記を読
むと、日本についてネガティブなことしか書いてなかっ
たからです。( 本当に恥ずかしいぐらい )

でも、「今の日本はだめだからもう嫌だ。他の国に移
り住もう」といったような、諦めのネガティブではな
いんです。 「だめだから、がんばらねば ! こうしてやる
んだ !」って気持ちの裏返しだったのです。

自分が悩んでいることが、今の日本

Impression はその国その国で、いいとこ悪いとこ千
差万別なんだけれど、その中でも、いいとこ見習って
みようというのが、もともと作成した動機でした。

でも、今回の「日本」の場合はほんとネガティブな
ことしかなく、困りました。何だろう。

世間で耳に入るようなことに納得して、それを表現
するのは、「EYE」とは違う。ネガティブなことを表現
するのも「EYE」ではない。じゃあ何なんだろう。

ずっと考えて、ふと思ったのが、今までの人生、自
分が悩んでいることが、今の日本じゃないのかな。も
がきながらも、よくしていこうと必死になっている自
分。そして、僕と同じ境遇で、共感してくれる人が大
勢いる状態が、今の日本なんだ。ということでした。

Impression は僕の魂の一部。
どの国も、僕の生き方や思いが込められています。
日本はこんな感じになりました。

≪ Impression 日本≫
　こうしたほうがいい。ああしなきゃだめだ。
　どうしてみな自分の価値観で人を判断するのだろう。
　どんな生き方だっていいのに。
　どんな人生だっていいのに。
　この国の人はみんな悩んでいる。

さて、日本が元気ないのは、なぜだろう。なぜあん
な表情がでないのだろう。僕は、とにかくみんな悩ん
でいるんだと思います。そして、もちろん僕も悩んで
いる者の中の一人に入ります。今の日本は、誰もが悩み、
不安でいる。「このままでいいのだろうか」そんな状況
で、彼らのような表情をだすことは無理なのかもしれ
ない。

どういうふうになったら元気になるんだろう。

僕がいつも心掛けていること、それは、『ひとりひと
りが自分を好きになること』それが一番大切なことだ
と思います。自分を好きになれたら、自然と力も出る。
元気になる。楽しくなる。

そして、その楽しさはまわりに伝播する。そうなれ
ば、日本中のひとたちが元気になるのだと思うんです。
自分を好きになること。これは本当に難しいことです。
でも、できることは少しずつしかできない。将来が不
安で悩むんだったら、一日一日を大切に生きていきた
い。

また、自分が好きになれない、自信がないんだったら、
自分の周りの友達を好きになってあげればいい。家族
を好きになってあげればいい。そしたら周りの人たち
も、自分のことを好きになってくれる。そしてあとは、
彼らを信じてあげればいい。自分を信じれなくても、
友達や家族ぐらいは信じてあげたい。

僕はそうやって人生の中でどんどん、「人」=「仲間」
を好きになっていった。

だから、「元気になること」っていうのは「たくさん
の人を好きになること」だと思うんです。

今の時代、誰もが悩み苦しんでいます。
でも苦しんだ分は、必ず大きな力をたくわえ、強く

飛び立ちます。その時、ひとりひとりが、人間らしく、
そのひとらしく楽しく生きて、日本がどんどん元気に
なることを、僕はいつも願います。 F

ETIOPIA

【EYE】http://www.eye-world.jp/

世界の人々がみる国 JAPAN：次ページ

http://www.eye-world.jp/
http://www.eye-world.jp/
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世界の人々がみる国 JAPAN

日本とパキスタンはいい関係だよ。

君たちが道路等を整備してくれるから
こうやって毎年山登りができるんだ。

僕は日本人が大好きだよ。
日本人はいつも一緒に遊んでくれるんだ。

ヨーロッパ人やアメリカ人の人はなぜか僕と
目をあわしてくれないしね。

ジャパニーズ !　おしんは今どうしてる ?
元気か ?　どこに住んでいる ?

彼らは日本を知っている。
映画、俳優、サッカー選手 etc

しかし僕はこの国について何も知らない。

車は毎年買い換えてるよ。
日本車はやっぱりいいね。

「ジャッキーチェン !　ジャッキーチェン !」
中東の多くの子供たちは僕に向かってこう叫ぶ。

東洋のイメージは「カンフー」だ。
彼らにとっての「東洋」は、「中国」も「日本」も一緒。

それは僕が「ヨルダン」と「シリア」の区別が
つかなかったことと同じ。

僕は毎日へなちょこカンフーを教えるのに大忙しだ。

日本人は慎重にカーペットを選ぶよね。
そうやっていつも先のことを考えているから。
素晴らしい技術と開発力が生まれたんだね。

それに比べイラン人は駄目だな。
目先のことしか考えないから買っても

すぐに後悔するんだよ。

その国で出会った人の印象で
その国が好きか嫌いかが決まる。

そして僕の態度で日本の印象が決まる。

とにかくアニメはすごいね !
意図された人間社会、地球環境への提言、

何よりも素晴らしいね。
僕にとっては日本は想像が膨らんでいく 

未知の国だよ。

宿の主人は壁の下の部分を指差して説明した。
『WATANABE JAPAN』 

ワタナベは 10年前この地に遊びに来た。
そしてこの村に一つの学校を作ってくれた。

そしてお金を出すだけでなく彼は
ここへ来て業者達を指導し学校を建てた。
今では 3つの学校がここにあるのだよ。

彼には本当に感謝しているよ。

中東は自国の利権政策に走る
アメリカでなく、

19世紀植民地化を奮って進めた
ヨーロッパでもなく、

アジアの中で経済的成長を成し遂げた
中立の国「日本」にやはり手を

貸してもらいたいわね。
日本人は優れた民族だよ。

多くの文化SONY... 松下 ... 技術もすごいけど、
でもおれは日本人のこころが好きだね !
自分の家族や日本社会だけでなく、

地球全体の調和を図ろうと考えているからな。

アジアを旅して感じた日本。
彼らは皆日本をリーダーと思っている。

中東を旅して感じた日本。
彼らは皆中立的立場の日本を頼りにしている。

アフリカを旅して感じた日本。
彼らは戦後成功を遂げた日本に期待している。

日本は世界の憧れだ。

JAPAN is SAMURAI
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YUKI presents. 『 THE ADVENTURES OF FLOWER CATS 』





http://folio.daa.jp/09/f/Y2/index.html


Illastration by PECO　「明け方」
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Out Of……

Out Of......
今回の「Out Of......」という題材は絵師にとってどのように解釈されただろう。

逸脱、剥奪、脱出、逃避、回避、あるものから外へ向かう、それらの力は、時に
ドラマチックであり、時に夢幻の誘いを持っている。PECO さんの「明け方」、
デス さんの「ネオンナイツ」、アニュウリズム さんの 「two」、Key さんの「out 
of the world」。それぞれの持ち味を十分に堪能して頂きたい。



Illastration by デス　「ネオンナイツ」



Illastration by アニュウリズム  「two」



Illastration by Key 「out of the world」
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Out Of……

Out Of......
写真は対象と非対象が存在しなければ成り立たない。すなわちそれは関係性を

持ち、そしてそこには距離が存在する。見るものと見られるもの。距離を縮める
行為。距離を離す行為。視線は旅で、時を留める感覚は瞬間にある。写真に於い
て「Out Of......」はコミュニケーションに変わる。















例えば、こんな人達
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out of …… 

photo : katsumi saiki

旅に出よう
今回の小説を依頼する際に、「Out Of......」という題材とともに「旅」という副

主題をつけた。「旅」の解釈は様々である。旅行、心の旅、記憶、追憶など  様々
な形で「旅」は行われる。人がこの世に存在する限り距離が存在し、旅もまた存
在する。各人の「Out Of......」と「旅」の物語を楽しんで頂けたらと思う。
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車
内
販
売
に
来
た
売
り
子
の
声
に
起
こ
さ
れ
て
時
計
を
見
れ

ば
、
目
的
地
ま
で
は
ま
だ
二
時
間
近
く
。
目
的
地
ま
で
あ
と
二
時

間
と
い
う
こ
と
は
、
乗
り
込
ん
で
か
ら
一
時
間
し
か
経
過
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
な
ん
だ
か
理
不
尽
な
こ
と
で
あ
る

よ
う
な
気
が
し
た
。

　

眠
気
覚
ま
し
に
コ
ー
ヒ
ー
を
買
っ
て
少
し
飲
む
と
、
苦
味
が
喉

の
奥
へ
落
ち
て
い
っ
た
。
い
っ
そ
の
こ
と
ビ
ー
ル
で
も
飲
も
う
か

と
思
っ
た
け
れ
ど
、
制
服
を
着
て
い
な
い
と
は
い
え
、
朝
か
ら
女

子
高
生
が
新
幹
線
で
ビ
ー
ル
を
飲
む
光
景
は
ち
ょ
っ
と
い
く
ら
な

ん
で
も
シ
ュ
ー
ル
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
自
粛
し
た
。

　

思
い
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
、
青
司
は
い
や
な
や
つ
だ
っ
た
と
い
う

印
象
ば
か
り
が
蘇
っ
て
く
る
。
こ
み
あ
げ
て
く
る
も
の
を
静
め
る

た
め
に
、
わ
た
し
は
拳
を
強
く
に
ぎ
っ
た
。

　

青
司
と
い
う
と
ん
で
も
な
く
詐
欺
っ
ぽ
い
名
を
つ
け
た
彼
の
両

親
を
殴
り
つ
け
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
数
知
れ
な
い
け
れ

ど
、
さ
す
が
に
今
は
そ
ん
な
気
分
に
は
な
れ
な
い
。
ま
だ
騎
士
と

書
い
て
ナ
イ
ト
と
読
ま
せ
る
名
前
を
つ
け
る
よ
う
な
、
頭
の
ネ
ジ

が
五
本
く
ら
い
多
い
か
少
な
い
か
分
か
ら
な
い
親
に
比
べ
れ
ば
ま

と
も
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
、
怒
り
を
こ
ら
え
た
。

　

青
司
は
基
本
的
に
、
い
や
、
仮
に
応
用
し
た
と
し
て
も
、
究
極

に
自
分
勝
手
な
人
間
だ
っ
た
。
父
の
転
勤
で
わ
た
し
が
東
京
に
引

っ
越
し
て
く
る
ま
え
、
つ
ま
り
隣
同
士
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
は
、

ま
だ
い
た
い
け
な
中
学
生
だ
っ
た
わ
た
し
を
登
校
中
に
拉
致
し

て
、
毎
日
が
つ
ま
ん
ね
ー
か
ら
と
い
う
非
常
に
エ
ク
セ
レ
ン
ト
な

理
由
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
県
外
に
逃
亡
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

よ
く
晴
れ
た
初
夏
の
日
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
今
日
の
よ
う
な
。

　

い
た
い
け
な
中
学
生
だ
っ
た
と
こ
ろ
の
わ
た
し
は
、
当
時
は
本

当
に
真
面
目
で
、
黒
い
つ
や
つ
や
し
た
髪
を
肩
の
と
こ
ろ
で
切
り

そ
ろ
え
て
い
た
。
同
年
代
の
子
に
は
多
少
な
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

気
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
わ
た
し
は

ほ
と
ん
ど
そ
う
い
う
こ
と
に
は
無
頓
着
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
当
然

の
よ
う
に
、
も
の
す
ご
く
成
績
が
良
か
っ
た
。

　

そ
う
い
う
絵
に
描
い
た
よ
う
な
優
等
生
だ
っ
た
わ
た
し
に
と
っ

て
、
学
校
を
さ
ぼ
る
こ
と
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
く
ら
い
悪
い

こ
と
の
よ
う
に
思
え
た
の
だ
。

　

電
車
の
中
で
心
細
さ
の
あ
ま
り
に
さ
め
ざ
め
と
泣
い
た
わ
た
し

に
向
か
っ
て
、
青
司
は
困
り
き
っ
た
顔
で
、

「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
ろ
っ
て
言
う
だ
ろ
」

　

と
言
っ
た
。
わ
た
し
は
な
ぜ
だ
か
そ
の
言
葉
が
す
ご
く
う
れ
し

く
て
、
笑
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

「
な
、
旅
に
で
よ
う
」
と
青
司
は
脳
み
そ
を
母
親
の
胎
内
に
忘
れ

て
き
て
し
ま
っ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
く
ら
い
、
能
天
気
な
表
情

と
声
で
言
っ
た
。「
日
常
か
ら
の
脱
臼
だ
」

「
脱
却
」
と
泣
き
声
の
ま
ま
、
わ
た
し
は
言
っ
た
。「
あ
、
そ
う
か
」

と
恥
ず
か
し
そ
う
に
青
司
は
頭
を
か
い
た
。
で
も
わ
た
し
は
青
司

が
わ
ざ
と
間
違
え
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
な
に
し
ろ
青
司
は
お

そ
ろ
し
く
不
器
用
な
人
間
だ
っ
た
の
だ
。

　

結
局
、
そ
の
ま
ま
わ
た
し
た
ち
は
一
日
中
県
外
で
遊
ん
だ
。
制

服
だ
っ
た
か
ら
繁
華
街
に
は
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
電
車
を
二
時
間
く
ら
い
乗
り
継
い
で
海
に
行
っ
た
。

　

車
窓
か
ら
海
が
見
え
た
途
端
、
青
司
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
い
き
な

り
最
高
ま
で
上
が
っ
た
。
唐
突
に
、
そ
れ
は
も
う
本
当
に
卑
怯
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
く
ら
い
に
突
然
に
、
青
司
は
ス
ー
パ
ー
ハ
イ

テ
ン
シ
ョ
ン
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
隣
で
、
わ
た
し
も
実
は
海
と

い
う
自
然
の
持
つ
原
因
不
明
の
魅
力
に
す
ご
く
わ
く
わ
く
し
て
い

た
の
だ
け
ど
、
こ
こ
で
わ
く
わ
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
し

ま
っ
て
は
負
け
だ
と
い
う
、
意
味
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
感
情
に
支

配
さ
れ
て
、「
海
？　

ふ
ー
ん
そ
れ
で
？
」
と
い
っ
た
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
し
か
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
マ
ン
ボ
ウ
よ
り
も
愛
想
の
悪

い
わ
た
し
の
態
度
に
も
め
げ
ず
、
青
司
は
持
て
る
全
て
の
ボ
キ
ャ

ブ
ラ
リ
ー
を
尽
く
し
て
海
を
賞
賛
し
た
。
も
っ
と
も
、
青
司
の
ボ

キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
は
数
学
教
師
の
ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
と
競
う
く
ら
い

に
乏
し
か
っ
た
か
ら
、
小
学
生
の
感
想
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
て
、そ
れ
が
ま
た
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
あ
女
の
子
は
く
ど
け
な
い
よ
と
わ
た
し
は
思
っ

た
。
優
等
生
な
の
は
見
た
目
だ
け
で
、
わ
た
し
は
実
は
結
構
い
ろ

い
ろ
と
考
え
る
女
の
子
だ
っ
た
の
だ
。
他
の
多
く
の
優
等
生
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

「
う
お
ー
、
海
だ
！
」
と
青
司
は
両
手
を
あ
げ
て
言
っ
た
。

「
声
が
大
き
い
。
海
く
ら
い
で
騒
が
な
い
で
よ
」
つ
と
め
て
冷
静

に
わ
た
し
は
言
っ
た
。
少
し
で
も
大
人
な
と
こ
ろ
の
あ
る
人
間
が

臨
界
点
の
青
と　
　
　
　
　
　

ハ
シ
モ
ト

見
た
ら
そ
れ
は
一
目
で
強
が
り
と
わ
か
る
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
タ
レ

ン
ト
の
よ
う
な
演
技
だ
っ
た
の
だ
け
ど
、
青
司
の
目
は
そ
れ
を
見

抜
け
な
か
っ
た
ら
し
く
、

「
だ
っ
て
海
だ
ぜ
」

　

と
い
う
機
知
に
富
ん
だ
返
答
を
し
て
わ
た
し
を
呆
れ
さ
せ
た
。

青
司
に
と
っ
て
海
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
青
司
に

と
っ
て
の
海
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
世
界
全
て
の
真
理
を
説
明
す
る

が
で
き
る
よ
う
な
、オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
の
だ
。

海
が
あ
れ
ば
戦
争
は
な
く
な
り
、
テ
ロ
は
な
く
な
り
、
い
じ
め
は

な
く
な
り
、
テ
ス
ト
の
赤
点
は
な
く
な
り
、
夕
食
は
ス
テ
ー
キ
に

な
る
と
で
も
言
い
た
げ
な
目
を
、
青
司
は
し
て
い
た
。

　

わ
た
し
は
、
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
い
い
な
と
思
っ
た
。

「
海
な
ん
て
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
。
日
本
は
島
国
な
ん
だ
か
ら
」

冷
静
な
こ
と
が
か
っ
こ
い
い
と
、
大
人
だ
と
、
そ
う
思
い
こ
ん
で

い
た
わ
た
し
は
、
窓
枠
に
頬
杖
を
つ
い
た
ま
ま
半
目
で
言
っ
た
。

　

青
司
は
海
を
見
て
い
た
視
線
を
一
瞬
だ
け
わ
た
し
に
よ
こ
し

て
、

「
お
前
は
ま
だ
ま
だ
ガ
キ
だ
な
」
と
笑
っ
た
。

「
ど
っ
ち
が
」
と
わ
た
し
は
ま
た
半
目
で
言
っ
た
。
本
当
は
ど
っ

ち
も
子
供
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。

「
い
や
ー
、
し
か
し
、
海
だ
な
」
と
青
司
は
言
っ
た
。

「
海
を
目
指
し
て
き
た
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
で
し
ょ
。
海
を
目
指

し
て
山
に
来
る
は
ず
な
い
じ
ゃ
な
い
」
わ
た
し
は
生
ま
れ
て
は
じ

め
て
肩
を
す
く
め
る
と
い
う
行
為
を
そ
の
と
き
に
し
た
。
そ
れ
以

来
も
う
二
度
と
や
っ
て
い
な
い
。

「
ば
か
だ
な
あ
」
と
青
司
は
笑
顔
で
つ
ぶ
や
い
た
。「
と
に
か
く
、

海
な
ん
だ
」

　

電
車
が
駅
に
つ
い
た
の
で
、わ
た
し
た
ち
は
ホ
ー
ム
に
降
り
た
。

潮
の
香
り
が
し
た
。

「
知
っ
て
る
か
」
と
青
司
が
言
っ
た
。

「
知
り
た
く
な
い
」
と
返
答
し
た
わ
た
し
の
声
を
、
青
司
は
鮮
や

か
な
ま
で
に
無
視
し
た
。

「
青
司
の
青
は
、
海
の
青
な
ん
だ
」

「
知
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
」
と
わ
た
し
は
言
っ
た
。
言
っ
た
あ
と

で
無
性
に
お
か
し
く
な
っ
て
、
大
声
で
笑
っ
た
。
そ
こ
は
確
か
に

海
だ
っ
た
。

　

浜
辺
に
行
く
と
、
少
し
風
が
強
か
っ
た
。
青
司
は
ど
た
ば
た
と

い
う
効
果
音
が
つ
か
な
い
の
が
不
思
議
な
く
ら
い
不
器
用
に
砂
浜

を
走
っ
て
い
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
両
手
を
あ
げ
て
い
て
、
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
元
気
玉
で
も
作
る
つ
も
り
な
の
か
な
と
わ
た
し
を
悩
ま
せ

た
。

　

空
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
晴
れ
て
い
て
、
正
午
を
回
っ
た
ば

か
り
の
日
差
し
は
燦
々
と
耀
い
て
い
た
。
陽
光
を
反
射
し
て
き
ら

き
ら
と
煌
く
海
は
、
他
の
一
切
の
形
容
を
受
け
付
け
な
い
く
ら
い

に
き
れ
い
だ
っ
た
。

「
う
ー
み
ー
だ
ー
！
」

　

青
司
は
や
け
に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。
そ
の
理
由
を
、
わ
た
し
は

知
ら
な
か
っ
た
。

　

靴
と
靴
下
を
脱
い
で
裸
足
に
な
っ
た
青
司
は
、
波
打
ち
ぎ
わ
で

ぱ
し
ゃ
ぱ
し
ゃ
遊
ん
で
い
た
。
わ
た
し
は
今
日
は
制
服
じ
ゃ
な
く

て
白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
て
き
て
、
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
き

て
、
つ
い
で
に
黒
髪
も
背
中
く
ら
い
ま
で
は
伸
ば
し
て
お
く
べ
き

だ
っ
た
と
思
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
わ
た
し
流
の
笑
え
な
い

冗
談
だ
っ
た
。

「
う
み
ー
！　

う
み
ー
！
」

　

は
し
ゃ
ぐ
青
司
の
そ
ば
に
歩
み
寄
っ
て
、
波
が
か
か
ら
な
い
く

ら
い
の
と
こ
ろ
で
立
ち
止
ま
っ
た
。
青
司
の
巻
き
あ
げ
る
し
ぶ
き

が
、
宝
石
み
た
い
に
光
っ
た
。

「
俺
の
海
ー
！
」

「
そ
れ
は
勘
違
い
」

「
堅
い
こ
と
言
う
な
！
」

　

青
司
は
一
時
間
く
ら
い
そ
う
し
て
遊
ん
だ
あ
と
に
、
ふ
う
と
浜

辺
に
腰
を
落
ち
着
け
た
。
わ
た
し
は
ス
カ
ー
ト
を
汚
す
の
が
い
や

だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
場
に
立
っ
た
ま
ま
海
を
眺
め
て
い
た
。

「
水
着
を
持
っ
て
く
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
心
底
悔
し
そ
う
に
青
司

は
言
っ
た
。

「
海
水
浴
に
は
ま
だ
早
い
わ
よ
」

「
一
番
乗
り
が
好
き
な
ん
だ
」そ
し
て
、と
青
司
は
つ
け
く
わ
え
た
。

「
海
は
も
っ
と
好
き
だ
」

「
そ
れ
は
良
か
っ
た
ね
」
と
わ
た
し
は
言
っ
た
。
け
っ
こ
う
ど
う

で
も
良
か
っ
た
。

「
つ
い
で
に
、
お
前
の
水
着
姿
も
少
し
だ
け
見
て
み
た
か
っ
た
」

「
死
ん
で
も
い
や
よ
」
と
わ
た
し
は
言
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
本
気

な
わ
け
が
な
か
っ
た
。

「
そ
れ
は
残
念
だ
」
と
青
司
は
笑
顔
で
言
っ
た
。「
死
ぬ
な
ら
、
海

が
い
い
な
」

「
溺
死
は
や
だ
な
」

「
何
な
ら
い
い
？
」

「
老
衰
」

「
な
ん
だ
か
な
あ
」

　

た
め
息
を
吐
い
て
肩
を
落
と
し
た
青
司
が
か
わ
い
く
て
、
わ
た

し
は
ま
た
笑
っ
た
。

　

そ
の
日
は
結
局
、
夕
方
に
は
家
に
帰
っ
た
。
海
に
沈
ん
で
い
く

夕
日
を
少
し
だ
け
見
た
か
っ
た
け
ど
、
優
等
生
の
わ
た
し
が
非
常

識
の
わ
た
し
に
わ
ず
か
に
勝
っ
た
の
だ
。
わ
た
し
の
中
学
か
ら
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も
青
司
の
高
校
か
ら
も
わ
た
し
の
両
親
か
ら
も
青
司
の
両
親
か
ら

も
、
青
司
は
こ
て
ん
ぱ
ん
に
叱
ら
れ
た
。
人
間
の
尊
厳
と
い
う
も

の
を
踏
み
に
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
説
教
と
い
う
よ
り
罵
倒
の

嵐
に
、
青
司
は
よ
く
耐
え
て
い
た
。
青
司
の
目
は
、
そ
れ
で
も
見

え
な
い
海
を
探
し
て
い
た
。

　

青
司
と
っ
て
、
あ
の
田
舎
町
は
き
っ
と
窮
屈
す
ぎ
た
の
だ
。

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
干
し
て
、窓
の
外
を
見
た
。
初
夏
と
は
い
え
、

正
午
前
の
日
差
し
は
ま
だ
や
わ
ら
か
い
。
わ
た
し
は
再
び
少
し
だ

け
目
を
閉
じ
た
。
眠
気
は
す
ぐ
に
や
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
眠
る
気

は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

女
子
高
生
ら
し
く
携
帯
電
話
を
と
り
だ
し
て
、
メ
ー
ル
を
読
ん

だ
り
打
っ
た
り
送
っ
た
り
し
た
。
高
校
生
に
な
っ
た
の
だ
。
東
京

の
渋
谷
で
「
チ
ョ
ー
」
と
か
「
マ
ジ
」
と
か
使
う
女
子
高
生
に
な

っ
た
の
だ
。

　

な
の
に
ど
う
し
て
、
制
服
を
脱
い
で
新
幹
線
な
ん
か
に
乗
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

　

た
ぶ
ん
、
青
司
の
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

た
。
で
も
そ
れ
は
、
本
当
に
一
切
の
虚
飾
な
く
い
っ
て
、
心
の
底

か
ら
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

ま
た
目
を
閉
じ
た
。
眠
っ
て
し
ま
お
う
と
思
っ
た
。
服
が
少
し

窮
屈
だ
っ
た
け
れ
ど
、眠
れ
な
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、

目
を
閉
じ
続
け
た
。

　

目
を
覚
ま
す
と
、
車
窓
の
外
に
は
海
が
広
が
っ
て
い
た
。
嘘
だ

ろ
、
と
わ
た
し
は
思
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
で
き
す
ぎ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
た
の
だ
。

　

あ
く
び
が
出
て
少
し
目
元
が
滲
ん
だ
の
で
、
ハ
ン
カ
チ
で
化
粧

を
落
さ
な
い
よ
う
に
拭
っ
た
ら
、
何
を
勘
違
い
し
た
の
か
向
い
の

席
に
座
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
気
の
毒
そ
う
な
顔
を
し
た
。

　

文
庫
本
を
取
り
出
し
て
、
時
間
を
潰
し
た
あ
と
に
時
計
を
見
る

と
、
目
的
地
ま
で
は
あ
と
十
分
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
そ
ろ
そ
ろ

着
く
よ
と
出
迎
え
て
く
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
友
人
に
メ
ー
ル

を
し
て
、
髪
形
が
乱
れ
て
い
な
い
か
を
手
鏡
で
確
認
し
た
。

　

旅
は
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
日
常
か
ら
の
脱
却
を
終
え
て
、

わ
た
し
は
日
常
へ
と
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
に
滑
り
込
ん

で
い
く
、
こ
の
鉄
の
塊
と
と
も
に
。

　

車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
た
の
で
、
席
を
立
っ
て
ホ
ー
ム
に

下
り
た
。
ど
こ
に
隠
れ
て
い
た
の
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
人
の
波

を
避
け
な
が
ら
改
札
を
抜
け
る
と
、
友
人
の
姿
が
見
え
た
。

　

長
時
間
座
っ
て
い
た
た
め
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
喪
服
の
し
わ
を

な
お
し
て
、
わ
た
し
は
友
人
に
言
っ
た
。

「
で
、
式
場
は
？
」

（
了
）
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今
日
は
彼
女
の
三
十
歳
の
誕
生
日
だ
。 

   

水
曜
日
。
午
前
八
時
三
十
分
。
い
つ
も
な
ら
満
員
車
両
の
人
混

み
で
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
た
ス
ー
ツ
を
直
し
な
が
ら
早
足
で
オ

フ
ィ
ス
を
目
指
し
て
い
る
は
ず
の
彼
女
は
今
、
部
屋
で
一
人
、
ソ

フ
ァ
ー
に
座
っ
て
テ
レ
ビ
が
映
し
出
す
映
像
を
眺
め
て
い
る
。
テ

レ
ビ
か
ら
は
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
殺
人
事
件
の
起
き
た
現
場

の
中
継
が
延
々
と
報
道
さ
れ
、
欠
伸
を
噛
み
殺
し
た
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
た
ち
が
ひ
ど
い
で
す
ね
え
と
言
い
な
が
ら
肯
き
あ
っ
て
い

た
。
彼
女
も
一
緒
に
欠
伸
を
し
な
が
ら
肯
い
て
い
る
。 

寝
室
で
寝
て
い
た
猫
が
テ
レ
ビ
の
音
に
気
が
つ
い
て
、
彼
女
の

前
に
の
そ
の
そ
と
現
れ
た
。
そ
し
て
、
四
本
の
足
を
伸
ば
し
て
伸

び
を
す
る
と
、
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
い
る
彼
女
の
膝
に
飛
び
乗
っ

た
。 

   

彼
女
は
今
日
、
会
社
を
休
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
無
断
欠
勤
で
は
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
届
け
を
出
し
た
し
、
上
司
と
同
僚
も
了
承
の
上
だ
。

 

「
こ
の
日
は
わ
た
し
の
誕
生
日
だ
か
ら
休
み
ま
す
」 

と
、
二
週
間
前
の
彼
女
は
上
司
に
告
げ
た
。 

「
三
十
歳
の
誕
生
日
な
ん
で
す
」 

   

誕
生
日
だ
か
ら
会
社
を
休
む
、
そ
れ
は
一
ヶ
月
前
の
彼
女
の
頭

に
舞
い
下
り
た
気
紛
れ
な
思
い
つ
き
だ
っ
た
。
彼
女
は
そ
の
思
い

つ
き
を
す
ぐ
に
気
に
入
っ
た
。
あ
ま
り
に
く
だ
ら
な
か
っ
た
か
ら

だ
っ
た
。
深
夜
一
人
、
オ
フ
ィ
ス
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
作
業
と
資

料
整
理
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
時
で
も
、
こ
の
計
画
を
実
際
に

実
行
す
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
た
だ
け
で
、
彼
女
の
気
分
は
弾
む

の
だ
っ
た
。
三
十
歳
に
も
な
っ
て
、
誕
生
日
だ
か
ら
会
社
を
休
み

ま
す
だ
っ
て
。
な
ん
て
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
の
か
し
ら
と
、
彼
女
の

頬
は
勝
手
に
緩
ん
で
い
く
。 

   

計
画
決
行
ま
で
残
り
二
週
間
。
彼
女
は
、
頭
の
中
に
様
々
な
言

い
訳
と
そ
の
パ
タ
ー
ン
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
、
上
司

の
デ
ス
ク
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
忙
し
い
時
期
に
、
そ
ん
な
馬

鹿
み
た
い
な
理
由
で
会
社
を
休
め
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
?
と
彼

女
の
上
司
は
声
を
荒
げ
て
言
う
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
彼
女
は
大
真

面
目
な
顔
で
答
え
る
つ
も
り
だ
。

̶̶
区
切
り
と
い
う
も
の
が
大
切

な
ん
で
す
、
こ
れ
か
ら
あ
と
何
十
年
も
つ
き
あ
っ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
な
い
わ
た
し
の
人
生
に
は
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
ん

で
す
。 

   

彼
女
の
上
司
は
彼
女
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
た
。
そ
れ
か
ら
無

言
の
ま
ま
、
彼
女
が
何
か
を
言
う
よ
り
も
先
に
、
神
妙
な
顔
で
何

度
も
肯
い
た
。 

「
分
か
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
れ
」 

次
に
彼
女
は
同
僚
た
ち
に
誕
生
日
に
休
む
こ
と
を
告
げ
に
行

く
。
彼
女
の
同
僚
た
ち
は
自
分
の
仕
事
が
そ
ん
な
不
条
理
な
理
由

で
増
え
る
は
め
に
な
る
こ
と
を
不
平
に
思
う
だ
ろ
う
、
と
彼
女
は

考
え
て
い
た
。
だ
が
、
彼
ら
も
神
妙
な
顔
で
肯
き
、「
分
か
っ
た
」

と
言
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
慌
て
て
神
妙
な
顔
を
作
っ
て

彼
ら
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
肯
く
。
彼
女
の
頭
の
中
に
た
く
さ
ん
用

意
さ
れ
た
言
い
訳
は
陽
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
ゴ
ミ
箱
行
き
だ
っ

た
。 

「
君
が
休
む
ん
だ
っ
た
ら
、
僕
も
合
わ
せ
て
休
ん
だ
の
に
」 

昨
夜
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
彼
女
の
夫
は
言
っ
た
。
彼
女
は
、
枕
も

と
の
ラ
イ
ト
を
消
し
な
が
ら
、 

「
い
く
ら
な
ん
で
も
妻
の
誕
生
日
だ
か
ら
休
み
ま
す
、
っ
て
の
は

な
し
だ
と
思
う
わ
」 

と
言
っ
た
。 

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
、
と
て
も
重
要
な
理
由
だ
」 　

　
　
　
　
　

　

な
る
ほ
ど
。
彼
女
の
周
り
は
彼
女
の
ユ
ー
モ
ア
を
解
さ
な
い
人

間
ば
か
り
だ
。 

と
い
う
わ
け
で
、
朝
を
迎
え
た
彼
女
は
、
恨
め
し
そ
う
に
靴
を

履
き
、
名
残
惜
し
そ
う
に
彼
女
に
キ
ス
を
し
て
会
社
に
出
か
け
る

夫
を
笑
顔
で
見
送
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
せ
っ
か
く
平
日
に
仕
事
を

休
ん
で
一
人
で
過
ご
す
の
だ
か
ら
、
今
日
し
か
出
来
な
い
こ
と
を

し
な
く
ち
ゃ
、
と
彼
女
は
一
人
呟
い
て
、
思
い
つ
い
た
こ
と
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
た
の
だ
っ
た
。 

■
管
理
会
社
の
人
間
を
迎
え
て
ド
ア
の
修
理
を
し
て
も
ら
う 

彼
女
の
仕
事
は
、
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

言
っ
て
も
ま
あ
、
華
や
か
な
響
き
と
は
ほ
ど
遠
い
、
下
請
け
の
地

味
な
作
業
ば
か
り
が
彼
女
の
仕
事
だ
っ
た
が
。ち
ょ
う
ど
一
年
前
、

彼
女
は
今
の
夫
と
結
婚
し
て
新
居
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
家
を
選
ん
だ
の
は
も
ち
ろ
ん
家
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
大
い

に
あ
る
彼
女
だ
。
し
か
し
、
若
い
彼
女
た
ち
に
は
彼
女
の
要
望
を

満
足
さ
せ
る
よ
う
な
部
屋
に
住
む
財
力
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

自
分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
家
に
住
む
な
ん
て
夢
の
ま
た
夢
だ
。
と
い

う
わ
け
で
、
彼
女
が
選
ん
だ
の
は
、
な
る
べ
く
安
く
何
の
工
夫
も

な
い
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
(
と
い
う
よ
り
は
ア
パ
ー
ト
)
だ
っ
た
。

下
手
に
趣
味
の
合
わ
な
い
意
匠
の
凝
ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
散
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
よ
り
、
何
の
工
夫
も
な
い
野
暮
っ
た
い
壁
に
囲
ま

れ
て
い
る
方
が
彼
女
に
は
ま
し
だ
っ
た
の
だ
。 

彼
女
は
こ
の
部
屋
に
対
し
て
不
満
も
満
足
も
抱
く
こ
と
な
く

淡
々
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
玄
関
の
ド
ア
の
た
て
つ
け
が
悪
く

な
っ
て
力
を
込
め
て
引
っ
張
ら
な
い
と
閉
ま
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
か
ら
は
事
情
が
変
わ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
が
悪
い
の
は
い
い

と
し
て
、
ド
ア
が
閉
ま
ら
な
い
な
ん
て
論
外
だ
わ
、
と
彼
女
は
鼻

息
を
荒
く
す
る
。
せ
め
て
家
と
し
て
の
機
能
は
真
っ
当
し
て
も
ら

わ
な
き
ゃ
、
そ
れ
が
賃
料
に
対
す
る
最
低
限
の
マ
ナ
ー
と
い
う
も

の
よ
。 

ド
ア
の
鍵
が
閉
ま
り
に
く
く
な
り
、
我
慢
の
限
界
に
き
た
彼
女

は
、
三
日
前
、
会
社
の
昼
休
み
中
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
会
社
に

電
話
し
た
。
電
話
先
の
寝
ぼ
け
た
声
の
男
は
、
彼
女
か
ら
状
況
を

二
、三
聞
い
て
確
認
す
る
と
、
こ
の
間
の
地
震
の
せ
い
で
ド
ア
枠

が
曲
が
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
と
結
論
づ
け
た
。
彼
女
は
一
応

そ
の
説
に
納
得
し
た
。
で
も
地
震
程
度
で
、
と
文
句
の
一
つ
も
言

い
た
か
っ
た
。 

「
じ
ゃ
あ
、
修
理
に
は
い
つ
お
伺
い
し
ま
し
ょ
う
。
平
日
の
十
時

か
ら
十
八
時
ま
で
で
ご
都
合
の
よ
ろ
し
い
時
間
帯
は
あ
り
ま
す

か
?
」 

と
、
男
は
言
っ
た
。 

「
あ
り
ま
せ
ん
」 

と
、
彼
女
は
言
っ
て
電
話
を
切
り
か
け
た
が
、「
あ
り
ま
し
た
」

と
言
い
直
し
た
。
彼
女
は
、
三
日
後
な
ら
家
に
い
る
と
男
に
告
げ

た
。 

「
じ
ゃ
あ
、
そ
の
日
の
午
前
中
に
お
伺
い
し
ま
す
」 

と
、
男
は
言
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
そ
の
日
が

彼
女
の
誕
生
日
で
あ
る
こ
と
な
ど
知
る
由
も
な
い
。 

■
テ
レ
ビ
を
見
る 

大
し
た
こ
と
で
は
な
い
が
重
要
だ
。
平
日
の
午
前
中
に
テ
レ
ビ

を
見
る
と
い
う
行
為
は
、
平
日
を
休
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
確

認
す
る
象
徴
の
よ
う
な
も
の
だ
。
オ
フ
ィ
ス
で
あ
く
せ
く
働
い
て

い
る
人
間
に
は
得
ら
れ
な
い
何
か
を
彼
女
は
今
日
手
に
す
る
予
定

だ
。 

■
区
役
所
に
行
く 

彼
女
の
夫
の
会
社
に
提
出
す
る
た
め
に
住
民
票
を
区
役
所
に
取

り
に
行
く
。 

「
僕
が
昼
休
み
に
行
く
か
ら
い
い
よ
」 

と
、
彼
女
の
夫
は
言
っ
た
の
だ
が
。
こ
れ
ほ
ど
、
仕
事
を
休
ん

だ
平
日
に
ぴ
っ
た
り
な
イ
ベ
ン
ト
は
な
い
と
主
張
し
た
。 

■
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
物
を
す
る 

彼
女
の
帰
り
は
い
つ
も
彼
女
の
夫
よ
り
も
遅
い
。
料
理
も
買
物

も
彼
女
の
夫
の
仕
事
だ
っ
た
。今
日
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
物
を
し
、

夕
飯
を
作
っ
て
彼
の
帰
り
を
待
つ
の
だ
、
と
彼
女
は
決
め
た
。 

彼
女
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
止
め
て
、
メ
モ
帳
を
眺
め
た
。
せ
っ
か

く
の
休
み
な
の
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
し
ま
う
な

ん
て
、
悪
い
癖
だ
。
彼
女
は
メ
モ
帳
を
し
げ
し
げ
と
眺
め
て
、
そ

れ
か
ら
置
い
た
。
削
り
よ
う
が
な
い
。
い
い
わ
、
さ
っ
そ
く
取
り

か
か
れ
ば
い
い
ん
だ
も
の
。
彼
女
は
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
リ
モ
コ

ン
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
の
だ
っ
た
。 

（
よ
う
や
く
こ
こ
で
、
冒
頭
の
シ
ー
ン
に
繋
が
っ
た
。） 

喜
怒
哀
楽
を
短
時
間
の
う
ち
に
詰
め
込
ん
だ
番
組
の
テ
ン
ポ
に

つ
い
て
い
け
ず
、
彼
女
は
い
つ
の
間
に
か
画
面
の
左
上
の
時
刻
を

示
す
デ
ジ
タ
ル
数
字
を
眺
め
て
い
た
。
そ
の
と
き
、
玄
関
の
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
っ
た
。
彼
女
は
立
ち
上
が
る
。
膝
で
眠
り
か
け
て
い
た

猫
が
半
分
ず
り
落
ち
な
が
ら
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
着
地
し
た
。
管

理
会
社
の
人
間
が
来
た
の
だ
。
さ
っ
そ
く
彼
女
は
二
つ
目
の
予
定

に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

さ
あ
、
な
ん
て
文
句
を
言
お
う
か
し
ら
と
彼
女
は
思
い
な
が
ら

ド
ア
の
鍵
を
開
け
る
。
ド
ア
を
開
く
と
、
作
業
服
に
身
を
包
ん
だ

男
が
立
っ
て
い
た
。
男
は
彼
女
に
挨
拶
も
せ
ず
に
、
開
か
れ
た
ド

ア
の
蝶
番
の
真
下
に
目
を
落
と
し
な
が
ら
言
っ
た
。 

「
ド
ア
が
閉
ま
ら
な
い
と
聞
き
ま
し
た
が
」 

「
そ
う
な
ん
で
す
、
ほ
ら
」 

と
、
彼
女
は
男
の
前
で
ド
ア
を
閉
め
た
。
完
全
に
は
閉
ま
ら
な

い
。
鍵
を
掛
け
よ
う
と
思
っ
た
ら
力
を
込
め
て
無
理
を
し
て
引
っ

張
ら
な
い
と
い
け
な
い
。実
演
を
終
え
て
ド
ア
を
開
い
た
彼
女
は
、

再
び
男
と
対
面
す
る
。
男
は
彼
女
の
目
の
前
で
し
ゃ
が
む
と
、
ド

ア
の
下
に
指
を
入
れ
て
、
コ
イ
ン
よ
り
一
回
り
大
き
な
白
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
塊
を
取
り
出
し
た
。
男
が
彼
女
の
目
の
前
に
、
そ
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
塊
を
突
き
つ
け
た
。 

「
こ
れ
は
何
で
す
か
ね
?
」 

彼
女
は
首
を
傾
げ
て
見
せ
た
が
、
ど
う
見
て
も
そ
れ
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
蓋
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
。 

「
猫
が
こ
の
蓋
で
遊
ぶ
の
よ
」 

と
、
笑
っ
た
彼
女
の
目
の
前
で
ド
ア
が
閉
ま
り
再
び
開
い
た
。

い
た
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
開
閉
。 

「
今
回
は
い
い
で
す
が
、
今
度
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
料
金

を
頂
き
ま
す
よ
」 

誕
生
日　
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と
、
男
は
言
っ
て
彼
女
に
蓋
を
手
渡
し
て
帰
っ
て
い
っ
た
。
彼

女
は
男
を
見
送
っ
て
ド
ア
を
閉
め
て
み
た
。
ド
ア
は
軽
が
る
と
閉

ま
り
、
鍵
も
小
気
味
よ
い
音
を
た
て
て
ぴ
た
り
と
閉
ま
っ
た
。
彼

女
は
歪
ん
で
変
形
し
た
蓋
を
ゴ
ミ
箱
に
投
げ
捨
て
た
。
猫
が
そ
の

動
き
に
反
応
し
て
飛
び
上
が
り
、
勢
い
余
っ
て
走
り
回
る
。 

彼
女
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
メ
モ
用
紙
に
二
本
の
線

を
引
く
。
二
つ
の
予
定
が
終
了
し
た
。 

彼
女
は
時
計
を
ち
ら
り
と
見
る
。
次
は
区
役
所
だ
。
こ
の
調
子

で
い
け
ば
楽
々
予
定
を
こ
な
せ
そ
う
だ
。
彼
女
は
外
で
昼
飯
を
食

べ
る
こ
と
に
し
て
、
家
を
出
た
。 

ミ
ス
タ
ー
・
ド
ー
ナ
ツ
に
入
る
の
は
、初
め
て
だ
っ
た
。
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
の
中
に
色
と
り
ど
り
の
ド
ー
ナ
ツ
が
並
ん
で
い
る
。
穴
が

空
い
て
い
な
い
な
ん
て
ド
ー
ナ
ツ
じ
ゃ
な
い
わ
、
と
彼
女
は
誰
か

に
言
っ
て
み
た
く
な
る
が
、
彼
女
は
大
人
し
く
黙
っ
た
ま
ま
、
ト

ン
グ
を
持
っ
て
ケ
ー
ス
の
端
か
ら
端
ま
で
を
も
う
二
往
復
し
た
と

こ
ろ
だ
。
空
の
ト
レ
ー
を
持
っ
て
の
ろ
の
ろ
と
レ
ジ
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
る
彼
女
の
後
ろ
に
、
子
連
れ
の
若
い
母
親
が
ぴ
た
り
と

接
近
し
、彼
女
に
圧
力
を
か
け
る
。彼
女
は
、母
親
に
道
を
譲
る
と
、

ト
レ
ー
を
持
っ
て
ま
た
入
口
近
く
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
ま
で
戻
っ
て

い
っ
た
。
み
ん
な
ど
う
し
て
さ
っ
さ
と
決
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

彼
女
以
外
の
人
間
た
ち
は
、
無
駄
の
な
い
動
作
で
目
当
て
の
ド
ー

ナ
ツ
を
的
確
に
選
び
出
し
、
い
く
つ
か
を
組
み
合
わ
せ
て
ト
レ
ー

に
盛
る
と
、確
信
に
満
ち
た
様
子
で
レ
ジ
ス
タ
ー
に
向
か
う
の
だ
。

こ
れ
じ
ゃ
、
出
来
そ
こ
な
い
の
居
残
り
生
徒
の
よ
う
だ
わ
、
と
彼

女
は
途
方
に
暮
れ
て
、
入
口
か
ら
入
っ
て
来
た
女
子
学
生
に
順
番

を
譲
る
。
そ
れ
か
ら
女
子
学
生
の
ト
レ
ー
を
注
意
深
く
眺
め
な
が

ら
、
彼
女
も
女
子
学
生
の
選
ん
だ
ド
ー
ナ
ツ
と
同
じ
ド
ー
ナ
ツ
を

ト
レ
ー
に
載
せ
て
よ
う
や
く
レ
ジ
ス
タ
ー
に
辿
り
付
い
た
。 

「
ご
一
緒
に
お
飲
み
物
も
い
か
が
で
す
か
」 

と
、
店
員
が
微
笑
ん
だ
。
彼
女
も
微
笑
み
返
す
。 

「
え
え
、
も
ち
ろ
ん
」 

い
つ
ま
で
も
微
笑
ん
で
い
る
彼
女
に
、
店
員
が
頭
の
上
の
メ

ニ
ュ
ー
を
指
差
し
て
何
か
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
し
て
も
選
ば
な

い
と
い
け
な
い
の
だ
。
彼
女
は
メ
ニ
ュ
ー
を
三
回
頭
の
中
で
復
唱

し
て
、
一
番
上
に
書
か
れ
て
い
た
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
を
選
ん
だ
。

 

区
役
所
は
人
間
た
ち
で
溢
れ
て
い
る
。
彼
女
は
、
無
愛
想
に
並

ん
だ
書
類
を
一
つ
一
つ
確
か
め
な
が
ら
、
目
的
の
書
類
を
よ
う
や

く
見
つ
け
て
テ
ー
ブ
ル
に
貼
り
つ
け
て
あ
る
記
入
例
を
見
な
が
ら

記
入
を
す
る
。
書
類
を
提
出
す
る
と
、
あ
ち
ら
で
お
呼
び
し
ま
す

の
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
、
と
眼
鏡
の
事
務
員
が
言
っ
て
、

彼
女
は
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
隅
に
立
っ
て
待
つ
こ
と
に
し
た
。

思
っ
た
よ
り
簡
単
だ
わ
、
と
彼
女
は
自
分
の
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
に

満
足
す
る
。 

し
ば
ら
く
し
て
、
彼
女
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム
が
呼
ば
れ
る
。

彼
女
は
す
く
り
と
立
ち
上
が
る
。も
う
結
婚
し
て
一
年
経
つ
の
だ
。

新
し
い
名
前
で
呼
ば
れ
て
も
ち
ゃ
ん
と
反
応
で
き
る
。
(
彼
女
は

職
場
で
は
旧
姓
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
)
渡
し
口
と
書
か
れ
た
窓
口

に
歩
い
て
い
き
な
が
ら
、
自
分
と
同
じ
行
動
を
し
て
い
る
人
間
が

自
分
の
ほ
か
に
三
人
い
る
こ
と
に
彼
女
は
気
が
つ
い
た
。
結
婚
し

て
新
し
く
得
た
こ
の
名
前
が
、
こ
の
国
で
三
番
目
に
多
い
と
い
う

統
計
デ
ー
タ
を
思
い
出
し
て
彼
女
は
一
人
納
得
を
す
る
。
そ
し
て

同
じ
苗
字
の
彼
ら
に
親
近
感
を
覚
え
な
が
ら
彼
女
は
微
笑
み
、
同

志
に
道
を
譲
る
。 

「
お
先
に
ど
う
ぞ
」 

今
日
の
彼
女
に
は
急
ぐ
理
由
が
な
い
。
し
か
し
、
列
の
後
ろ
へ

移
動
し
始
め
た
彼
女
の
背
中
を
、
彼
女
の
フ
ル
ネ
ー
ム
が
呼
び
戻

し
た
。
振
り
向
い
た
の
は
彼
女
一
人
だ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
。
確
率

的
に
そ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
、
と
彼
女
は
納
得
し
て
書
類
を
受
け
取

り
、
お
金
を
払
っ
て
区
役
所
を
出
た
。 

さ
あ
、
残
り
の
予
定
は
あ
と
一
つ
だ
わ
、
と
彼
女
は
軽
や
か
に

通
り
を
歩
い
て
い
く
。
温
か
く
て
ほ
ど
よ
く
湿
っ
た
空
気
が
彼
女

の
全
身
を
包
み
込
む
。
道
に
は
、
杖
を
つ
い
た
老
人
と
暇
そ
う
な

商
店
の
店
主
、
そ
れ
か
ら
小
太
り
の
買
物
帰
り
の
主
婦
た
ち
。
彼

女
は
大
股
で
そ
の
中
を
歩
い
て
い
く
。
四
角
い
書
類
、
四
角
い
デ

ス
ク
、
四
角
い
オ
フ
ィ
ス
、
四
角
い
建
物
、
四
角
い
経
済
シ
ス
テ

ム
。
い
つ
も
の
彼
女
は
こ
の
時
間
、
四
角
さ
に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
と

押
し
込
め
ら
れ
て
四
角
形
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
る
で
別
世
界

だ
、
と
彼
女
は
思
う
。
誰
に
で
も
笑
い
か
け
た
い
気
分
に
な
っ
て

い
る
。
笑
い
か
け
ら
れ
た
人
間
は
曖
昧
に
微
笑
み
返
し
な
が
ら
、

彼
女
の
こ
と
を
ま
る
で
別
世
界
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
は
人
で
ご
っ
た
か
え
し
て
い
た
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
抱
え
た
主
婦
た
ち
に
お
し
戻
さ
れ
な
が
ら
、
彼
女

は
自
分
が
出
口
か
ら
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
て
引
き

返
す
と
、
も
う
一
度
や
り
直
す
。
今
度
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ゴ

と
野
菜
コ
ー
ナ
ー
が
彼
女
を
出
迎
え
た
。
そ
う
、
こ
れ
が
正
し
い

道
順
だ
わ
。
彼
女
は
正
し
い
道
順
に
沿
っ
て
、「
お
買
い
得
」
と

い
う
ポ
ス
タ
ー
や
表
示
の
貼
ら
れ
て
人
だ
か
り
の
出
来
て
い
る
商

品
を
漏
れ
な
く
カ
ゴ
に
入
れ
て
い
っ
た
。
何
だ
か
楽
し
い
。
店
内

の
喧
騒
が
ま
る
で
祭
の
日
の
屋
台
の
よ
う
に
彼
女
の
心
を
弾
ま
せ

る
。
彼
女
は
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
辺
り
を
見
回
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
な
が
ら
、
み
ん
な
の
動
き
に
合
わ
せ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

一
周
し
、
山
盛
り
に
な
っ
た
カ
ゴ
を
レ
ジ
ス
タ
ー
に
置
い
た
。
レ

ジ
ス
タ
ー
の
女
は
、
彼
女
か
ら
金
を
受
け
取
り
お
つ
り
を
渡
す
と

す
ぐ
に
次
の
客
に
取
り
か
か
っ
た
。
彼
女
は
慌
て
て
、
周
り
を
見

な
が
ら
山
盛
り
の
カ
ゴ
を
レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら
離
れ
た
台
に
運
ぶ
。

そ
う
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
、
園
児
で
も
習
う
合
理
的
な

シ
ス
テ
ム
だ
わ
、と
呟
き
な
が
ら
、カ
ゴ
の
隙
間
に
無
造
作
に
突
っ

込
ま
れ
た
生
白
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
取
り
出
し
て
広
げ
た
。
横
目
で

隣
の
買
い
物
客
を
観
察
す
る
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
も
の
を
詰
め
る
に

は
何
ら
か
の
規
則
が
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
観
察
し
て
い

た
が
、
何
よ
り
実
践
し
て
み
な
き
ゃ
分
か
ら
な
い
わ
と
彼
女
は
思

い
直
し
、
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
も
の
を
詰
め
て

い
っ
た
。
配
給
さ
れ
た
二
つ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
が
、
カ
ゴ
の
中
に
は
ま
だ
商
品
が
残
っ
て
い
た
。
彼
女

は
仕
方
な
く
、
忙
し
そ
う
な
レ
ジ
ス
タ
ー
係
の
女
に
も
う
一
枚
袋

を
貰
い
に
い
く
。
女
は
、
彼
女
の
声
が
聞
こ
え
た
の
か
聞
こ
え
て

な
い
の
か
分
か
ら
な
い
無
反
応
で
、
動
作
の
切
れ
目
に
す
っ
と
袋

を
取
り
出
し
彼
女
に
手
渡
し
た
。
や
っ
ぱ
り
出
来
そ
こ
な
い
の
生

徒
み
た
い
だ
わ
、
と
彼
女
は
申
し
訳
な
く
な
り
な
が
ら
三
つ
目
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
全
て
の
商
品
を
詰
め
終
わ
っ
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

出
た
。 

通
り
に
出
た
彼
女
は
、
足
元
に
袋
を
置
い
て
倒
れ
な
い
よ
う
に

両
足
で
押
さ
え
る
と
、
迷
わ
ず
片
手
を
上
げ
て
タ
ク
シ
ー
を
止
め

た
。
こ
の
タ
ク
シ
ー
乗
車
で
、彼
女
が
手
に
入
れ
た
「
お
買
い
得
」

な
ん
て
あ
っ
と
い
う
間
に
消
し
飛
ん
だ
計
算
に
な
る
が
、
彼
女
は

気
に
し
な
い
。
気
に
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
深
夜
仕
事
か
ら
帰
る
と

き
に
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
昼
間
に

行
動
す
る
と
い
う
の
は
な
ん
て
得
な
ん
だ
ろ
う
と
感
動
し
て
い
る

の
だ
っ
た
。 

彼
女
の
夫
は
、仕
事
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
、ま
ず
ド
ア
が
ス
ム
ー

ズ
開
い
た
こ
と
に
感
動
し
、
こ
の
感
動
を
伝
え
よ
う
と
妻
の
姿
を

探
し
た
。
彼
女
は
キ
ッ
チ
ン
に
い
て
、
ま
な
板
の
前
で
腕
を
組
ん

で
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。
ま
な
板
の
上
に
は
、
細
か
く
刻
ま
れ
た

食
材
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
た
。 

「
ご
め
ん
な
さ
い
、
ま
だ
夕
食
が
出
来
て
な
い
の
。
で
も
あ
と
少

し
で
出
来
る
か
ら
」 

と
、
彼
女
は
言
っ
て
微
笑
ん
だ
。 

「
何
が
出
来
る
の
?
」 

と
、
彼
女
の
夫
は
聞
い
て
み
た
。
彼
女
は
途
方
に
く
れ
た
よ
う

に
首
を
傾
げ
て
彼
を
見
た
。 

「
さ
あ
。
そ
れ
を
今
考
え
て
い
た
の
」 

彼
女
の
夫
は
、
鞄
を
置
く
と
、
手
に
持
っ
て
い
た
小
さ
な
箱
を

彼
女
に
渡
し
て
椅
子
に
座
ら
せ
た
。 

「
あ
と
は
や
る
か
ら
座
っ
て
て
」 

彼
は
さ
っ
そ
く
腕
を
ま
く
っ
て
洗
い
も
の
を
始
め
、
キ
ッ
チ
ン

を
整
理
し
始
め
た
。
彼
女
は
不
満
そ
う
に
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ

た
が
、 

「
誕
生
日
な
ん
だ
か
ら
座
っ
て
て
」 

と
、彼
が
振
り
向
い
て
彼
女
の
手
の
箱
を
指
差
し
て
、そ
れ
ケ
ー

キ
ね
と
言
っ
た
の
で
、
彼
女
は
一
応
納
得
し
て
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
の
椅
子
に
座
っ
た
。そ
う
だ
、今
日
は
わ
た
し
の
誕
生
日
だ
っ

た
っ
け
。彼
女
は
箱
を
開
け
て
そ
っ
と
中
を
覗
き
こ
む
。苺
シ
ョ
ー

ト
と
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。
ど
ち
ら
も
彼
女
の
好
物
だ
っ
た
。 

「
半
分
ず
つ
食
べ
よ
う
よ
」 

と
、
彼
女
は
提
案
し
た
。 

「
両
方
食
べ
て
い
い
よ
?
」 

と
、
彼
は
笑
う
。
笑
い
な
が
ら
鍋
を
取
り
だ
し
コ
ン
ロ
に
置
く

と
、
次
々
と
ま
な
板
の
上
の
食
材
を
さ
ば
い
て
い
く
。
彼
女
は
メ

モ
用
紙
の
リ
ス
ト
を
取
り
だ
し
、
一
番
最
後
の
項
目
に
線
を
引
い

た
。
ち
ょ
っ
と
予
定
と
違
う
け
ど
。
今
日
の
予
定
は
こ
れ
で
全
て

こ
な
し
た
こ
と
に
し
よ
う
、
と
彼
女
は
全
て
線
で
項
目
が
消
さ
れ

た
リ
ス
ト
を
眺
め
て
満
足
そ
う
に
肯
い
た
。 

「
ど
う
だ
っ
た
、
君
の
誕
生
日
は
?
」 

と
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
赤
い
液
体
を
注
ぎ
な
が
ら
彼
が
言
っ

た
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
サ
ラ
ダ

と
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
と
ピ
ザ
風
の
具
載
せ
バ
ケ
ッ
ト
が
並
べ
ら
れ

て
い
た
。 

「
君
の
三
十
歳
の
誕
生
日
に
」 

    

彼
は
彼
女
の
答
え
を
聞
か
ず
に
笑
い
な
が
ら
グ
ラ
ス
を
合
わ

せ
た
。
チ
ン
と
い
う
澄
ん
だ
音
が
部
屋
に
響
く
。
食
事
が
始
ま
る
。

 

「
何
だ
か
旅
行
に
行
っ
て
帰
っ
て
来
た
気
分
よ
」 

と
、
彼
女
は
言
っ
た
。 

「
何
そ
れ
。
ど
こ
に
行
っ
て
き
た
の
?
」 

彼
女
は
彼
の
質
問
に
答
え
て
今
日
行
っ
た
場
所
を
列
挙
す
る
。

フ
ォ
ー
ク
が
皿
に
当
た
っ
て
甲
高
い
音
を
立
て
る
。
シ
チ
ュ
ー
の

湯
気
が
柔
ら
か
に
二
人
の
間
の
空
間
を
満
た
し
て
い
く
。
彼
女
は

シ
チ
ュ
ー
の
肉
を
フ
ォ
ー
ク
で
突
き
刺
し
口
に
運
び
な
が
ら
、

冷
蔵
庫
の
中
で
静
か
に
出
番
を
待
っ
て
い
る
苺
シ
ョ
ー
ト
と
レ
ア

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
思
い
浮
か
べ
る
。
そ
れ
か
ら
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

の
細
い
足
を
注
意
深
く
つ
ま
む
と
、
グ
ラ
ス
を
傾
け
て
喉
の
奥
に

液
体
を
時
間
を
か
け
て
流
し
込
む
。
旅
は
終
わ
り
だ
、
と
彼
女
は

思
っ
て
み
る
。
明
日
か
ら
ま
た
、
日
常
が
始
ま
る
。 

了
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独
り
で
眠
る
寝
台
が
小
舟
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ひ

ど
く
疲
れ
て
、
横
た
わ
っ
て
も
ま
だ
眩
暈
が
鎮
ま
ら
な
い
よ
う
な

夜
の
こ
と
。
脳
の
中
で
記
憶
や
感
情
や
血
液
が
渦
を
巻
い
て
暴
れ

る
音
が
、
冷
た
い
水
に
な
っ
て
押
し
寄
せ
、
部
屋
に
溢
れ
た
か
と

思
う
と
寝
台
を
持
ち
上
げ
る
。み
る
み
る
う
ち
に
水
位
が
上
が
り
、

窓
は
消
え
う
せ
、
支
え
を
失
っ
た
寝
台
は
、
ゆ
ら
り
と
部
屋
か
ら

流
れ
出
る
。

窓
の
外
は
一
面
の
暗
い
水
。
遠
く
に
半
分
水
没
し
た
ビ
ル
の
シ

ル
エ
ッ
ト
が
斜
め
に
突
き
出
て
い
る
。
わ
た
し
以
外
の
漂
流
者
は

誰
も
い
な
い
。
水
の
感
触
は
と
て
も
リ
ア
ル
で
、
轟
々
と
う
ね
る

通
奏
低
音
に
、
ぴ
し
ゃ
り
、
ぽ
ち
ゃ
り
、
と
い
う
飛
沫
の
音
が
複

雑
に
重
な
り
合
う
。そ
れ
は
青
く
や
さ
し
い
癒
し
の
水
で
は
な
く
、

ど
こ
か
知
ら
な
い
土
地
か
ら
削
り
取
っ
た
土
臭
い
濁
り
水
。
目
を

凝
ら
せ
ば
水
の
う
ね
り
や
、
濁
り
の
中
の
砂
粒
や
葉
屑
ま
で
見
て

と
れ
る
。

寝
台
の
上
も
決
し
て
安
全
と
は
言
え
な
い
。
粘
り
気
の
あ
る
水

は
、
身
を
く
ね
ら
せ
る
生
物
の
よ
う
。
自
分
が
動
く
と
寝
台
も
大

き
く
傾
く
の
で
、
下
手
に
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
身
体

を
伏
せ
て
、
シ
ー
ツ
に
し
が
み
つ
く
よ
う
に
し
て
い
る
と
、
波
の

う
ね
り
が
目
の
高
さ
に
見
え
る
。
時
折
手
脚
に
ひ
た
り
と
水
が
被

る
の
を
感
じ
な
が
ら
、
わ
た
し
は
、
自
分
の
部
屋
が
遠
ざ
か
っ
て

い
く
の
を
ど
う
し
よ
う
も
な
く
見
つ
め
て
い
る
。

わ
た
し
は
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う
、
薄
っ
ぺ
ら
な
キ
ャ
ミ
ソ
ー

ル
ド
レ
ス
一
枚
で
、
こ
な
れ
た
シ
ー
ツ
と
生
柔
ら
か
い
枕
、
手
の

ひ
ら
に
載
る
く
ら
い
の
小
さ
な
目
覚
ま
し
時
計
だ
け
を
携
え
て
。

全
財
産
が
た
っ
た
そ
れ
だ
け
な
ん
て
、あ
ま
り
に
心
細
い
け
れ
ど
、

で
も
、
そ
れ
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
何
か
が
意
識
に
呼
び
か
け

る
。
た
と
え
ば
今
、
必
死
で
抵
抗
し
て
み
る
か
?
濁
流
に
飛
び
込

ん
で
、
肺
を
痛
み
に
軋
ま
せ
な
が
ら
、
冷
た
く
汚
れ
た
水
の
中
を
、

あ
の
窓
に
向
か
っ
て
泳
ぎ
帰
っ
て
み
よ
う
か
。
け
れ
ど
、
そ
う
す

る
に
は
あ
ま
り
に
疲
れ
す
ぎ
て
い
る
。
第
一
、
そ
こ
ま
で
必
死
に

な
っ
た
っ
て
、
取
り
戻
せ
る
も
の
な
ん
て
、
た
か
が
知
れ
て
い
る

の
だ
。
そ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
、
不
可
効
力
に
甘
え
て
旅
立
っ
て
み

よ
う
か
。
知
ら
な
い
土
地
に
流
れ
つ
い
て
、
記
憶
の
な
い
女
と
し

て
人
生
を
も
う
一
度
始
め
る
の
も
面
白
い
じ
ゃ
な
い
か
?

そ
う
思
っ
た
時
に
は
も
う
物
語
は
始
ま
っ
て
い
る
。

朝
の
光
の
中
。
も
う
土
は
乾
い
て
い
る
。
広
い
草
原
を
貫
く
国

道
の
片
隅
に
、
ひ
と
り
の
女
が
立
っ
て
い
る
。
彼
女
は
記
憶
を
洗

い
流
さ
れ
た
女
。
見
た
こ
と
も
な
い
土
地
で
、
泥
染
み
の
浮
い
た

裾
の
長
い
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル
ド
レ
ス
を
着
て
、
化
粧
も
せ
ず
に
裸
足

で
立
っ
て
い
る
。
彼
女
を
路
端
で
見
つ
け
て
拾
う
の
は
き
っ
と
、

彼
女
が
今
ま
で
に
知
っ
て
い
た
の
と
は
全
く
違
う
男
だ
。
古
い

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
な
が
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
煙

草
を
吹
か
し
、
ラ
ジ
オ
の
深
夜
放
送
に
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
一
夜

に
何
百
キ
ロ
を
走
る
よ
う
な
男
。

男
は
車
を
止
め
、
黙
っ
て
女
を
見
下
ろ
す
。
彼
は
女
の
衣
服
が

少
々
汚
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
意
に
介
さ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
薄
い

布
地
の
下
の
身
体
に
目
を
つ
け
る
。
身
体
の
線
は
滑
ら
か
で
、
静

か
な
疲
れ
が
彼
女
を
優
雅
に
見
せ
て
い
る
。
処
女
で
は
な
い
。
そ

れ
が
男
に
は
好
ま
し
い
。
手
順
を
知
っ
た
相
手
の
ほ
う
が
、
成
り

行
き
に
身
体
を
馴
染
ま
せ
る
の
は
早
い
は
ず
だ
か
ら
。

「
乗
る
か
い
、」

声
を
か
け
る
と
、
女
は
黙
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
込
む
。
男
は

そ
れ
を
横
目
に
し
な
が
ら
新
し
い
煙
草
を
く
わ
え
る
。
女
が
車
の

ド
ア
を
閉
め
る
瞬
間
、
ド
レ
ス
の
裾
を
指
先
で
さ
ば
く
仕
草
の
滑

ら
か
さ
が
目
に
残
る
。
重
く
と
ろ
み
の
あ
る
化
繊
地
。
淡
い
銀
鼠

色
の
、
そ
の
衣
装
の
下
の
脚
に
触
れ
る
の
は
何
時
間
後
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
思
う
だ
け
で
、
今
日
走
る
は
ず
の
距
離
が
不
意
に
生
彩
を

帯
び
た
も
の
に
な
っ
て
く
る
。

ほ
と
ん
ど
無
言
で
夕
方
ま
で
車
を
走
ら
せ
、
男
は
い
つ
も
一
人

で
泊
ま
る
の
と
変
わ
ら
な
い
、
古
び
た
ホ
テ
ル
に
部
屋
を
取
る
。

痛
い
ほ
ど
水
圧
の
強
い
コ
ッ
ク
を
ひ
ね
り
、
自
分
の
手
の
ひ
ら
に

湯
を
あ
て
な
が
ら
、
バ
ス
タ
ブ
に
溜
ま
る
湯
が
熱
く
な
り
す
ぎ
な

い
よ
う
気
を
遣
う
。
一
人
で
気
侭
に
生
き
て
き
た
男
に
と
っ
て
、

そ
ん
な
ふ
う
に
他
人
の
た
め
に
心
を
砕
く
の
が
、
も
ど
か
し
い
よ

う
で
ど
こ
か
愉
し
く
、
気
が
逸
る
よ
う
で
も
あ
る
。

準
備
が
整
う
と
、
彼
に
し
て
は
優
し
い
ほ
う
の
手
つ
き
で
、
土

で
よ
ご
れ
た
女
を
洗
っ
て
や
る
。
シ
ャ
ワ
ー
を
当
て
る
と
、
肌
に

こ
び
り
つ
い
た
泥
が
ゆ
る
ん
で
い
く
。
湯
が
濁
り
、
排
水
口
に
渦

を
巻
く
。
湯
気
で
タ
イ
ル
の
目
地
が
ぼ
や
け
る
。

男
は
薄
紙
を
破
い
て
ア
イ
ボ
リ
ー
色
の
石
鹸
を
取
り
出
す
。
白

い
泡
と
一
緒
に
香
り
が
立
つ
。
技
巧
も
虚
飾
も
な
い
無
個
性
な
香

り
は
、
ひ
た
す
ら
単
純
な
懐
か
し
さ
だ
け
を
運
ん
で
く
る
。

ス
ポ
ン
ジ
は
使
わ
ず
、
大
き
な
手
の
ひ
ら
で
、
身
体
に
泡
を
広

げ
て
い
く
。
お
湯
の
ぬ
る
さ
と
人
肌
の
摩
擦
が
こ
こ
ち
よ
く
て
、

女
は
深
く
息
を
つ
い
た
。
こ
う
さ
れ
て
い
る
と
、
ま
る
で
幼
い
少

女
か
、
小
さ
な
動
物
に
な
っ
た
よ
う
。
自
分
自
身
の
輪
郭
が
柔
ら

か
に
ほ
ぐ
さ
れ
て
い
く
感
覚
に
、
不
意
に
泣
け
て
き
て
、
背
中
を

丸
め
、
顔
を
覆
っ
た
。
泡
に
滑
る
肌
が
、
す
る
り
と
手
か
ら
逃
げ

て
い
く
。
男
は
思
わ
ず
呼
び
か
け
た
。

「
ど
う
し
た
」

「
懐
か
し
い
の
」

女
は
泣
き
な
が
ら
答
え
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
守
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
、
昔
あ
っ
た
。
人
生
が
と
て
も
単
純
で
、
石
鹸
の
香
り
と
い

え
ば
た
だ
一
つ
、
淡
い
ア
イ
ボ
リ
ー
の
記
憶
に
無
条
件
に
結
び
つ

い
て
い
た
頃
の
こ
と
。

「
で
も
、
も
う
戻
れ
な
い
。
今
は
す
べ
て
が
複
雑
に
な
り
す
ぎ
た

わ
」自

分
が
捨
て
て
き
た
も
の
を
思
っ
て
女
は
呟
く
。
溢
れ
る
ほ
ど

の
モ
ノ
の
中
で
、
石
鹸
一
つ
買
う
の
に
も
、
ど
れ
だ
け
頭
を
悩
ま

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
死
海
の
塩
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
薔
薇
、

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
オ
リ
ー
ヴ
、
蜂
蜜
、
胡
桃
、
砕
い
た
真
珠
、
海

の
泥
。
そ
れ
だ
け
選
び
抜
い
た
と
し
て
も
、
心
に
こ
び
り
つ
い
た

息
苦
し
さ
ま
で
洗
い
流
せ
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、一
事
が
万
事
、

そ
の
調
子
だ
っ
た
。
食
べ
る
こ
と
、
着
る
こ
と
、
身
を
飾
る
こ
と
、

愛
す
る
こ
と
。
女
に
と
っ
て
は
、
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

こ
そ
苦
痛
だ
っ
た
。
店
先
で
は
い
つ
も
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
豊

か
さ
と
か
、
贅
沢
と
か
い
う
言
葉
で
は
ご
ま
か
せ
な
い
ほ
ど
、
本

当
に
苦
痛
だ
っ
た
の
だ
。

「
だ
か
ら
逃
げ
た
の
。
全
部
捨
て
て
し
ま
い
た
い
と
思
っ
て...

川

に
入
っ
た
の
」

最
後
に
彼
女
が
捨
て
た
も
の
、
そ
の
場
に
置
い
て
き
た
靴
の
こ

と
を
思
い
出
す
。
華
奢
な
つ
く
り
の
ミ
ュ
ー
ル
サ
ン
ダ
ル
。
エ
ナ

メ
ル
を
施
し
た
ピ
ン
ク
ベ
ー
ジ
ュ
で
、
足
首
を
結
び
上
げ
る
ス
ト

ラ
ッ
プ
だ
け
が
濃
い
紅
色
。ピ
ン
ヒ
ー
ル
の
底
は
斜
め
に
減
っ
て
、

艶
や
か
だ
っ
た
巻
き
革
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
傷
つ
い
て
い
る
。

そ
の
靴
は
ま
る
で
彼
女
自
身
の
よ
う
だ
っ
た
。
百
貨
店
の

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
飾
ら
れ
て
、
流
行
と
物
の
価
値
を
知
っ
た

女
が
高
い
お
金
を
払
っ
て
選
ぶ
品
。
確
か
に
均
整
が
と
れ
て
美
し

い
け
れ
ど
、
足
を
入
れ
た
女
を
幸
福
に
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
体

重
を
預
け
る
と
細
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
一
本
一
本
が
軋
み
を
上
げ
、

歩
く
ほ
ど
に
足
を
傷
つ
け
る
。
長
い
距
離
を
歩
く
に
つ
け
足
先
は

赤
く
腫
れ
て
熱
を
持
ち
、
耐
え
が
た
い
ほ
ど
痛
み
は
じ
め
る
。
翌

朝
、
残
さ
れ
た
靴
を
見
る
人
た
ち
が
、
彼
女
を
そ
ん
な
ふ
う
に

見
れ
ば
い
い
と
思
っ
た
。
お
よ
そ
日
常
向
き
で
は
な
い
靴
で
毎
日

を
歩
き
切
ろ
う
と
し
て
傷
つ
い
た
女
。
一
度
足
を
踏
み
入
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
を
、
簡
単
に
脱
ぎ
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
自
由
に
な
る
た
め
に
は
靴
だ
け
で
は
な
く
重
く
引
き
ず
っ
た

生
そ
の
も
の
を
一
度
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
覚
悟
が
必

要
だ
っ
た
。

「
足
を
冷
や
す
つ
も
り
で
い
た
け
ど
、
本
音
は
ど
う
な
っ
て
も
い

い
と
も
思
っ
て
い
た
わ
。流
さ
れ
た
と
き
は
、も
う
だ
め
だ
と
思
っ

た
け
れ
ど......

気
が
つ
い
た
ら
、
結
局
岸
に
た
ど
り
つ
い
て
い
た

の
」溺

れ
か
け
な
が
ら
、
偶
然
引
っ
か
か
っ
た
岩
に
し
が
み
つ
き
、

陸
地
に
這
い
上
が
っ
た
。激
し
く
咳
き
込
み
、よ
う
や
く
我
に
返
っ

た
と
き
、
も
う
夜
は
明
け
か
け
て
い
た
。
あ
ち
こ
ち
打
ち
付
け
た

身
体
は
痛
ん
だ
け
れ
ど
、
心
は
穏
や
か
だ
っ
た
。
生
き
残
っ
た
彼

女
は
、
小
気
味
い
い
ほ
ど
手
ぶ
ら
だ
っ
た
。
彼
女
を
傷
つ
け
続
け

た
日
常
を
切
り
捨
て
て
、
ま
る
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
に
、
見

た
こ
と
も
な
い
街
に
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

「
え
ら
く
複
雑
な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
ん
だ
な
」

そ
し
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
不
器
用
な
ん
だ
、
き
っ
と
。

男
は
同
情
す
る
よ
う
な
、
呆
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
呟
い
た
。
棚

一
杯
に
色
と
り
ど
り
の
石
鹸
が
並
ぶ
と
こ
ろ
な
ど
想
像
も
つ
か
な

い
。
煌
び
や
か
な
靴
が
息
詰
ま
る
ほ
ど
並
ん
だ
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド

ウ
の
こ
と
も
、女
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
の
手
間
と
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
、

た
だ
一
つ
相
応
し
い
も
の
を
選
び
出
す
の
か
を
。
自
分
な
ら
ど
う

す
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
目
に
付
い
た
も
の
を
直
感
で
選
び
取
り
、

適
当
な
と
こ
ろ
で
い
な
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
訝
る
気

持
ち
が
湧
い
て
出
る
。

そ
れ
で
も
、
自
分
が
何
の
た
め
に
走
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
れ

ば
、
彼
女
が
何
を
捨
て
て
き
た
の
か
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
瞬
の
、
爆
発
的
な
逃
走
と
、
毎
日
長
い
距
離
を
逃
走
し
つ
づ
け

る
こ
と
。
ど
ち
ら
も
、
日
常
と
い
う
檻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
な
い
た

め
の
、
必
死
な
抵
抗
に
は
違
い
な
い
。

男
は
女
を
哀
れ
に
思
う
。も
つ
れ
た
髪
を
解
い
て
や
り
た
い
が
、

備
え
付
け
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
櫛
で
は
、
女
の
長
い
髪
に
は
到

底
歯
が
立
た
な
い
。
温
い
バ
ス
タ
ブ
の
中
で
、
長
い
時
間
を
か
け

て
丁
寧
に
指
で
解
き
ほ
ぐ
す
。
そ
の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。
小
さ

な
水
音
が
響
く
中
、
見
知
ら
ぬ
ど
う
し
の
警
戒
を
解
く
に
は
、
こ

ん
な
ふ
う
に
穏
や
か
に
過
ご
す
時
間
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
。

「
あ
な
た
は
自
由
ね
」

「
多
分
、
見
た
目
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
」

「
ど
う
し
て
、
わ
た
し
を
拾
っ
た
の
」

「
さ
あ...

そ
こ
に
い
た
か
ら
か
な
」

曖
昧
に
ご
ま
か
し
な
が
ら
、
男
は
さ
っ
き
浴
室
の
準
備
を
整
え

て
い
た
と
き
の
、
安
ら
か
な
感
情
を
思
い
出
す
。
自
分
の
手
の
中

drifter               　
　
　
　
　
　
　
　

茶
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が
空
虚
で
は
な
い
と
い
う
感
触
に
、
心
が
水
を
帯
び
る
よ
う
な
、

潤
や
か
な
高
ま
り
を
覚
え
た
。
女
が
捨
て
る
こ
と
を
必
要
と
し
た

よ
う
に
、
男
に
は
、
き
っ
と
今
、
拾
う
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
。

「
あ
な
た
み
た
い
な
人
に
は
、
わ
た
し
は
足
手
纏
い
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」

「
ど
う
か
な
」

男
は
穏
や
か
に
答
え
る
。
完
璧
な
豊
か
さ
が
な
い
の
と
同
じ
こ

と
で
、
ど
こ
へ
行
っ
た
っ
て
、
完
璧
な
自
由
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。

自
分
の
中
に
、
そ
れ
を
事
実
と
し
て
受
け
入
れ
る
く
ら
い
の
広
さ

は
あ
る
と
思
い
た
か
っ
た
。男
は
女
に
キ
ス
を
し
、そ
の
ま
ま
ベ
ッ

ド
へ
運
ぶ
。
お
互
い
に
慰
め
が
必
要
だ
か
ら
、
湿
っ
た
肌
に
手
を

這
わ
せ
、そ
の
ま
ま
優
し
く
と
ろ
け
る
よ
う
な
セ
ッ
ク
ス
を
す
る
。

互
い
に
ひ
と
時
、
満
た
さ
れ
た
気
が
す
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
到
達

点
で
は
な
く
、
長
い
長
い
成
り
行
き
の
始
発
点
に
す
ぎ
な
い
。

翌
朝
、
男
が
吸
う
煙
草
の
け
む
り
に
、
女
は
ゆ
っ
く
り
と
ま
ぶ

た
を
開
く
。
身
体
を
起
こ
し
、
昨
夜
の
汗
を
吸
っ
て
重
く
な
っ
た

シ
ー
ツ
を
引
き
寄
せ
て
微
笑
む
。頬
の
肌
は
乾
い
て
う
す
ら
白
く
、

鼻
の
ま
わ
り
に
薄
い
雀
斑
が
浮
い
て
い
る
。

お
は
よ
う
、
と
寝
起
き
の
声
で
女
が
囁
く
。
乱
れ
た
髪
が
光
の

中
で
透
き
通
る
。
あ
の
髪
を
昨
夜
俺
が
洗
っ
て
や
っ
た
ん
だ
、
そ

う
思
う
と
急
に
女
が
い
と
お
し
く
な
っ
た
。

「
朝
食
を
食
べ
よ
う
。
一
緒
に
来
る
か
、
そ
れ
と
も
、
買
っ
て
来

よ
う
か
」

「
行
く
わ
」

彼
女
は
起
き
あ
が
り
、
男
の
T
シ
ャ
ツ
と
ジ
ー
ン
ズ
を
と
り
あ

え
ず
身
に
つ
け
る
。
女
の
支
度
を
待
つ
、
手
持
ち
無
沙
汰
な
時
間

が
男
に
は
物
珍
し
い
。人
を
待
つ
必
要
な
ど
な
い
気
楽
な
日
々
を
、

自
分
が
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
静
か
な

驚
き
が
あ
る
。

「
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
。
忘
れ
物
は
」

な
い
、
と
女
は
言
う
。
昨
夜
着
て
い
た
薄
い
ド
レ
ス
が
汚
れ
た

ま
ま
椅
子
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ふ
た
り
と
も
敢
え
て
そ
の
こ

と
は
口
に
し
な
い
。
街
に
出
た
ら
服
も
買
お
う
、
そ
う
言
い
な
が

ら
男
は
後
ろ
手
に
ド
ア
を
閉
め
る
。
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
が
が
ち
ゃ
り

と
降
り
る
音
に
背
筋
が
す
く
む
。
も
う
戻
る
道
は
な
い
。
そ
の
事

実
は
一
瞬
恐
ろ
し
い
ほ
ど
絶
対
的
な
動
揺
と
し
て
、
男
の
心
に
強

烈
に
残
像
を
残
す
。

男
は
女
に
朝
食
と
衣
服
と
靴
を
買
い
え
、
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
席

に
座
ら
せ
る
。
長
い
旅
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
り
、
そ
の
さ

き
女
が
彼
に
大
切
に
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
砂
漠
の
サ

ボ
テ
ン
の
よ
う
に
延
々
と
続
く
苛
酷
さ
に
晒
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ

は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。

自
分
を
そ
ん
な
境
遇
に
置
く
こ
と
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
心
地

良
い
だ
ろ
う
。

わ
た
し
は
無
い
物
ね
だ
り
と
知
り
な
が
ら
そ
の
空
想
に
し
が
み

つ
く
。
全
て
の
履
歴
を
捨
て
て
、
ま
っ
た
く
の
無
垢
な
女
と
し
て

生
き
直
す
。
そ
ん
な
機
会
は
そ
う
滅
多
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
以
上
の
お
膳
立
て
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
?

寝
台
の
上
、
平
衡
感
覚
は
戻
っ
て
こ
な
い
。
昼
間
の
狂
騒
が
不

快
な
残
響
の
よ
う
に
身
体
の
中
に
残
っ
て
い
る
。
あ
の
多
忙
、
命

令
、
身
勝
手
、
嘘
、
見
栄
、
威
圧
、
譲
歩
、
お
世
辞
で
首
を
締
め

る
よ
う
な
残
酷
な
駆
け
引
き
。
こ
の
ま
ま
わ
た
し
の
心
が
こ
わ
れ

て
も
、
そ
れ
も
結
局
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
う
。

馬
鹿
馬
鹿
し
い
、
全
く
。

何
も
か
も
が
鬱
陶
し
い
。
義
務
と
責
任
に
ま
み
れ
た
キ
ャ
リ
ア

も
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
一
杯
の
洋
服
も
、
携
帯
の
デ
ー
タ
も
、
多
す

ぎ
る
靴
も
。
す
べ
て
自
分
を
充
た
す
た
め
に
、
わ
た
し
自
身
が
、

一
つ
ず
つ
眼
に
適
う
も
の
を
選
び
取
っ
て
き
た
は
ず
な
の
に
。
今

と
な
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
は
裏
返
し
に
し
て
ぶ
ち
ま
け
た

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
よ
う
で
、
一
歩
引
い
て
見
る
と
個
々
の
断
片

は
そ
ら
ぞ
ら
し
い
ほ
ど
無
価
値
に
見
え
る
。

そ
れ
よ
り
も
今
は
想
像
の
ほ
う
が
真
実
。
わ
た
し
は
水
の
揺
ら

ぎ
に
身
を
任
せ
、
い
っ
そ
こ
の
ま
ま
、
と
思
う
。
こ
の
ま
ま
夜
が

明
け
な
け
れ
ば
い
い
。
押
し
寄
せ
る
イ
メ
ー
ジ
に
さ
ら
わ
れ
て
、

帰
っ
て
来
ら
れ
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。
何
も
か
も
失
っ
て
し
ま

え
ば
い
い
と
、
わ
た
し
は
一
瞬
、
本
気
で
そ
う
思
い
か
け
る
。

と
す
り
。

何
か
の
落
下
音
が
意
識
に
響
い
た
。
小
さ
く
柔
ら
か
な
そ
の
音

は
、
響
き
が
止
ん
だ
あ
と
も
耳
の
中
に
残
っ
て
い
た
。
減
衰
し
て

消
え
る
ど
こ
ろ
か
、
浮
遊
す
る
意
識
の
中
で
、
次
第
に
じ
わ
じ
わ

と
存
在
感
を
増
し
て
い
く
。
深
い
水
底
に
よ
う
や
く
届
い
た
錨
の

よ
う
に
、遠
く
隔
て
ら
れ
た
場
所
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
手
応
え
が
、

波
に
抗
う
足
掛
か
り
を
見
つ
け
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

無
軌
道
に
荒
れ
狂
っ
て
い
た
寝
台
は
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
揺
れ

を
お
さ
め
て
い
く
。
揺
れ
が
小
さ
く
な
り
、
青
臭
い
水
が
引
い
て

い
く
。
乾
い
た
道
路
の
上
を
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
後
姿

が
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
が
見
え
る
。
わ
た

し
は
行
か
な
い
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
。

わ
た
し
は
眼
を
閉
じ
た
ま
ま
、
も
う
ひ
と
り
の
わ
た
し
に
別
れ

を
告
げ
る
。
逃
げ
る
な
ら
逃
げ
な
さ
い
、
ど
こ
へ
で
も
、
そ
し
て

長
い
旅
の
果
て
に
何
を
見
つ
け
た
か
、
何
も
な
か
っ
た
の
か
、
い

つ
か
わ
た
し
に
も
教
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
。

砂
埃
と
車
の
影
が
徐
々
に
彩
度
を
失
い
、地
平
線
に
消
え
る
頃
、

肌
に
暖
か
な
感
触
が
戻
っ
て
く
る
。
わ
た
し
は
、
自
分
が
助
か
っ

た
事
を
知
る
。

う
っ
す
ら
と
瞼
を
開
け
る
と
、
窓
の
外
に
は
霧
が
か
か
っ
て
い

た
。
ぼ
ん
や
り
と
し
た
薄
闇
の
中
に
目
を
凝
ら
す
と
、
ア
ル
ミ
の

窓
枠
の
上
に
猫
が
い
た
。り
ん
と
涼
や
か
な
姿
勢
の
黒
猫
が
、黙
っ

て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。
さ
っ
き
の
「
と
す
り
」
は
、
こ
の
猫
が

窓
枠
に
降
り
立
っ
た
音
に
違
い
な
い
。

わ
た
し
は
し
ば
ら
く
呆
け
た
よ
う
に
そ
の
影
を
見
て
い
る
。
見

た
こ
と
の
な
い
猫
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
夜
を
救
っ
て
く
れ

た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
そ
う
っ
と
起
き
あ
が
り
、
サ
ッ
シ
を
開

け
る
。
猫
は
こ
ち
ら
を
見
つ
め
た
ま
ま
逃
げ
も
し
な
い
。
お
い
で
、

と
囁
く
と
、
か
ら
だ
を
し
な
ら
せ
て
部
屋
に
滑
り
込
ん
で
き
た
。

と
す
り
、
寝
台
の
上
に
優
し
い
重
み
が
降
り
て
く
る
。
互
い
に

遠
慮
が
ち
に
見
つ
め
合
っ
た
後
で
、
猫
は
不
意
に
緊
張
を
解
き
、

そ
の
ま
ま
羽
根
布
団
の
上
で
丸
く
な
っ
た
。わ
た
し
も
窓
を
閉
め
、

同
じ
よ
う
に
身
体
を
丸
め
て
み
る
。

も
う
寝
台
は
揺
れ
て
い
な
い
。
あ
と
に
残
る
の
は
柔
ら
か
な

身
体
が
呼
吸
す
る
リ
ズ
ム
だ
け
。
わ
け
も
な
く
涙
が
滲
み
そ
う
に

な
っ
て
、
ぎ
ゅ
っ
と
眼
を
閉
じ
る
。
明
日
の
朝
に
な
っ
た
ら
、
自

分
を
救
っ
て
く
れ
た
小
さ
な
存
在
に
感
謝
し
よ
う
。
何
も
し
て
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
せ
め
て
あ
の
男
が
し
て
く
れ
た

よ
う
に
、
一
皿
の
ミ
ル
ク
で
さ
さ
や
か
な
朝
食
を
。
わ
た
し
は
今

夜
は
じ
め
て
、
明
日
を
す
す
ん
で
迎
え
る
気
分
に
な
る
。
同
時
に

眠
り
が
瞼
の
奥
の
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
て
、
よ
う
や
く
全

て
が
、
穏
や
か
に
な
る
。

了
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薄
暗
い
穴
ぐ
ら
か
ら
這
い
出
し
て
、
寝
ぼ
け
眼
を
こ
す
り
な
が

ら
、
広
広
と
し
た
砂
浜
に
立
っ
て 

い
る
。

椰
子
の
葉
が
屋
根
の
上
に
、
灼
け
た
肌
に
影
を
落
と
し
て
優
し

く
揺
れ
る
。

き
み
は
大
き
な
腕
を
振
り
上
げ
て
、
い
つ
も
の
う
し
ろ
姿
で
、

泡
立
つ
波
に
、
色
鮮
や
か
な
貝
を 

ひ
と
つ
投
げ
込
ん
だ
。
穏
や

か
な
波
紋
。
魚
た
ち
の
跳
ね
る
音
。
僕
ら
は
立
っ
て
い
た
、
寄
せ

て
は 

返
す
波
を
見
な
が
ら
、
波
の
彼
方
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
真
っ

白
な
月
が
、
中
天
で
ほ
ん
の
り
黄
色
く
染
ま
る
ま
で
。

巻
貝
は
そ
の
ま
ま
、
ど
こ
ま
で
流
れ
て
い
っ
た
の
か...

 

あ
の
日
の
浜
辺
の
波
音
を
、
閉
じ
込
め
て
。

　
　
　

******************************

サ
ン
・
マ
ン
ド
ニ
島
は
、
海
の
ど
真
ん
中
の
、
̶
－
飛
行
場
も

船
着
場
も
無
い
、
観
光
客
と
は
無
縁
の
、
隔
離
さ
れ
た
場
所
だ
っ

た
。人

の
行
き
来
な
ど
無
い
に
等
し
く
、
島
の
人
口
は
、
も
う
何
十

年
と
、
増
え
も
し
な
け
れ
ば
減
り
も
し
な
い
。
何
十
世
代
も
前
か

ら
住
ん
で
い
る
人
々
が
、
家
系
を
手
繰
れ
ば
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て

い
る
親
戚
た
ち
と
の
婚
姻
を
繰
り
返
し
、
血
筋
を
守
り
つ
づ
け
て

い
た
。

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
は
辛
う
じ
て
在
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
こ
の
島

で
最
も
新
し
い
、
時
代
の
贈
り
物
だ
。

だ
が
、
テ
レ
ビ
は
白
黒
だ
っ
た
し
、
ラ
ジ
オ
は
遥
か
波
を
越
え

て
本
島
か
ら
届
く
、
国
営
放
送
し
か
入
ら
な
い
（
そ
れ
だ
っ
て
雑

音
混
じ
り
だ
）。

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る
の
は
、
聞
い
た
こ
と
も
な
い
不
思
議

な
音
楽
と
、
見
た
こ
と
も
な
い
都
会
の
ざ
わ
め
き
。
そ
し
て
、
年

寄
り
た
ち
が
「
征
服
者
た
ち
の
言
葉
」
と
呼
ぶ
、
白
人
た
ち
の
言

葉―
―

英
語―

―

で
、
ま
く
し
た
て
る
よ
う
に
語
ら
れ
る
、
国
内

の
ニ
ュ
ー
ス
と
世
界
各
国
の
情
勢
。

年
寄
り
た
ち
は
、
変
化
を
極
端
に
恐
れ
て
い
た
。
新
し
い
言
葉

は
理
解
し
よ
う
と
せ
ず
、
昔
な
が
ら
の
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
島
の

地
元
言
葉
だ
け
で
喋
り
、
シ
ャ
ツ
や
サ
ン
ダ
ル
は
身
に
つ
け
た
が

ら
な
い
。
征
服
者
た
ち
が
名
づ
け
た
「
サ
ン
・
マ
ン
ド
ニ
」
と
い

う
島
の
名
前
は
禁
句
の
よ
う
な
も
の
で
、彼
ら
は
昔
な
が
ら
に「
ヨ

ロ
モ
コ
」
と
呼
び
つ
づ
け
た
。

そ
れ
で
も
緩
や
か
に
島
を
飲
み
込
ん
で
、
時
代
は
確
実
に
流
れ

て
い
た
。

か
た
く
な
に
「
伝
統
」
を
守
り
つ
づ
け
た
老
人
た
ち
が
、
一
人

減
り
、
二
人
減
り
、
い
つ
か
皆
消
え
て
し
ま
う
日
は
、
や
っ
て
来

る
。
い
つ
だ
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、そ
う
遠
く
は
な
い
未
来
、

島
が
が
ら
り
と
変
貌
す
る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
と
、...
誰
も
が
予

感
し
て
い
た
。

島
に
は
異
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
設
立
し
て
い
っ
た
学
校

が
あ
り
、
子
供
た
ち
は
皆
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
は
、
英
語
を
習
っ
た
。

英
語
の
成
績
が
良
い
子
は
、
本
島
の
観
光
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
し

て
稼
げ
る
。
英
語
が
分
か
れ
ば
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る
早
口

の
ニ
ュ
ー
ス
が
理
解
で
き
る
。
都
会
に
出
た
い
子
た
ち
は
、
目
を

き
ら
き
ら
輝
か
せ
て
、
真
剣
な
表
情
で
頑
張
っ
て
い
た
。

地
理
も
や
っ
た
。
世
界
は
丸
く
、
こ
の
島
は
、
太
平
洋
と
い
う

大
き
な
海
の
ど
こ
か
に
あ
る
ら
し
か
っ
た
。
年
寄
り
た
ち
の
話
で

は
、
こ
の
島
は
世
界
の
中
心
に
あ
っ
て
、
海
は
平
ら
で
、
船
を
出

し
て
あ
ま
り
遠
く
に
行
き
過
ぎ
る
と
、
奈
落
に
落
っ
こ
ち
て
し
ま

う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
。

数
学
は
嫌
い
だ
っ
た
。
出
来
な
い
と
お
金
の
計
算
が
出
来
な
い

か
ら
困
る
と
先
生
に
叱
ら
れ
た
が
、
島
で
は
お
金
な
ん
て
ほ
と
ん

ど
使
わ
れ
な
か
っ
た
。

買
い
物
は
、
ほ
と
ん
ど
物
々
交
換
で
済
ま
す
。
夕
飯
の
魚
を
買

う
と
き
に
、
タ
ロ
イ
モ
や
イ
ノ
コ
の
実
を
引
き
換
え
に
す
る
。
必

要
な
の
は
テ
ィ
ム
の
店
に
行
く
と
き
く
ら
い
だ
。
テ
ィ
ム
は
本
島

か
ら
来
た
人
で
、
島
で
唯
一
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
修
理
が
出
来

る
人
だ
っ
た
。

修
理
に
は
金
色
の
コ
イ
ン
2
枚
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ど
の

く
ら
い
の
価
値
か
な
ん
て
、
誰
も
知
ら
な
い
。
い
ざ
修
理
に
行
く

と
き
に
は
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
、
天
井
に
吊
る
し
て
あ
る
籠
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
、
い
つ
か
ら
家
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
ど
こ
か

ら
持
っ
て
き
た
の
か
誰
も
知
ら
な
い
よ
う
な
錆
び
た
コ
イ
ン
を
何

と
か
探
し
出
す
の
だ
。

コ
イ
ン
の
裏
に
は
、
髭
の
な
い
、
つ
る
ん
と
し
た
聖
マ
ン
ド
ニ

の
横
顔
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

ず
し
り
と
重
い
コ
イ
ン
に
隠
さ
れ
た
価
値
な
ん
て
、
大
人
た
ち

は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
学
校
で
習
わ
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

あ
れ
は
、
ス
ラ
ジ
ャ
ワ
の
教
会
で
、
姉
さ
ん
と
、
隣
町
の
人
が

結
婚
し
た
夏
の
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。

大
人
た
ち
は
全
員
酔
っ
払
っ
て
騒
い
で
い
た
。
子
供
は
皆
、
ご

馳
走
の
お
こ
ぼ
れ
に
あ
ず
か
っ
た
だ
け
で
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
寝
床
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
大
人
し
く
寝
入
っ
た
子
な

ん
て
い
な
か
っ
た
。
皆
、
広
場
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
お
祝
い
の
賑

や
か
な
音
楽
に
ど
き
ど
き
し
て
、
寝
付
か
れ
な
か
っ
た
。

島
で
取
れ
る
竹
で
作
っ
た
楽
器
が
、
弾
む
よ
う
な
曲
を
奏
で
て

い
た
。
姉
さ
ん
は
綺
麗
だ
っ
た
な
、髪
に
白
い
花
を
飾
っ
て
い
た
。

 

そ
ん
な
夜
に
、
そ
っ
と
寝
床
を
抜
け
出
し
て
、
ベ
ッ
ド
の
下
に

隠
し
て
あ
っ
た
壷
を
持
ち
出
し
た
。
壷
の
中
に
は
金
色
の
コ
イ
ン

が
5
つ
、
6
つ
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
う
ち
に
、
溜
め
込
ん
で

あ
っ
た
。

僕
ら
は
知
っ
て
い
た
。

そ
の
コ
イ
ン
に
描
か
れ
た
サ
ン
・
マ
ン
ド
ニ
が
、
こ
の
島
の
征

服
者
で
、布
教
者
だ
と
い
う
こ
と
。
何
百
年
も
昔
、こ
の
島
に
や
っ

て
き
た
サ
ン
ド
ニ
は
、
教
会
を
建
て
る
土
地
を
買
う
た
め
に
、
島

の
人
た
ち
に
純
金
で
出
来
た
コ
イ
ン
を
支
払
っ
た
。
多
分
誰
も
、

そ
の
価
値
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
キ
レ
イ
で
珍
し
い

と
い
う
だ
け
思
っ
て
、
仕
舞
い
込
ん
だ
。

本
島
に
持
っ
て
い
け
ば
、
コ
イ
ン
ひ
と
つ
で
、
頭
の
先
か
ら
つ

ま
先
ま
で
着
飾
っ
て
、
た
ら
ふ
く
食
べ
ら
れ
る
ほ
ど
の
価
値
が
あ

る
と
い
う
話
だ
っ
た
。
(
だ
か
ら
テ
ィ
ム
は
、
何
も
知
ら
な
い
島

の
人
た
ち
か
ら
ぼ
っ
た
く
っ
て
い
た
と
わ
け
だ
)

そ
の
計
画
は
、
誰
に
も
知
ら
れ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
気
づ
い

た
と
こ
ろ
で
、
大
人
は
誰
一
人
、
理
解
し
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

僕
は
コ
イ
ン
を
大
切
に
袋
に
し
ま
い
こ
ん
で
、
小
さ
な
手
荷
物

ひ
と
つ
だ
け
纏
め
て
、
夜
に
紛
れ
て
外
に
出
た
。
お
祭
り
騒
ぎ
か

ら
離
れ
た
椰
子
の
木
陰
に
、
同
じ
よ
う
に
抜
け
出
し
て
き
た
、
同

じ
年
頃
の
子
が
数
人
、
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
た
。

一
人
が
沖
の
入
り
江
を
指
さ
し
た
。
そ
こ
に
は
、
人
数
分
の
カ

ヌ
ー
が
あ
る
。
波
の
穏
や
か
な
夜
だ
。
流
れ
に
乗
っ
て
い
け
ば
、

夜
が
明
け
る
前
に
本
島
ま
で
辿
り
着
け
る
だ
ろ
う
。

カ
ヌ
ー
は
、
静
か
に
海
へ
滑
り
出
し
た
。

冷
た
い
夜
風
に
悴
む
手
を
摩
り
、
身
を
寄
せ
合
っ
て
波
に
揺
ら

れ
な
が
ら
、
僕
ら
は
熱
く
語
り
合
っ
た
。
教
科
書
の
挿
絵
で
し
か

見
た
こ
と
の
な
い
、
飛
行
機
や
自
動
車
と
い
う
も
の
が
見
た
い
。

そ
ん
な
も
の
が
、
本
当
に
こ
の
世
に
存
在
す
る
の
な
ら
。
そ
れ
か

ら
、
い
つ
だ
っ
た
か
、
長
老
の
家
の
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
よ
う
な
、

流
行
り
の
ポ
ッ
プ
ソ
ン
グ
を
歌
う
美
し
い
人
た
ち
が
見
た
い
。
ラ

イ
オ
ン
や
キ
リ
ン
、
ゾ
ウ
な
ど
、
も
は
や
伝
説
の
獣
に
も
等
し
い

巨
大
な
生
き
物
が
い
る
と
い
う
、
動
物
園
に
も
行
っ
て
み
た
い
。

そ
う
だ
、
動
物
園
は
い
い
。
真
っ
先
に
動
物
園
に
行
こ
う
じ
ゃ
な

い
か
…
…
。

ほ
ん
の
少
し
冒
険
し
て
、
本
島
の
景
色
な
ん
か
見
て
、
戻
る
つ

も
り
だ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
。

そ
れ
か
ら
時
が
流
れ
、
少
年
た
ち
は
、
い
つ
し
か
年
を
重
ね
た
。

幾
人
か
は
島
を
出
て
、
見
知
ら
ぬ
都
会
で
働
き
出
し
た
。
僕
も

そ
の
一
人
だ
。
ほ
ん
の
数
日
滞
在
し
た
本
島
の
喧
騒
に
魅
せ
ら
れ

て
、
旅
か
ら
戻
っ
て
も
落
ち
着
か
ず
、
結
局
、
学
校
卒
業
と
同
時

に
家
を
飛
び
出
し
た
。

そ
う
し
て
、
ど
う
に
か
こ
う
に
か
職
を
見
つ
け
、
薄
汚
れ
た
町

の
片
隅
に
住
み
、
一
人
で
今
日
ま
で
生
き
て
き
た
。

か
つ
て
憧
れ
に
輝
か
せ
た
目
に
は
曇
り
が
浮
か
び
、
澄
ん
だ
空

気
に
馴
れ
た
肺
に
、
近
代
文
明
の
生
み
出
し
た
煤
や
塵
が
こ
び
り

つ
く
。

一
度
だ
け
、
町
へ
姉
さ
ん
が
逢
い
に
来
た
。
ず
い
ぶ
ん
大
き
く

な
っ
た
息
子
に
、
カ
ヌ
ー
を
漕
が
せ
て
い
た
。

 

都
会
に
出
た
ま
ま
戻
ら
な
い
僕
の
こ
と
を
、
家
族
や
親
戚
は
、

も
う
死
ん
だ
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
い
う
。

 

だ
け
ど
、こ
ち
ら
か
ら
す
れ
ば
、島
に
居
残
っ
て
い
る
人
々
こ
そ
、

も
う
、
死
ん
だ
も
同
然
な
の
だ
。

 

人
だ
け
で
は
な
い
。
島
そ
の
も
の
が
、死
に
瀕
し
て
喘
い
で
い
た
。

 

地
球
温
暖
化
と
い
う
や
つ
だ
。

 

海
水
面
が
上
昇
を
は
じ
め
、
島
は
沈
み
始
め
て
い
た
。
か
つ
て

カ
ヌ
ー
を
漕
ぎ
出
し
た
渚
は
、
と
っ
く
に
海
の
底
。
姉
さ
ん
が
結

婚
式
を
挙
げ
た
、
あ
の
ス
ラ
ジ
ャ
ワ
の
白
い
屋
根
の
教
会
は
、
半

分
も
海
水
に
浸
か
っ
て
、
傾
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
聖
マ
ン
ド
ニ

サ
ン
・
マ
ン
ド
ニ
の
白
い
砂　
　
　
　
　
　
　
　　

岡
沢
秋
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が
島
人
た
ち
か
ら
黄
金
で
買
い
取
っ
た
、
誰
の
も
の
で
も
な
い
土

地
は
、
今
、
海
に
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

島
に
い
た
人
た
ち
は
、
本
島
か
、
ど
こ
か
の
島
に
移
住
し
て
、

ち
り
ぢ
り
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
と
聞
く
。
海
の
上
に
散
ら
ば
っ
た

宝
石
を
元
通
り
掻
き
集
め
る
な
ん
て
、
神
様
で
も
な
け
れ
ば
、
出

来
は
し
な
い
。

 

か
つ
て
変
化
を
嫌
っ
て
い
た
年
寄
り
た
ち
の
生
き
残
り
は
、
そ

れ
で
も
、
消
え
行
く
大
地
に
留
ま
り
続
け
、
年
々
海
に
飲
み
込
ま

れ
て
い
く
土
地
の
最
後
の
切
れ
端
の
上
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
。

そ
ん
な
光
景
を
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
画
面
に
映
る
、
ニ
ュ
ー
ス

の
中
で
他
人
事
の
よ
う
に
見
て
い
た
。

幼
い
頃
を
過
ご
し
た
家
は
波
に
消
え
、
い
つ
か
戻
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
そ
の
場
所
は
、
今
は
も
う
、
海
の
一
部
だ
。

未
練
は
無
か
っ
た
。
僕
は
旅
路
に
果
て
る
の
だ
。
そ
し
て
、
島

か
ら
逃
げ
出
し
た
、
他
の
仲
間
た
ち
も
。

年
寄
り
た
ち
が
一
人
残
ら
ず
、
失
わ
れ
た
島
の
名
を
抱
い
て
エ

メ
ラ
ル
ド
ブ
ル
ー
の
波
に
沈
む
時...

、
波
の
砕
け
散
る
白
い
砂
浜

が
、
近
代
文
明
の
生
ん
だ
変
化
に
洗
い
流
さ
れ
る
時...

、
僕
ら
は

思
い
知
る
の
だ
ろ
う
。

す
べ
て
の
旅
の
終
わ
り
に
あ
る
も
の
は
、
死
と
消
滅
に
過
ぎ
な

い
こ
と
。

そ
し
て
、
世
界
は
果
て
し
な
く
、
こ
の
上
な
く
美
し
い
と
同
時

に
、
限
り
な
く
残
酷
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

了
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「
あ
の
、
こ
れ
…
…
」

言
い
な
が
ら
学
級
委
員
の
双
葉
さ
ん
が
プ
リ
ン
ト
用
紙
を
お
ず

お
ず
と
差
し
出
す
。
咄
嗟
に
手
を
伸
ば
し
た
ぼ
く
だ
が
、
首
筋
を

ぐ
い
と
引
っ
張
ら
れ
て
思
い
出
し
た
。
そ
う
だ
っ
た
。
ぼ
く
の
右

腕
は
骨
折
し
、
ギ
プ
ス
に
固
め
ら
れ
、
首
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
て

い
る
状
態
な
の
だ
。

左
手
で
受
け
取
っ
た
藁
半
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ク
の
文

字
。「
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
」。
ぼ
く
が
入
院
し
て
い
る
間
に
、
春

の
音
楽
会
の
課
題
曲
は
こ
れ
に
決
ま
っ
た
よ
う
だ
。

「
こ
れ
が
何
か
?
」

「
あ
の
、こ
の
歌
の
こ
と
だ
け
ど......

。あ
ま
り
気
に
し
な
い
で
ね
」

そ
う
言
い
残
し
、
双
葉
さ
ん
は
逃
げ
る
よ
う
に
そ
の
場
を
離
れ

る
。
だ
が
独
り
取
り
残
さ
れ
た
ぼ
く
に
は
何
の
こ
と
や
ら
わ
け
が

わ
か
ら
な
い
。

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
に
何
か
問
題
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

怪
訝
な
思
い
で
プ
リ
ン
ト
に
目
を
落
と
す
。

〝
あ
る
日
パ
パ
と
二
人
で
語
り
合
っ
た
さ
。
こ
の
世
に
生
き
る
喜

び
、
そ
し
て
悲
し
み
の
こ
と
を 

│
│
〞

合
唱
の
定
番
曲
だ
。
さ
し
て
目
新
し
さ
も
な
い
。

つ
ら
つ
ら
と
歌
詞
を
追
っ
て
い
く
。

〝
そ
の
朝
パ
パ
は
出
掛
け
た
、
遠
い
旅
路
へ
。
二
度
と
還
っ
て
こ

な
い
と
、
ラ
・
ラ
・
ラ
、
ぼ
く
に
も
わ
か
っ
た̶

̶

〞

あ
あ
な
る
ほ
ど
、そ
う
い
う
こ
と
か
。
よ
う
や
く
合
点
が
い
く
。

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
は
別
離
の
歌
だ
。
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
の
た

め
つ
い
忘
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
内
容
は
旅
立
ち
、
離
れ
ば
な
れ
に

な
っ
た
父
を
追
慕
す
る
悲
し
い
歌
だ
。
先
日
、
交
通
事
故
で
父
を

失
っ
た
ば
か
り
の
ぼ
く
に
は
つ
ら
か
ろ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

プ
リ
ン
ト
に
目
を
落
と
し
て
い
る
と
、
す
る
り
と
水
っ
ぱ
な
が

垂
れ
る
。
ど
う
も
朝
か
ら
具
合
が
悪
い
。
慌
て
て
プ
リ
ン
ト
を
小

脇
に
挟
み
、
片
手
で
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
取
り
出
し
不
器
用

に
洟
を
か
ん
だ
。
ど
う
や
ら
風
邪
を
ひ
い
た
よ
う
だ
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
わ
ざ
わ
ざ
「
気
に
す
る
な
」
と
忠
告

す
る
の
も
間
の
抜
け
た
話
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
れ
ば
余
計

に
気
に
な
る
し
、
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
ま
で
気
に
す
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
に
。

ぼ
く
は
半
ば
呆
れ
な
が
ら
、七
番
ま
で
あ
る
歌
詞
に
目
を
通
す
。

七
番
ま
で
と
い
う
と
長
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
大
体
が
単
調
な

繰
り
返
し
だ
。
簡
単
に
憶
え
ら
れ
て
、
簡
単
に
歌
え
る
。
そ
れ
故

に
子
供
向
け
の
合
唱
曲
と
し
て
適
切
な
の
だ
ろ
う
。

〝 

│
│
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
、
青
空
に
は
小
鳥
が
歌
い
、
グ
リ
ー

ン
グ
リ
ー
ン
、
丘
の
上
に
は
、
ラ
・
ラ
、
緑
が
萌
え
る
〞

 

う
ん
、双
葉
さ
ん
は
い
い
子
だ
。
真
面
目
で
優
し
く
て
、誰
に
だ
っ

て
親
切
だ
。
去
年
も
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
か
ら
、彼
女
の
優
し
さ
、

細
や
か
さ
が
取
っ
て
付
け
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
解
っ
て
い
る
。

で
も
ね
、
そ
う
い
う
人
は
、
と
き
ど
き
ち
ょ
っ
と
鬱
陶
し
い
。

と
こ
ろ
が
放
課
後
、
合
唱
の
練
習
で
体
育
館
に
集
ま
っ
て
み
る

と
、
や
た
ら
と
ぼ
く
の
方
を
ち
ら
ち
ら
盗
み
見
す
る
女
の
子
が
多

い
の
に
気
付
く
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
に
目
配
せ
し
て

は
小
声
で
囁
き
合
い
、
そ
し
て
こ
っ
そ
り
と
向
け
ら
れ
る
い
た
ま

し
げ
な
視
線 

│
│
。

何
も
双
葉
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
憐
れ
み

深
く
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
い
い
人
な
の
だ
。

だ
け
ど
そ
ん
な
優
し
さ
は
、
か
え
っ
て
ぼ
く
に
身
の
置
き
所
を

失
わ
さ
せ
る
。

も
ち
ろ
ん
ぼ
く
だ
っ
て
頭
で
は
解
っ
て
い
る
。
父
親
の
死
は
悲

し
む
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
し
、
そ
ん
な
境
遇
に
陥
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
を
気
の
毒
に
思
う
の
は
、
人
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

で
も
当
の
本
人
で
あ
る
ぼ
く
自
身
が
、
父
の
死
を
さ
ほ
ど
痛
手

と
思
っ
て
い
な
い
と
な
る
と
、
話
は
ま
た
変
わ
っ
て
く
る
。
父
が

死
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ぼ
く
の
何
か
が
失
わ
れ
た
よ
う
な
気
は

し
な
い
。
だ
か
ら
周
囲
の
真
っ
当
な
同
情
、
憐
憫
を
受
け
る
た
び

に
、
ぼ
く
は
自
分
の
薄
情
さ
を
思
い
知
り
、
後
ろ
め
た
さ
に
さ
い

な
ま
れ
る
。と
は
い
え
ぼ
く
は
父
を
憎
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

ま
し
て
や
父
の
死
を
願
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
ぼ
く
に
と
っ

て
父
は
、た
だ
ひ
た
す
ら
に
疎
遠
な
人
物
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。

先
に
練
習
に
き
て
い
た
ク
ラ
ス
が
演
壇
か
ら
降
り
、
続
い
て
ぼ

く
ら
の
ク
ラ
ス
が
壇
上
に
進
む
。
ぼ
く
が
入
院
し
て
い
る
間
に
何

度
か
練
習
し
た
よ
う
で
、
皆
、
ま
ご
ま
ご
す
る
こ
と
な
く
雛
壇
に

列
を
作
り
、
指
揮
者
が
台
上
に
上
る
。
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ

て
一
斉
に
お
辞
儀
を
し
、
指
揮
者
が
高
く
掲
げ
た
タ
ク
ト
に
視
線

が
集
中
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
は
配
布
さ
れ
た
歌
詞
カ
ー
ド
。

そ
れ
に
し
て
も
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
の
親
子
を
ぼ
く
に
な
ぞ
ら

え
る
と
い
う
の
も
皮
肉
な
話
だ
。
彼
ら
は
実
に
堅
密
な
関
係
を
築

い
て
お
り
、
そ
の
別
離 

│
│
そ
れ
が
離
婚
に
よ
る
も
の
か
、
あ

る
い
は
死
に
よ
っ
て
わ
か
た
れ
た
も
の
な
の
か
断
定
で
き
な
い
が 

│
│
で
す
ら
、
父
か
ら
子
へ
託
さ
れ
る
遺
産
と
し
て
、
少
年
の
心

に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。
理
想
的
と
い
え
ば
あ
ま
り
に
理
想

的
で
、少
々
暑
苦
し
い
く
ら
い
に
密
接
な
親
子
関
係
じ
ゃ
な
い
か
。

う
ち
と
は
ま
る
で
事
情
が
違
う
。

〝
あ
る
日
パ
パ
と
二
人
で
語
り
合
っ
た
さ
。
こ
の
世
に
生
き
る
喜

び
、
そ
し
て
悲
し
み
の
こ
と
を 

│
│
”

歌
い
出
す
五
年
三
組
。
定
番
の
曲
な
だ
け
に
、
ぼ
く
も
す
ぐ
に

つ
い
て
い
け
た
。
歌
詞
は
と
も
か
く
、
曲
自
体
は
何
度
も
耳
に
し

て
い
る
の
だ
。

〝 

│
│
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
、
青
空
に
は
小
鳥
が
歌
い
、
グ
リ
ー

ン
グ
リ
ー
ン
、
丘
の
上
に
は
ラ
・
ラ
、
緑
が
揺
れ
る 

│
│
〞

そ
も
そ
も
ぼ
く
に
は
父
親
と
の
思
い
出
が
あ
ま
り
な
い
。
ぼ
く

が
四
歳
の
と
き
か
ら
去
年
ま
で
単
身
赴
任
を
繰
り
返
し
て
い
た
せ

い
か
、
ぼ
く
は
父
の
顔
を
憶
え
る
の
に
苦
労
し
た
。
幼
い
頃
は
た

ま
に
ふ
ら
り
と
や
っ
て
く
る
「
見
知
ら
ぬ
お
じ
さ
ん
」
に
怯
え
て

泣
い
て
い
た
ほ
ど
だ
。

あ
る
程
度
年
端
が
行
き
、
長
距
離
電
話
の
向
こ
う
側
に
い
る
の

が
自
分
の
父
だ
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
そ

れ
は
「
よ
そ
よ
そ
し
い
誰
か
」
の
範
疇
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

昨
年
、
よ
う
や
く
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
、
ぼ
く
が
目
覚
め
る
前
に
出
勤
し
、
終
電
で
帰
宅
す
る
父
は
、

相
変
わ
ら
ず
疎
遠
な
間
柄
の
人
間
で
し
か
な
か
っ
た
。

〝
あ
る
朝
ぼ
く
は
目
覚
め
て
、
そ
し
て
知
っ
た
さ
。
こ
の
世
に
つ

ら
い
悲
し
い
こ
と
が
あ
る
っ
て
こ
と
を 

│
│
〞

そ
ん
な
父
が
、
あ
る
日
を
境
に
家
に
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
直

接
訊
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
人
員
整
理
の
対
象
に
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
ん
な
に
会
社
に
振
り
回
さ
れ
た
挙
げ
句
、
破

れ
た
靴
下
み
た
い
に
捨
て
ら
れ
た
の
で
は
さ
す
が
に
気
の
毒
と
い

う
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
だ
け
ど
そ
れ
だ
っ
て
余
所
余
所
し
い
他
人

事
の
感
情
で
、
本
心
を
い
え
ば
、
父
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
だ

か
妙
に
ぎ
こ
ち
な
い
、
家
の
空
気
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

〝 

│
│
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
、
青
空
に
は
雲
が
走
り
、
グ
リ
ー

ン
グ
リ
ー
ン
、
丘
の
上
に
は
ラ
・
ラ
、
緑
が
騒
ぐ
〞

だ
が
い
い
加
減
、
新
し
い
勤
め
口
を
見
つ
け
て
く
れ
な
い
か
と

思
い
始
め
た
あ
る
日
、
唐
突
に
ド
ラ
イ
ブ
に
誘
わ
れ
た
。
県
北
の

高
原
ま
で
の
日
帰
り
旅
行
だ
。

こ
の
小
旅
行
が
二
人
の
間
に
生
じ
た
隙
間
を
埋
め
合
わ
せ
る
た

め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に
解
っ
た
。車
中
、

父
は
ぎ
こ
ち
な
く
「
学
校
は
楽
し
い
か
」「
友
達
は
い
る
の
か
」

な
ど
と
、
手
探
り
で
会
話
の
取
り
掛
か
り
を
見
つ
け
よ
う
と
必
死

だ
っ
た
。
一
方
ぼ
く
は
と
い
え
ば
、
そ
の
退
屈
な
問
い
の
い
ち
い

ち
に
律
儀
一
辺
倒
で
答
え
て
い
た
も
の
だ
。

し
か
し
二
人
の
努
力
を
も
っ
て
し
て
も
会
話
が
弾
む
こ
と
は
一

向
に
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
く
ら
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
の

は
、
問
う
て
、
答
え
て
、
ま
た
問
う
て
、
の
繰
り
返
し
で
し
か
な

か
っ
た
か
ら
だ
。

互
い
の
足
下
に
ぶ
つ
切
れ
の
言
葉
が
散
乱
す
る
。

や
が
て
父
は
話
題
に
窮
し
、
ぼ
く
は
返
答
に
倦
み
果
て
た
。

じ
き
に
車
は
緑
深
い
山
間
地
帯
に
差
し
掛
か
る
。
ぼ
く
は
車
窓

の
景
色
に
心
を
奪
わ
れ
た
ふ
う
を
装
い
、
父
に
背
を
向
け
、
助
手

席
の
窓
に
身
を
乗
り
出
し
た
。
こ
う
し
て
い
れ
ば
、
む
や
み
に
話

し
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
し
、
沈
黙
を
意
識
せ
ず
に
済
む
か
ら

だ
。そ

れ
が
幸
い
し
た
の
だ
ろ
う
。

山
間
の
急
な
登
り
坂
。
片
側
一
車
線
の
道
路
は
幅
狭
で
、
大
き

く
右
へ
カ
ー
ブ
し
て
い
た
。
そ
の
坂
道
を
上
か
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で

下
っ
て
き
た
四
輪
駆
動
車
。
缶
ビ
ー
ル
片
手
の
大
学
生
が
運
転
す

る
そ
れ
は
慣
性
の
法
則
に
抗
し
き
れ
ず
、
大
き
く
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
を
は
み
出
し
て
、
対
向
車
線
に
い
た
ぼ
く
ら
の
方
へ
突
っ
込
ん

だ
。左

の
助
手
席
に
い
た
ぼ
く
は
右
腕
を
骨
折
し
、
頭
を
強
く
打
っ

て
数
日
間
、
意
識
が
と
ん
だ
。
右
の
運
転
席
に
い
た
父
は
直
撃
を

受
け
て
即
死
し
た
。
自
動
車
の
右
半
分
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
さ
れ
た

く
ら
い
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く
ひ
ど
い
有
り
様
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

だ
が
そ
れ
ら
全
て
の
成
り
行
き
を
知
っ
た
の
は
、
事
故
か
ら
一

週
間
も
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
ぼ
く
が
意
識
を
取
り
戻
し

た
と
き
、
す
で
に
葬
儀
は
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
し
て
今
、
ぼ
く
の

父
は
瀬
戸
物
の
骨
壺
に
収
ま
っ
て
、仏
壇
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
最
後
ま
で
、
父
の
存
在
は
ぼ
く
に
と
っ
て
他
人
事
だ
っ
た

と
い
う
わ
け
だ
。

ふ
と
気
付
け
ば
辺
り
が
ざ
わ
め
き
を
取
り
戻
し
て
い
た
。
知
ら

な
い
間
に
ひ
と
く
さ
り
歌
い
終
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
何
や
ら
先

生
が
注
意
し
て
い
る
。
も
っ
と
声
を
大
き
く
。
背
筋
を
伸
ば
し
て
。

「
あ
と
、
歌
っ
て
な
い
子
も
い
る
よ
。
恥
ず
か
し
く
て
も
ち
ゃ
ん

と
声
を
出
し
て
ね
」

言
い
な
が
ら
壇
上
を
見
渡
す
先
生
の
視
線
が
ぼ
く
を
捉
え
た
。

思
わ
ず
う
つ
む
く
。
確
か
に
ぼ
く
は
考
え
事
を
し
て
い
て
、
い
つ

し
か
歌
う
の
を
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
責
め
て
い
る
の

か
と
思
い
き
や
、
再
び
視
線
を
上
げ
て
み
る
と
、
今
度
は
先
生
の

方
が
、
ば
つ
の
悪
そ
う
な
表
情
で
視
線
を
逸
ら
す
。

あ
あ
な
る
ほ
ど
。
先
生
も
お
人
好
し
の
部
類
な
の
だ
。
つ
ら
い

み
ん
な
の
う
た　
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思
い
を
喚
起
さ
れ
、
思
わ
ず
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
と
、
そ
ん

な
ふ
う
に
勘
違
い
を
し
て
い
る
の
だ
。

「
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
も
う
一
回
い
く
よ
。
今
度
は
最
後
の
礼
ま
で
や

る
か
ら
ね
」

言
い
置
い
て
、
そ
そ
く
さ
と
ピ
ア
ノ
に
戻
る
先
生
。

再
び
伴
奏
に
合
わ
せ
て
歌
い
出
す
五
年
三
組
。
で
も
も
う
ぼ
く

は
合
唱
な
ど
に
身
が
入
ら
な
い
。周
り
が
気
を
遣
え
ば
使
う
ほ
ど
、

ぼ
く
は
彼
我
の
温
度
差
を
意
識
し
、
そ
の
差
が
ま
す
ま
す
自
分
を

責
め
る
。
実
際
、
ぼ
く
は
父
の
死
を
知
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

努
め
て
悲
し
み
を
掻
き
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
縁

薄
い
父
で
あ
っ
て
も
、
肉
親
の
死
に
動
揺
す
る
こ
と
も
な
い
自
分

の
薄
情
さ
を
認
め
る
の
が
嫌
だ
っ
た
の
だ
。

で
も
今
は
無
理
だ
。
父
と
い
う
個
人
の
一
生
を
思
え
ば
同
情
も

す
る
し
、
気
の
毒
だ
と
も
思
う
。
だ
が
ぼ
く
と
い
う
個
人
の
身
に

降
り
か
か
っ
た
悲
劇
だ
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
の
だ
。

う
つ
む
き
、
歌
詞
カ
ー
ド
に
目
を
落
と
し
、
こ
の
居
心
地
の
悪

い
時
間
が
一
刻
も
早
く
過
ぎ
去
る
こ
と
を
祈
る
。
し
か
し
ず
っ
と

下
を
向
い
て
い
る
と
、
鼻
水
が
垂
れ
て
仕
方
な
い
。
朝
か
ら
ず
っ

と
こ
の
調
子
だ
が
、
放
課
後
に
な
っ
て
か
ら
ま
す
ま
す
ひ
ど
く

な
っ
て
き
た
。

反
射
的
に
鼻
水
を
啜
る
と
、
隣
の
女
の
子
が
び
く
っ
と
し
た
。

何
か
と
訝
し
ん
だ
が
す
ぐ
に
悟
る
。
こ
の
子
は
ぼ
く
が
泣
い
て
い

る
と
誤
解
し
て
い
る
の
だ
。

洟
を
啜
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
ぼ
く
は
更
に
深
く
顔
を
う
つ

む
け
、
鼻
水
が
垂
れ
る
に
任
せ
た
。
鼻
水
が
落
ち
た
と
こ
ろ
の
藁

半
紙
が
黒
く
湿
っ
た
斑
点
に
な
る
。

の
み
な
ら
ず
、
今
、
な
ぜ
だ
か
睫
毛
が
重
く
な
る
。
ひ
ど
く
眼

球
が
熱
い
。

ぽ
ろ
り
と
こ
ぼ
れ
た
涙
が
藁
半
紙
に
吸
い
取
ら
れ
る
。
い
っ
た

い
こ
れ
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
ろ
う
。
悲
し
く
も
な
い
の
に
涙
が
出

る
な
ん
て
。
喉
の
奥
の
ひ
り
つ
く
よ
う
な
感
覚
も
な
く
、
頬
を
紅

潮
さ
せ
る
あ
の
高
ぶ
り
も
な
い
。
た
だ
機
械
的
に
涙
が
滲
み
、
溢

れ
て
い
く
。

涙
に
潤
ん
だ
視
界
に
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
頭
。
雛
壇
の
目
の
前
に
立

つ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
髪
の
毛
に
、
白
い
粉
の
よ
う
な
も
の
が
見
え

る
。判

っ
た
、
こ
れ
は
風
邪
じ
ゃ
な
い
。
今
日
、
こ
の
最
悪
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
花
粉
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
き
っ
と
、
ぼ
く
の

前
に
立
っ
て
い
る
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
頭
に
は
、
こ
れ
で
も
か
と
い
わ

ん
ば
か
り
の
花
粉
が
付
着
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

と
も
あ
れ
、
涙
を
見
ら
れ
る
の
は
ま
ず
い
。
咄
嗟
に
涙
を
拭
こ

う
と
し
て
思
い
出
す
。
そ
う
だ
っ
た
。
ぼ
く
の
右
手
は
ギ
プ
ス
で

拘
束
さ
れ
首
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
な
ら
ば
左
手
で 

│
│
。

い
や
、
そ
れ
も
ま
ず
い
。
ご
し
ご
し
と
瞼
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
る
ぼ

く
を
見
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
何
と
思
う
だ
ろ
う
か
。
絶
対
に
、

確
実
に
、
父
の
死
を
悲
し
ん
で
い
る
と
誤
解
す
る
に
違
い
な
い
。

同
情
さ
れ
る
の
が
嫌
な
わ
け
で
は
な
い
。
で
も
悲
し
く
も
な
い
の

に
悲
し
ん
だ
こ
と
に
さ
れ
る
の
は
た
ま
ら
な
い
。
ぼ
く
の
感
情
が

追
い
つ
く
前
に
、
ぼ
く
の
振
る
舞
い
が
誰
か
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

る
。
そ
の
ま
ま
芝
居
を
続
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
ぼ
く
は
後
ろ
め
た

く
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

ぼ
く
は
昂
然
と
顔
を
上
げ
、
涙
、
鼻
水
垂
れ
流
し
の
ま
ま
、
こ

の
場
を
乗
り
切
る
こ
と
に
し
た
。
さ
い
わ
い
、
生
徒
は
み
ん
な
手

元
の
歌
詞
カ
ー
ド
に
視
線
を
落
と
す
か
、
さ
も
な
く
ば
正
面
の
指

揮
者
に
顔
を
向
け
て
い
る
。
涙
に
濡
れ
た
ぼ
く
の
顔
を
見
ら
れ
る

心
配
は
な
い
。

喉
に
逆
流
す
る
水
っ
ぱ
な
、目
尻
か
ら
溢
れ
る
涙
。と
て
も
じ
ゃ

な
い
が
歌
っ
て
い
ら
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
ぼ
く
は
も
う
、

鼻
で
息
を
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
沼
の
鯉
み
た
い
に
口
を
ぱ

く
ぱ
く
さ
せ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

七
番
ま
で
の
ひ
ど
く
長
い
歌
が
よ
う
や
く
終
わ
る
。
ピ
ア
ノ
に

合
わ
せ
、
深
々
と
お
辞
儀
を
し
た
隙
に
、
左
の
袖
口
で
手
早
く
顔

を
ぬ
ぐ
っ
た
。
こ
れ
が
練
習
で
良
か
っ
た
。
も
し
本
番
だ
っ
た
ら
、

居
並
ぶ
観
客
に
、
涙
と
鼻
水
に
濡
れ
た
ぼ
く
の
顔
を
見
ら
れ
て
い

た
こ
と
だ
ろ
う
。

 

│
│
何
で
あ
の
子
は
泣
い
て
る
の
?

 

│
│
こ
の
前
お
父
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
ん
だ
っ
て
。

そ
し
て
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
を
口
ず
さ
み
、
あ
あ
そ
う
か
、
と

訳
知
り
顔
に
頷
く
の
だ
。
想
像
す
る
だ
け
で
ぞ
っ
と
す
る
。

次
の
ク
ラ
ス
が
体
育
館
に
入
っ
て
き
た
の
で
、
五
年
三
組
の
練

習
は
お
開
き
に
な
っ
た
。
先
生
に
促
さ
れ
、
演
壇
の
端
か
ら
ぞ
ろ

ぞ
ろ
と
列
を
な
し
て
下
り
る
。今
日
は
散
々
な
目
に
遭
っ
た
。さ
っ

さ
と
教
室
に
戻
っ
て
、荷
物
を
持
っ
た
ら
一
目
散
に
帰
宅
し
よ
う
。

だ
が
廊
下
に
出
た
途
端
、
ぼ
く
を
呼
び
止
め
る
か
細
い
声
。

「
…
…
あ
の
」

そ
う
だ
っ
た
。
た
っ
た
一
人
の
例
外
が
い
た
。
指
揮
者
だ
け
は
、

ぼ
く
ら
の
方
を
向
き
、
壇
上
全
て
を
見
渡
す
立
場
に
い
た
の
だ
。

「
つ
ら
い
と
思
う
け
ど
、
泣
か
な
い
で
…
…
」

一
瞬
、
わ
け
も
わ
か
ら
ず
、
ぶ
ん
殴
り
そ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
ま
た
し
て
も
不
自
由
な
右
手
が
邪
魔
を
す
る
。
そ
う
、
ぼ

く
の
右
手
は
ギ
プ
ス
で
固
め
ら
れ
、
首
か
ら
ぶ
ら
り
と
吊
り
下
げ

ら
れ
て
い
る
の
だ
。

「 

│
│
い
ち
い
ち
う
る
せ
え
ん
だ
よ
」

だ
が
そ
ん
な
憎
ま
れ
口
で
す
ら
、
双
葉
さ
ん
は
優
し
く
そ
っ
と

受
け
止
め
る
。
無
理
し
な
く
て
い
い
か
ら
、
と
で
も
言
い
た
げ
な

慈
し
み
に
満
ち
た
微
笑
で
、
と
げ
と
げ
し
い
ぼ
く
の
言
葉
を
迎
え

入
れ
る
の
だ
。

瞬
間
的
に
沸
き
上
が
っ
た
激
情
が
行
き
場
を
失
い
、
腹
に
落
ち

て
く
す
ぶ
り
続
け
る
。
吐
き
そ
う
に
な
っ
た
。
何
で
こ
ん
な
目
に

遭
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
だ
。

惨
め
な
ん
だ
か
、
腹
立
た
し
い
の
か
、
悲
し
い
ん
だ
か
、
悔
し

い
ん
だ
か
、
ど
う
に
も
整
理
の
付
か
な
い
様
々
な
感
情
が
渦
巻
い

て
、
と
う
と
う
ぼ
く
は
泣
い
て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
ぼ
く
の
手
を
取
る
双
葉
さ
ん
。
包
み
込
む
そ
の
掌
は
小

さ
い
け
れ
ど
、
暖
か
い
。

「
つ
ら
い
と
き
は
何
で
も
話
し
て
ね
…
…
」

小
さ
な
声
で
、
し
か
し
照
れ
も
せ
ず
、
た
め
ら
い
も
せ
ず
に
言

い
放
つ
。

「
だ
っ
て
私
た
ち
友
達
で
し
ょ
う
?
」

格
別
親
し
い
間
柄
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の
子
は
こ
ん

な
に
も
優
し
く
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。

頭
が
ク
ラ
ク
ラ
し
て
き
た
。

今
の
ぼ
く
が
望
む
の
は
、
優
し
い
視
線
や
慰
め
の
言
葉
な
ん
か

じ
ゃ
な
い
。

た
だ
た
だ
そ
っ
と
し
て
お
い
て
欲
し
い
だ
け
な
の
だ
。。

で
も
た
ぶ
ん
無
理
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
「
不
幸
」
な
少
年
で
、
そ

う
い
う
人
は
慰
め
、励
ま
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

あ
あ
、
つ
く
づ
く
双
葉
さ
ん
は
良
い
子
だ
。
真
面
目
で
、
優
し

く
て
、
親
切
な
双
葉
さ
ん
。
ま
る
で
天
使
の
よ
う
な
女
の
子
だ
。

で
も
ね
、
そ
う
い
う
人
は
、
い
つ
も
ひ
ど
く
鬱
陶
し
い
。

き
っ
と
、間
違
っ
て
る
の
は
ぼ
く
の
方
だ
け
ど
、そ
れ
で
も
や
っ

ぱ
り
鬱
陶
し
い
。

了
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朝
の
七
時
五
〇
分
だ
っ
た
。
僕
は
燃
え
る
ゴ
ミ
を
町
指
定
の
袋

に
つ
め
て
ア
パ
ー
ト
の
収
集
所
に
置
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。 

目
の
前
に
気
配
が
あ
っ
た
。
目
を
こ
す
り
腰
を
上
げ
た
と
き
、 

僕
は
初
め
て
彼
女
に
会
っ
た
の
だ
っ
た
。 

「
す
み
ま
せ
ん
」

細
い
声
だ
っ
た
。
僕
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
ず
、

彼
女
を
凝
視
し
た
。
目
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
。
化
粧
気
は

な
く
、
銀
色
の
眼
鏡
の
縁
が
光
を
放
っ
て
い
る
。 

「
Y
町
ま
で
行
き
た
い
ん
で
す
が
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
て
」 

Y
町
?
隣
町
じ
ゃ
な
い
か
。
余
計
に
不
審
だ
。 

僕
は
変
に
思
わ

れ
る
の
を
気
に
せ
ず
彼
女
の
全
身
を
見
た
。 

黒
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ブ
ー
ツ
カ
ッ
ト
の
膝
が
色
褪
せ
た
グ
レ
ー

の
ジ
ー
ン
ズ
。
長
い
真
っ
黒
な
髪
。
高
校
生
の
よ
う
な
学
生
鞄
を

肩
か
ら
掛
け
て
い
る
。 

「
あ
の
う
?
」 

「
失
礼
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
ら
お
い
で
で
?
」 

「
新
宿
か
ら
で
す
。
人
を
、
探
し
て
い
る
ん
で
す
」 

僕
は
頭
を
掻
い
た
。 

「
あ
あ
、
そ
う
で
し
た
か
。
す
み
ま
せ
ん
、
Y
町
な
ら
隣
町
で
す

よ
。
た
だ
」 

「
な
ん
で
し
ょ
う
?
」 

「
バ
ス
も
電
車
も
通
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
時
間
か
か
り
ま
す
」 

「
そ
う
で
す
か
」 

彼
女
は
苦
笑
し
た
。 

「
じ
ゃ
あ
歩
い
て
行
き
ま
す
」 

「
歩
け
る
距
離
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど...

」 

「
い
え
、
お
金
が
な
い
ん
で
す
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
」 

「
あ
、」 

僕
は
気
ま
ず
く
て
ま
た
頭
を
掻
い
た
。 

「
こ
の
道
を
左
に
折
れ
て
、
ま
っ
す
ぐ
行
け
ば...3

時
間
く
ら
い

で
着
く
は
ず
で
す
」 

「
そ
う
で
す
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

「
す
み
ま
せ
ん
、
原
付
で
も
持
っ
て
い
れ
ば...

」 

「
い
え
、
道
が
わ
か
っ
た
だ
け
で
充
分
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」 

彼
女
は
ぺ
こ
り
と
頭
を
下
げ
た
。
そ
し
て
顔
を
上
げ
た
と
き
僕

は
ぎ
ょ
っ
と
し
た
。
死
ん
だ
魚
の
様
な
目
だ
っ
た
か
ら
だ
。
彼
女

は
、
僕
の
様
子
な
ど
気
に
せ
ず
に
す
た
す
た
と
歩
い
て
行
っ
た
。 

   

※ 

「
は
あ
、
ほ
ん
じ
ゃ
あ
お
た
く
さ
ん
が
う
ち
の
息
子
の
」 

「
は
い
。
突
然
押
し
か
け
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」 

「
い
や
、
い
ん
だ
よ
」 

私
は
冷
た
い
麦
茶
を
淹
れ
て
息
子
の
彼
女
だ
と
い
う
子
に
差
し

出
し
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
な
ん
で
ま
た
息
子
の
彼
女
だ
け
が
う
ち
を
訪
ね

て
く
る
の
か
。
東
京
か
ら
は
る
か
離
れ
た
こ
の
町-Y

町
ま
で
。 

随
分
歩
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
夏
だ
と
い
う
の
に
黒
い
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
で
汗
を
だ
ら
だ
ら
流
し
、
す
っ
か
り
真
っ
赤
に
日
焼
け
し

た
顔
で
。 

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
ね
。
タ
オ
ル
で
も
持
っ
て
く
る
わ
」 

「
い
え
、
長
居
す
る
と
悪
い
で
す
か
ら
、
平
気
で
す
」 

「
だ
け
ど
、
折
角
な
ん
だ
か
ら
一
緒
に
来
れ
ば
よ
か
っ
た
も
の
を
」

 

だ
い
た
い
、
息
子
は
女
た
ら
し
だ
と
い
う
の
に
、
こ
の
子
は
2

年
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
余
程
何
か
引

き
つ
け
あ
う
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

「
そ
れ
が
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
く
な
っ
て
」 

「
何
か
あ
っ
た
の
か
い
?
」 

首
を
横
に
振
る
だ
け
で
、
俯
い
て
し
ま
っ
た
。 

「
私
、
地
元
で
就
職
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

次
の
春
か
ら
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
」 

「
あ
の
馬
鹿
、
別
れ
よ
う
と
で
も
言
い
出
し
た
の
?
」 

嗚
咽
が
響
き
だ
し
た
。 

「
本
当
に
ね
え
、
申
し
訳
な
い
よ
。
う
ち
の
馬
鹿
は
昔
か
ら
女
癖

が
悪
く
て
ね
え
。
う
ち
か
ら
東
京
な
ん
か
に
い
か
せ
た
の
が
間
違

い
だ
っ
た
よ
。
あ
ん
た
み
た
い
な
か
わ
い
い
お
嬢
さ
ん
を
散
々
傷

つ
け
て
ね
ぇ...

」 

や
っ
と
顔
を
あ
げ
る
と
、
焦
点
の
さ
だ
ま
ら
な
い
目
で
私
を
見

据
え
た
。 

「
馬
鹿
な
の
は
私
で
す
。
ず
っ
と
そ
ば
に
い
た
か
っ
た
だ
け
な
の

に
」 

俺
は
大
学
の
喫
煙
所
で
、
見
慣
れ
た
顔
だ
が
す
っ
か
り
憔
悴

し
真
っ
赤
に
日
焼
け
し
て
い
る
幼
な
じ
み
を
見
つ
け
て
声
を
か
け

た
。 

「
お
い
、
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
な
い
か
。
百
合
子
」 

「
久
し
ぶ
り
ね
」 

「
ま
っ
た
く
、
就
職
決
ま
っ
た
や
つ
は
い
い
よ
な
あ
」 

百
合
子
に
会
う
の
は
ど
れ
く
ら
い
ぶ
り
だ
ろ
う
?
長
い
夏
休
み

の
間
、
一
回
も
会
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
長
い
間
顔
も
見

な
か
っ
た
の
は
こ
の
二
一
年
、
初
め
て
だ
っ
た
。 

「
随
分
や
つ
れ
た
な
」 

「
食
欲
な
く
っ
て
」 

「
サ
ト
の
せ
い
か
?
」 

百
合
子
は
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
に
火
を
つ
け
、
大
き
く
煙
を
吐
い
た
。

 

「
旅
に
出
て
た
の
よ
。
気
持
ち
の
整
理
に
」 

「
は
あ
?
」 

「
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
、
サ
ト
」 

「
お
い
」 

声
が
荒
く
な
る
の
が
自
分
で
も
分
か
る
。
百
合
子
の
男
は
大
学

内
で
も
有
名
な
女
た
ら
し
で
、
二
人
の
部
屋
に
知
ら
な
い
女
が
ど

れ
だ
け
行
き
来
し
て
い
た
か
数
え
き
れ
な
い
。 

「
ま
あ
、
よ
か
っ
た
よ
な
。
サ
ト
は
百
合
子
を
幸
せ
に
で
き
る
や

つ
じ
ゃ
な
い
よ
」 

「
そ
う
か
な...

」 

百
合
子
の
目
は
う
つ
ろ
に
空
を
見
て
い
た
。 

「
お
前
だ
っ
て
地
元
で
就
職
す
る
っ
て
言
い
出
し
た
の
も
ア
イ
ツ

が
原
因
な
ん
だ
ろ
?
」 

「
う
う
ん
、
サ
ト
が
私
に
出
て
行
け
っ
て
言
っ
た
の
よ
」 

「
な
ん
だ
よ
そ
れ
」 

「
俺
は
も
う
お
前
に
、
飽
き
た
っ
て
」 

俺
は
拳
を
強
く
握
り
し
め
た
。
幼
な
じ
み
の
百
合
子
を
そ
ん
な

扱
い
に
す
る
男
な
ど
許
せ
な
い
。 

「
お
い
」 

「
な
あ
に
」 

「
あ
い
つ
殴
り
に
行
く
」 

百
合
子
は
と
め
な
か
っ
た
。
な
ん
で
だ
?
争
い
が
な
に
よ
り
嫌

い
な
百
合
子
が
?
サ
ト
に
だ
っ
た
ら
ど
れ
だ
け
泣
か
さ
れ
て
も
い

い
の
と
強
が
っ
て
い
た
百
合
子
が
? 

「
行
く
ぞ
」 

「
う
ん
」 

俺
が
部
屋
を
開
け
る
と
む
っ
と
し
た
。
な
に
か
腐
っ
て
い
る
匂

い
だ
と
思
っ
た
。 

「
お
い
、
サ
ト
出
て
こ
い
よ
」 

サ
ト
の
靴
は
あ
る
の
に
あ
が
り
こ
ん
で
も
返
事
は
な
か
っ
た
。

玄
関
の
す
ぐ
横
の
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
か
ら
さ
ら
に
強
く
腐
臭
が
し

た
。
開
け
る
と
そ
こ
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
覆
わ
れ
た 

黒
々
と
し
た
物
体
が
あ
っ
た
。 

「
お
い
、
も
し
か
し
て
百
合
子
、
お
前...

」 

「
う
ん
、
殺
し
ち
ゃ
っ
た
。」 

私
と
サ
ト
は
上
京
し
て
2
年
目
の
夏
、
サ
ー
ク
ル
で
知
り
合
っ

た
。
初
め
て
の
大
学
生
の
飲
み
会
と
い
う
も
の
に
参
加
し
た
私
は

う
ま
い
具
合
に
酔
わ
さ
れ
て
、気
付
い
た
と
き
に
は
私
は
全
裸
で
、

起
き
上
が
る
と
隣
に
サ
ト
が
眠
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
サ
ト

の
家
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
知
ら
な
い
女
と
サ
ト
が
ベ
ッ
ド
に

い
る
な
ん
て
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
は
、
サ

ト
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
人
間
だ
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
も
ど
う

し
て
も
サ
ト
か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

「
百
合
子
、
お
前...
」 

「
サ
ト
の
ね
、
お
母
さ
ん
に
会
っ
て
き
た
の
。
Y
町
っ
て
い
う
田

舎
。
す
ご
い
田
舎
だ
っ
た
。
私
達
の
地
元
よ
り
、
ず
う
っ
と
。
一

面
の
稲
穂
の
向
こ
う
に
ね
、
綺
麗
に
湖
が
光
っ
て
た
」 

「
そ
れ
よ
り
な
ん
で
お
前...

」 

「
こ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
私
は
ず
う
っ
と
サ
ト
に
縛
ら
れ
て
生

き
て
い
く
ん
だ
っ
て
。
そ
ん
な
の
無
理
だ
と
思
っ
た
の
。 

い
っ
そ
私
が
死
の
う
か
と
思
っ
て
た
。
だ
け
ど
ね
、
馬
鹿
み
た

い
じ
ゃ
な
い
、
散
々
泣
か
さ
れ
て
、
サ
ト
が
生
き
残
る
な
ん
て
」 

「
百
合
子
、
逃
げ
よ
う
」 

「
私
の
旅
は
、
終
わ
っ
た
の
。
サ
ト
の
お
母
さ
ん
に
ね
、
ご
め
ん

な
さ
い
。
あ
な
た
の
息
子
さ
ん
を
手
に
か
け
ま
し
た
っ
て
そ
う
言

う
つ
も
り
で
行
っ
た
の
」 

「
い
い
か
ら
、
逃
げ
よ
う
」 

「
旅
っ
て
い
う
の
は
帰
っ
て
く
る
場
所
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

の
よ
。
私
は
、
こ
の
家
に
帰
っ
て
来
た
。
そ
し
て
永
遠
に
、
サ
ト

と
時
間
を
共
有
す
る
の
」 

「
馬
鹿
な
真
似
は
や
め
ろ
」 

「
も
う
、
遅
い
の
よ
」 

   

※ ま
た
、
夏
が
き
た
。
百
合
子
が
死
ん
で
七
回
目
の
夏
。 

地
元
で
就
職
し
、見
合
い
で
結
婚
し
俺
は
一
児
の
父
と
な
っ
た
。

百
合
子
を
忘
れ
る
た
め
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
る
わ
け

が
な
い
。
目
の
前
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
人
間
の
た
め
に
自
ら
命

を
絶
っ
た
あ
の
日
の
こ
と
を
。 

彼
女
の
こ
と
を
大
学
の
頃
の
仲
間
で
悪
く
い
う
人
間
は
い
な

い
。
俺
は
、
Y
町
ま
で
旅
に
出
る
こ
と
に
し
よ
う
。
帰
っ
て
来
る

過
ぎ
ゆ
く
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
妙
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場
所
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
家
庭
が
あ
る
。 

Y
町
は
、
百
合
子
の
言
っ
た
通
り
の
田
舎
だ
っ
た
。
バ
ス
も
電

車
も
通
っ
て
お
ら
ず
延
々
と
道
を
歩
き
続
け
た
。
ど
こ
ま
で
歩
い

て
も
道
端
の
景
色
は
変
わ
ら
ず
、
稲
穂
が
風
に
揺
れ
、 

湖
面
が
き
ら
き
ら
と
光
を
放
つ
。
百
合
子
は
ど
ん
な
気
持
ち
で

こ
の
道
を
歩
い
た
の
だ
ろ
う
。 

サ
ト
は
な
ぜ
、
あ
ん
な
に
献
身
的
だ
っ
た
優
し
す
ぎ
た
彼
女
を

見
捨
て
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ト
は
人
を
愛
す
る
と
い
う

感
情
を
、本
当
に
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
2
年
間
、

確
か
に
あ
の
二
人
は
生
活
を
共
に
し
て
い
た
。
俺
は
ず
っ
と
彼
女

を
奪
っ
て
や
る
と
思
っ
て
い
た
し
、
そ
れ
を
伝
え
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
だ
け
ど
彼
女
は
サ
ト
を
選
ん
で
決
し
て
俺
に
振
り
返
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
ま
で
二
人
を
結
び
つ
け
て
い
た
も
の
は
な
ん

だ
ろ
う
。 

で
も
、
俺
が
彼
女
を
忘
れ
る
た
め
に
結
婚
し
た
妻
と
俺
は
何

で
結
ば
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
サ
ト
と
百
合
子
の
繋
が
り
が
分
か

ら
な
か
っ
た
よ
う
に
俺
は
妻
と
の
繋
が
り
が
何
な
の
か
分
か
ら
な

い
。
だ
が
、
俺
は
サ
ト
の
よ
う
な
真
似
は
し
な
い
。
妻
を
思
う
と

あ
ん
な
真
似
は
で
き
な
い
。
俺
は
確
か
に
妻
を
愛
し
て
い
る
。 

「
そ
う
で
す
か...

」 

百
合
子
が
あ
っ
た
時
の
サ
ト
の
母
親
は
ど
ん
な
姿
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
俺
の
親
と
年
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
筈
な
の
に
、
彼
女
は
随

分
と
老
け
て
み
え
た
。
出
さ
れ
た
、麦
茶
は
キ
ン
と
冷
え
て
い
た
。

俺
は
百
合
子
の
こ
と
を
七
年
前
の
報
道
で
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ

と
も
精
一
杯
伝
え
よ
う
と
雄
弁
に
な
っ
た
。
百
合
子
と
サ
ト
の
こ

と
を
。
彼
女
は
泣
き
な
が
ら
そ
れ
を
聞
き
う
ち
の
馬
鹿
は
そ
ん
な

こ
と
を
、
と
繰
り
返
し
呟
い
た
。 

「
は
い
、
百
合
子
の
こ
と
を
さ
ぞ
か
し
憎
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
俺
に
免
じ
て
、
ど
う
か...

」 

「
息
子
を
殺
し
た
女
を
、
良
く
は
思
え
な
い
け
れ
ど
」 

「
当
然
で
す...

」 

「
で
も
ね
、
さ
ぞ
か
し
酷
い
思
い
を
さ
せ
た
の
ね
。
う
ち
の
馬
鹿

は
。
で
も
ね
、あ
の
女
も
馬
鹿
よ
。
私
に
会
い
に
来
る
な
ん
て...

」 

帰
り
道
、
だ
ら
だ
ら
と
汗
が
流
れ
落
ち
、
畦
道
で
一
息
つ
く
こ

と
に
し
た
。
百
合
子
の
、
遺
影
と
な
っ
た
写
真
を
眺
め
て
い
た
。 

「
お
前
、
本
当
馬
鹿
だ
よ
な
」 

ひ
ゅ
る
り
と
風
が
す
り
抜
け
、
あ
っ
と
言
う
間
に
写
真
は
飛
ば

さ
れ
て
い
っ
た
。 

「
馬
鹿
は
俺
も
か
」 

旅
は
、
帰
っ
て
く
る
場
所
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
の
よ
。
あ

の
日
の
百
合
子
の
台
詞
を
思
い
出
し
て
、
俺
は
立
ち
上
が
り
長
い

道
の
り
を
ま
た
歩
き
始
め
た
。 

了
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こ
と
よ
」

「
結
局
、
こ
の
性
格
は
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
ね
」

沙
織
の
指
輪
を
静
か
に
撫
で
る
。
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た

指
輪
は
沙
織
の
指
の
外
で
く
る
く
る
回
る
。
沙
織
は
、
縮
ん
で
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
僕
の
目
の
前
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
消

え
て
し
ま
う
。
突
然
、
耐
え
難
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
僕
は
、
沙
織

の
小
さ
な
手
を
強
く
、
強
く
、
握
り
締
め
た
。

「
痛
い
」

「
ご
め
ん
。
し
か
し
こ
う
や
っ
て
手
を
握
る
の
も
し
ば
ら
く
我
慢

だ
な
」

「
何
言
っ
て
ん
の
よ
。
自
分
か
ら
手
な
ん
て
握
っ
て
こ
な
い
く
せ

に
」沙

織
は
頬
を
膨
ら
ま
せ
、
再
び
窓
際
の
花
瓶
に
咲
い
て
い
る
木

春
菊
の
花
に
視
線
を
移
す
。
沙
織
の
視
線
を
追
っ
て
、
小
さ
な
花

瓶
に
辿
り
着
く
頃
に
は
、
僕
の
視
界
は
淡
く
滲
ん
で
い
た
。

そ
れ
は
、
誕
生
日
に
木
春
菊
の
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と

を
呼
び
起
こ
し
、
大
喧
嘩
で
花
瓶
を
割
っ
た
日
を
思
い
出
し
、
木

春
菊
の
向
こ
う
に
広
が
る
空
は
、
二
人
が
出
逢
っ
た
頃
を
よ
み
が

え
ら
せ
た
。
見
る
も
の
全
て
が
沙
織
と
の
思
い
出
に
帰
依
さ
れ
て

い
く
。

沙
織
は
、
細
い
指
を
薔
薇
の
蔦
の
よ
う
に
僕
の
指
に
絡
ま
せ
た

ま
ま
、
薔
薇
の
刺
の
よ
う
な
言
葉
を
、
小
さ
く
、
小
さ
く
呟
い
た
。

「
…
…
そ
ろ
そ
ろ
み
た
い
」

「
そ
う
だ
な
」

「
体
に
は 

充
分
気
を
付
け
て
ね
」

「
君
も
元
気
で
」

「
元
気
で
?　

 

な
ん
だ
か
そ
れ
お
か
し
い
ね
」

「
そ
れ
も
そ
う
だ
な
」

別
れ
の
時
は
近
付
い
て
い
る
。
沙
織
は
こ
れ
か
ら
旅
に
出
る
の

か
、
そ
れ
と
も
僕
の
知
ら
な
い
何
処
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
の
か
。

い
や
、
僕
は
そ
こ
を
知
っ
て
い
る
。
僕
も
い
つ
か
は
沙
織
の
居

る
場
所
へ
。
再
び
沙
織
と
出
逢
う
た
め
に
。
新
し
い
指
輪
を
持
っ

て
。
木
春
菊
の
花
束
を
抱
え
て
。
沙
織
は
き
っ
と
待
っ
て
い
る
。

優
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
。

「
ね
ぇ 

愛
し
て
る
?
」

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
」

「
今
で
も
?
」

「
あ
あ
…
…
今
で
も
」

 

共
に
歩
ん
だ
歳
月
が
、
今
静
か
に
幕
を
閉
じ
る
。

 

僕
の
口
調
は
、
あ
の
頃
の
口
調
で
。
君
の
声
音
は
、
あ
の
頃
の

声
音
で
。
二
人
微
笑
み
交
わ
し
な
が
ら
最
期
の
会
話
は
、
無
言
の

中
で
。

僕
た
ち
の
人
生
は
、
君
の
冷
た
い
手
と
は
裏
腹
に
、
最
期
ま
で

温
か
く
て
。

君
を
奪
っ
た
病
が 

全
て
を
冷
た
く
し
て
も
、

四
十
五
年
前
に
渡
し
た
指
輪
と
、
微
か
に
微
笑
ん
で
い
る
幸
せ

そ
う
な
寝
顔
だ
け
は
、
あ
の
頃
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

了

そ
う
い
え
ば
、
こ
う
し
て
手
を
繋
ぎ
な
が
ら
沙
織
と
話
を
す
る

の
は
何
年
振
り
だ
ろ
う
。
も
う
そ
れ
す
ら
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

沙
織
だ
け
が
力
を
込
め
て
僕
の
掌
を
握
る
と
い
う
繋
ぎ
方
は
、
昔

と
全
く
変
わ
ら
な
い
。

沙
織
は
僕
を
見
上
げ
て
微
笑
む
。
そ
の
笑
み
は
、
早
暁
の
海
の

よ
う
に
静
か
で
、
草
原
の
清
風
の
よ
う
に
澄
ん
で
い
た
。

き
ま
り
が
悪
く
て
、
そ
の
笑
顔
か
ら
つ
い
目
を
逸
ら
し
て
し
ま

う
僕
の
態
度
も
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

桜
の
蕾
も
開
き
始
め
、
世
の
中
は
こ
れ
か
ら
賑
や
か
に
彩
ら
れ

て
い
く
と
い
う
の
に
、僕
た
ち
は
別
れ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

ど
こ
か
ら
か
子
供
の
泣
き
声
と
笑
い
声
が
交
ざ
っ
て
聞
こ
え
て
い

た
。

「
ね
ぇ
…
…
」

 

沙
織
は
何
か
を
言
い
出
そ
う
と
し
て
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
口
を

噤
み
、
僕
か
ら
目
を
逸
ら
し
た
。

こ
う
い
う
時
、
い
つ
も
な
ら
放
っ
て
お
い
て
も
沙
織
は
続
き
を

言
い
始
め
る
の
だ
が
、
今
日
は
僕
の
方
か
ら
、「
な
ん
だ
い
」
と
、

沙
織
の
語
尾
を
追
う
必
要
が
あ
っ
た
。
沙
織
が
よ
く
使
う
、
会
話

を
誘
導
す
る
よ
う
な
問
い
掛
け
も
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
聞
く
こ

と
は
で
き
な
い
。

沙
織
が
逸
ら
し
た
視
線
の
先
に
は
、
沙
織
の
好
き
な
木
春
菊
が

咲
い
て
い
た
。

「
ね
ぇ
、
愛
し
て
る
?
」

沙
織
は
決
し
て
解
く
こ
と
の
で
き
な
い
な
ぞ
な
ぞ
を
問
い
掛
け

る
よ
う
な
、
少
し
意
地
の
悪
い
口
調
で
訊
ね
た
。
ま
る
で
僕
の
反

応
を
試
す
よ
う
な
そ
の
含
み
笑
い
は
、
僕
の
心
の
底
に
眠
る
、
今

と
な
っ
て
は
不
燃
ゴ
ミ
の
よ
う
に
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
感
情

を
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
。

例
え
ば
そ
れ
は
、「
生
き
て
る
?
」
と
い
う
質
問
の
よ
う
に
、

ま
る
で
馬
鹿
げ
て
い
て
、
意
識
す
る
こ
と
す
ら
忘
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
質
問
だ
っ
た
。

し
か
し
、
沙
織
が
こ
の
場
で
訊
ね
る
意
味
は
、
ま
る
で
「
生

き
て
る
?
」
の
問
い
掛
け
と
同
様
に
、
意
識
し
て
い
な
い
か
ら
こ

そ
、
時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
問

い
だ
っ
た
。

僕
は
、
生
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
ず
っ
と
沙
織
を
愛
し
て
い
る
。

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
」

「
今
で
も
?
」

「
あ
あ
、
今
で
も
」

沙
織
は
手
を
握
っ
た
ま
ま
、
僕
の
言
葉
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
し
て
、ま
る
で
出
逢
っ
た
頃
を
思
い
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

目
を
細
め
て
僕
を
見
つ
め
た
。
照
れ
臭
く
な
っ
た
僕
が
目
を
逸
ら

す
ま
で
見
つ
め
て
い
た
沙
織
は
、
そ
の
幸
福
で
満
た
さ
れ
た
表
情

の
ま
ま
、
内
緒
話
を
す
る
よ
う
な
口
調
で
囁
い
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
?
」

「
さ
ぁ
、
ど
う
か
な
」

沙
織
は
握
っ
て
い
た
手
の
力
を
緩
め
、
不
安
気
な
表
情
で
僕
の

顔
を
覗
き
込
ん
だ
。

「
…
…
離
れ
ち
ゃ
う
か
ら
?
」

「
そ
う
だ
ね
、
し
ば
ら
く
は
一
人
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
よ
」

「
そ
う
…
…
寂
し
い
わ
」

別
れ
の
時
は
近
付
い
て
い
る
。
僕
に
は
何
と
な
く
そ
れ
が
わ
か

る
し
、
誰
よ
り
も
沙
織
自
身
が
一
番
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
沙

織
は
、
僕
の
手
の
感
触
を
記
憶
の
中
に
収
め
る
よ
う
に
、
握
っ
て

い
る
手
に
力
を
込
め
た
り
弱
め
た
り
し
て
い
た
。

僕
と
沙
織
が
重
ね
て
い
る
掌
に
、
温
か
い
汗
が
滲
む
。
ど
こ
か

ら
か
聞
こ
え
て
き
た
子
供
の
泣
き
声
は
い
つ
の
間
に
か
や
ん
で
い

て
、
今
は
笑
い
声
だ
け
が
幾
重
に
も
な
っ
て
響
い
て
い
た
。

「
あ
と
二
・
三
年
も
す
れ
ば
、
ま
た
会
え
る
よ
」

「
そ
れ
っ
て
ち
ょ
っ
と
早
過
ぎ
な
い
?
」

「
き
っ
と
、
そ
ん
な
も
の
だ
よ
」

「
じ
ゃ
あ......

待
っ
て
る
」

沙
織
は
握
っ
て
い
る
手
の
上
か
ら
も
う
片
方
の
掌
を
重
ね
た
。

細
い
薬
指
に
は
、
あ
の
時
に
渡
し
た
指
輪
が
、
僕
た
ち
が
過
ご
し

て
き
た
時
間
を
描
き
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
淡
く
、
鈍
く
輝

い
て
い
た
。

「
指
輪
、
買
い
替
え
な
き
ゃ
な
」

「
ど
う
し
て
?
」

「
こ
れ
、
も
う
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
だ
ろ
」

「
あ
っ
ち
で
も 

売
っ
て
る
か
な
」

「
行
っ
た
こ
と
な
い
か
ら
、
わ
か
ん
な
い
け
ど
」

「
あ
な
た
の
悪
い
癖
は
、
い
つ
も
見
切
り
発
車
で
物
事
を
進
め
る

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ　
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海
岸
線
の
道
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
あ
げ
く
、
断
崖
に
続
い
て
い

た
。ハ

マ
ー
は
こ
こ
は
自
殺
の
名
所
な
ん
だ
と
い
い
、
そ
う
な
の
か

と
あ
ゆ
み
は
漠
然
と
思
い
な
が
ら
、
展
望
台
の
端
で
白
い
水
平
線

を
見
た
。よ
く
見
る
と
水
平
線
の
一
部
だ
け
が
白
く
光
っ
て
い
た
。

水
面
の
輝
き
の
中
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
が
含
ま
れ
て
い
る
風
に
も

見
え
た
が
、
あ
ま
り
に
遠
す
ぎ
て
そ
れ
以
上
の
判
別
は
つ
き
か
ね

た
。

「
あ
れ
、
な
に
? 

あ
そ
こ
、
光
っ
て
る
」

あ
ゆ
み
は
振
り
返
っ
て
ハ
マ
ー
に
声
を
か
け
た
。
ハ
マ
ー
は

傘
を
抱
え
て
手
の
中
の
カ
メ
ラ
を
弄
り
な
が
ら
不
思
議
だ
な
あ
と

い
っ
た
。
き
っ
と
雲
に
隙
間
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
陽
が
刺
し
て

る
の
だ
ろ
う
。
あ
ゆ
み
は
そ
の
雲
と
海
の
織
り
な
す
美
し
さ
に
見

惚
れ
た
。
雲
は
何
重
に
も
重
な
り
、
よ
り
上
空
に
あ
る
も
の
は
勢

い
よ
く
、
海
面
に
近
い
も
の
は
よ
り
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
た
。

黒
々
と
し
た
雲
。
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
荒
れ
狂
う
雲
。
じ
っ
と
広
大

に
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
雲
。
そ
し
て
、
海
。

そ
の
う
ち
に
輝
き
は
消
え
た
。

展
望
台
の
先
端
に
た
つ
と
三
方
が
海
に
包
ま
れ
て
い
て
あ
ゆ
み

は
ぞ
っ
と
し
た
。
右
手
は
暗
く
雨
に
揺
れ
る
森
林
が
断
崖
の
側
ま

で
寄
せ
て
い
た
。
左
手
の
遠
く
に
は
丸
い
ド
ー
ム
型
の
屋
根
を
持

つ
建
物
が
見
え
、
そ
れ
は
原
発
で
ハ
マ
ー
は
そ
こ
に
い
き
た
が
っ

て
い
た
の
だ
が
、
疲
労
と
あ
ゆ
み
が
退
屈
し
き
っ
て
い
た
の
に
呆

れ
て
断
崖
で
車
を
と
め
た
。
雨
風
で
木
々
が
揺
れ
て
い
る
。
駐
車

場
か
ら
断
崖
ま
で
の
細
い
道
は
ま
る
で
あ
の
世
へ
の
間
道
の
よ
う

に
森
々
と
薄
暗
か
っ
た
。
風
は
潮
の
匂
い
を
運
ん
で
雨
ま
じ
り
に

あ
ゆ
み
の
顔
に
強
く
吹
き
付
け
て
い
た
。

こ
ん
な
日
に
断
崖
を
観
光
す
る
も
の
な
ど
い
な
い
。
大
粒
の
雨

が
ざ
ん
ざ
か
降
っ
て
い
た
。

あ
ゆ
み
は
久
し
ぶ
り
に
着
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
風
に
揺
れ
な
が

ら
濡
れ
る
の
が
新
鮮
だ
っ
た
。
岩
に
さ
ら
さ
れ
た
断
崖
。
草
は
僅

か
に
の
こ
る
地
面
へ
の
執
着
を
あ
ら
わ
す
か
の
よ
う
に
地
表
に

ぎ
ゅ
っ
と
こ
び
り
つ
い
て
い
た
。 

所
々
に
立
て
看
板
が
あ
り
、
赤

い
文
字
で
「
こ
の
先
危
険
」
と
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
本
当
に
そ

の
先
は
手
摺
り
さ
え
心
も
と
な
く
急
角
度
で
海
面
に
向
か
っ
て
落

ち
て
い
る
。

あ
ゆ
み
が
覗
き
込
む
と
波
頭
が
岩
に
当
た
っ
て
白
く
砕
け
て
い

る
の
が
見
え
た
。
岩
。
そ
し
て
、
寄
せ
る
波
。
砕
け
て
散
り
、
き

ら
き
ら
と
し
て
い
た
。

振
り
向
く
と
ハ
マ
ー
は
一
心
不
乱
に
写
真
を
撮
っ
て
い
て
、
ふ

と
気
が
つ
い
た
よ
う
に
あ
ゆ
み
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
。
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そ
こ
は
長
い
間
、
窓
も
締
め
切
っ
た
部
屋
で
、
す
え
た
匂
い
が

こ
び
り
つ
き
、
食
料
品
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
ゴ
ミ
が
山
に
な
っ
て
い

た
。
本
来
の
ゴ
ミ
箱
は
溢
れ
た
上
に
寝
転
が
っ
た
ま
ま
長
い
年
月

が
経
過
し
て
お
り
、
漫
画
が
棚
の
中
に
並
び
、
ビ
デ
オ
が
山
の
よ

う
に
積
ま
れ
て
い
た
。
古
い
パ
ソ
コ
ン
が
一
台
。
テ
レ
ビ
が
一
台
。

お
ま
る
が
ひ
と
つ
、
太
っ
た
男
が
一
人
、
全
裸
で
拘
束
さ
れ
た
ま

ま
眠
る
女
が
一
人
。そ
れ
が
そ
の
部
屋
の
主
要
な
内
容
物
だ
っ
た
。

太
っ
た
男
は
自
分
を
ハ
マ
ー
と
女
に
呼
ば
せ
て
い
た
。「
俺
が

ハ
マ
ー
だ
」
と
い
う
古
い
洋
モ
ノ
の
コ
メ
デ
ィ
ド
ラ
マ
が
あ
る
。

彼
は
ド
ラ
マ
で
は
ミ
ギ
ー
と
名
づ
け
ら
れ
た
エ
ア
ガ
ン
を
買
っ

た
。
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
て
ハ
マ
ー
は
撮
り
溜
め
た
ビ
デ
オ

カ
セ
ッ
ト
を
見
た
。
彼
が
笑
う
時
は
そ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
い
る
時

だ
け
だ
っ
た
が
、
憧
れ
は
憧
れ
に
終
わ
り
、
似
て
も
似
つ
か
な
い

ほ
ど
ハ
マ
ー
は
醜
く
太
っ
て
い
た
。
ド
ラ
マ
を
見
た
後
は
興
奮
し

て
俺
を
ハ
マ
ー
と
呼
べ
と
い
っ
て
、
あ
ゆ
み
に
銃
口
を
向
け
て
姿

真
似
を
し
た
り
し
た
。

そ
ん
な
部
屋
の
中
で
は
ず
っ
と
テ
レ
ビ
が
流
れ
て
い
た
。
画
面

で
は
け
ば
け
ば
し
い
印
象
の
テ
ロ
ッ
プ
が
踊
り
、
レ
ポ
ー
タ
ー
は

素
っ
頓
狂
な
声
で
底
の
浅
い
正
論
(
と
ハ
マ
ー
は
い
う
の
だ
が
)

を
繰
り
返
し
て
い
た
。『
埼
玉
の
監
禁
男
つ
い
に
自
供
』『10

歳

の
幼
女
誘
拐
犯
の
引
き
こ
も
り
生
活
』『
落
伍
者
の
果
て
』。。 

ネ
ッ

ト
に
繋
げ
る
と
、
引
き
こ
も
り
の
男
を
非
難
す
る
文
章
の
や
り
と

り
が
賑
わ
っ
て
い
た
。
ハ
マ
ー
は
そ
の
動
き
に
深
く
興
味
を
示
し

記
事
を
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
に
ペ
ー
ス
ト
し
た
。

事
件
の
あ
ら
ま
し
は
こ
う
だ
。
先
日
、
埼
玉
で
幼
女
を
数
年
に

渡
っ
て
監
禁
し
た
男
が
逮
捕
さ
れ
た
。
名
前
は
イ
シ
ザ
カ
コ
ウ
ジ

と
い
う
そ
の
男
は
拘
束
さ
れ
連
行
さ
れ
た
。
某
俳
優
と
同
じ
名
前

だ
が
全
く
本
物
の
イ
シ
ザ
カ
コ
ウ
ジ
に
失
礼
な
ほ
ど
、
で
ぶ
で
ぶ

と
太
っ
て
淀
ん
だ
目
を
し
て
い
る
男
だ
っ
た
。
年
齢
は
三
七
歳
。

三
〇
台
の
初
め
に
運
送
業
を
ク
ビ
に
な
っ
た
あ
と
、
財
産
家
の
一

人
息
子
だ
っ
た
お
か
げ
で
の
う
の
う
と
暮
ら
し
い
た
。
ハ
マ
ー
は

自
分
の
境
遇
と
比
べ
て
「
こ
ん
な
ヤ
ツ
」
と
唾
棄
し
た
。
男
は
幼

女
を
誘
拐
未
遂
の
余
罪
が
あ
っ
た
。
埼
玉
県
の
あ
ち
こ
ち
で
車
に

連
れ
込
み
か
け
た
ま
ま
失
敗
し
て
い
る
。
単
な
る
痴
漢
(
洗
濯
物

窃
盗
)
の
余
罪
も
何
件
か
あ
っ
た
。
ハ
マ
ー
は
そ
の
点
を
糾
弾
す

る
。
ロ
リ
は
神
聖
な
も
の
だ
。
だ
か
ら
他
の
エ
ロ
ス
に
浮
気
す
る

の
は
ダ
メ
な
ヤ
ツ
だ
と
。
テ
レ
ビ
は
イ
シ
ザ
カ
の
人
物
像
を
探
る

と
い
う
番
組
を
何
度
も
何
度
も
放
映
し
た
。
ハ
マ
ー
は
そ
れ
を
逐

一
録
画
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ハ
マ
ー
の
外
出
し
て
い
る
時
間
は
あ

ゆ
み
が
録
画
し
た
。

「
俺
は
第
二
の
宮
崎
勤
だ
」
イ
シ
ザ
カ
コ
ウ
ジ
は
公
判
の
途
中
に

傍
聴
席
に
向
か
っ
て
そ
う
い
い
放
っ
た
そ
う
だ
。

録
画
し
た
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
第
二
の
、
か
と
ハ
マ
ー
は

薄
ら
笑
う
。
所
詮
、
類
似
犯
だ
っ
た
し
、
ま
が
い
も
の
だ
っ
た
。

宮
崎
は
ハ
マ
ー
の
神
だ
っ
た
。
宮
崎
が
本
物
で
イ
シ
ザ
カ
は
偽
物

だ
っ
た
。
そ
し
て
次
の
本
物
は
間
違
い
な
く
自
分
だ
と
ハ
マ
ー
は

思
っ
て
い
た
し
、
実
際
、
そ
う
な
の
だ
と
信
じ
て
い
た
。

「
本
物
と
偽
物
の
違
い
は
な
ん
な
の
」

あ
ゆ
み
は
そ
う
聞
く
。
ハ
マ
ー
は
「
狂
気
さ
」
と
答
え
た
。

「
狂
気
は
誰
に
も
真
似
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
は
コ
ピ
ー
す

れ
ば
殆
ど
の
物
は
代
用
で
き
る
。
だ
が
狂
気
だ
け
は
真
似
し
た
瞬

間
に
狂
気
で
は
な
く
な
る
ん
だ
」

ハ
マ
ー
は
自
ら
の
世
界
が
大
事
だ
。

「
こ
の
娘
は
可
愛
く
て
そ
し
て
お
馬
鹿
な
ん
だ
」
と
何
度
も
何
度

も
あ
ゆ
み
に
語
り
、
こ
の
娘
を
お
と
し
て
犯
っ
て
や
る
。
こ
の
エ

ロ
シ
ー
ン
は
と
て
も
い
い
ん
だ
と
力
説
す
る
。
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の

一
条
若
菜
は
ハ
マ
ー
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

る
時
の
彼
は
ま
る
で
狂
気
も
洗
練
さ
れ
た
も
の
も
な
く
不
格
好
な

冴
え
な
い
中
年
男
性
だ
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
こ
と
の
う
ち
彼
が
最
も
集
中
し
た
の
は
、
線
を
描

い
て
い
る
時
で
、
時
々
思
い
出
し
た
よ
う
に
彼
は
ち
ゃ
ぶ
台
に
向

か
っ
て
黙
々
と
何
か
を
描
い
て
い
た
。
コ
ピ
ー
用
紙
に
ボ
ー
ル

ペ
ン
の
線
を
何
本
も
何
本
も
描
い
て
い
た
の
は
、
う
ね
り
、
と

ぐ
ろ
を
巻
き
、
や
が
て
一
つ
の
流
れ
に
な
っ
て
ゆ
く
水
の
絵
だ
っ

た
。
そ
れ
は
陰
毛
の
模
写
で
あ
り
、
濁
流
だ
っ
た
。
お
気
に
入
り

の
ゲ
ー
ム
の
少
女
の
絵
か
と
思
っ
て
い
た
あ
ゆ
み
は
、
肩
す
か
し

に
あ
い
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
は
全
く
持
っ
て
思
わ
な

か
っ
た
が
、
ハ
マ
ー
の
意
外
な
熱
心
さ
に
は
感
服
し
た
。
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
ビ
ン
チ
は
晩
年
濁
流
の
絵
を
描
き
続
け
た
と
い
い
つ
つ
、

よ
ほ
ど
機
嫌
が
良
い
と
き
に
は
買
っ
て
き
た
ワ
ン
カ
ッ
プ
を
飲
み

な
が
ら
自
分
は
ダ
ビ
ン
チ
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
さ
え
の
た
ま
う

の
だ
っ
た
。
あ
ゆ
み
は
そ
う
い
う
ハ
マ
ー
を
憎
ん
で
い
た
。

あ
ゆ
み
の
定
位
置
は
部
屋
の
隅
の
半
畳
程
の
場
所
で
、
そ
の
反

対
側
の
角
に
あ
る
の
が
あ
ゆ
み
の
雪
隠
だ
っ
た
。
お
ま
る
に
汚
物

が
溢
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ハ
マ
ー
は
階
下
の
ト
イ
レ
に
捨
て
に

ゆ
く
の
だ
が
、
そ
の
度
ご
と
に
絶
望
的
な
気
分
に
陥
り
、
そ
う
な

る
と
絶
望
的
な
気
分
で
落
ち
こ
み
、急
激
に
眠
く
な
る
の
だ
っ
た
。

こ
の
二
年
ほ
ど
、
ハ
マ
ー
は
週
に
三
度
か
四
度
、
半
日
づ
つ
車

で
ど
こ
か
へ
出
か
け
て
い
た
。
ど
う
や
ら
親
が
遺
し
た
家
の
維
持

と
生
活
費
だ
け
は
な
ん
と
か
働
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
稼
い
で

き
た
お
金
で
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
模
し
た
衣
装
を
あ
ゆ
み

に
着
せ
て
悦
ん
だ
。
テ
レ
ビ
で
見
る
女
子
高
生
は
可
愛
い
し
楽
し

そ
う
だ
、
あ
ん
な
ふ
つ
う
の
服
を
着
た
い
と
あ
ゆ
み
は
思
う
。
そ

し
て
ど
こ
か
で
ハ
マ
ー
が
ま
た
別
の
幼
女
に
手
を
出
し
て
は
い
な

い
か
と
あ
ゆ
み
は
恐
怖
す
る
。「
お
れ
は
や
っ
て
な
い
お
前
だ
け

だ
」
と
繰
り
返
し
い
い
、
そ
の
く
せ
テ
レ
ビ
に
子
供
が
映
る
と
目

を
細
め
て
見
て
い
た
。

あ
ゆ
み
は
自
分
が
何
故
不
安
に
思
う
の
か
と
考
え
な
い
こ
と
に

し
て
い
た
。
あ
ゆ
み
が
責
め
る
と
ハ
マ
ー
は
泣
く
。
時
に
は
夜
中

の
暗
闇
の
中
、
あ
ゆ
み
の
胸
に
す
が
り
つ
い
て
泣
い
た
。

「
ご
め
ん
よ
ご
め
ん
よ
。
君
を
連
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
ど
こ
に

も
い
か
な
い
で
く
れ
」
と
。

あ
ゆ
み
は
ハ
マ
ー
の
頭
を
撫
で
る
。
そ
し
て
、
絶
対
に
殺
し
て

や
り
た
い
と
思
う
。

五
年
。
五
年
間
は
人
生
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
の
重
み
を
持
つ
の
だ

ろ
う
。

小
学
生
が
高
校
生
に
な
る
時
間
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
何
年
も
使
わ

れ
な
い
ま
ま
部
屋
の
隅
に
転
が
っ
た
ま
ま
で
、
も
う
自
分
は
十
五

歳
な
の
だ
と
考
え
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
。学
校
に
も
戻
れ
な
い
。

親
に
合
わ
せ
る
顔
も
な
い
。
足
を
縛
ら
れ
て
過
ご
し
た
一
年
。
何

度
も
逃
亡
し
よ
う
と
し
た
二
年
。
毎
夜
の
行
為
に
躯
が
弱
り
、
病

気
が
ち
だ
っ
た
三
年
。
絶
望
の
四
年
。
諦
め
て
王
女
の
よ
う
に
振

る
舞
っ
た
五
年
。

「
も
う
す
ぐ
僕
た
ち
が
出
会
っ
て
か
ら
五
年
目
の
記
念
日
だ
」

ハ
マ
ー
は
い
け
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と
い
っ
た
。
頭
に
き
た
あ
ゆ
み

は
彼
の
躯
を
蹴
っ
た
。
ハ
マ
ー
の
股
間
を
蹴
る
。
強
く
蹴
れ
ば
蹴

る
ほ
ど
彼
は
勃
起
し
て
、
や
が
て
た
ま
ら
な
く
な
る
と
彼
は
手
で

し
ご
き
だ
す
。
エ
ロ
ビ
デ
オ
を
見
て
ビ
ン
の
中
に
精
液
を
最
近
溜

め
て
い
て
、
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
あ
ゆ
み
に
ぶ
っ
か
け
て
そ
の
上

で
交
じ
り
た
い
と
い
う
願
望
を
ハ
マ
ー
は
持
っ
て
い
た
。
あ
ゆ
み

は
好
き
に
任
せ
た
。
ど
う
せ
こ
の
ま
ま
朽
ち
て
ゆ
く
の
だ
。
入
れ

て
よ
と
ね
だ
る
。
ハ
マ
ー
の
も
の
に
刺
さ
れ
な
が
ら
頭
が
痒
い
と

あ
ゆ
み
は
頭
を
掻
い
た
。

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
ラ
ブ
リ
ー　
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滅
び
よ
。
世
界
。

ハ
マ
ー
が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
よ
う
な
夢
を
見
た
と
い
っ
た
。

誰
だ
か
分
か
ら
な
い
三
人
の
人
と
両
手
を
つ
な
い
で
輪
に
な
っ

て
い
た
。
同
じ
と
こ
ろ
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
転
し
て
い
た
。
彼
ら
は

に
こ
や
か
に
笑
っ
て
い
た
。
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
。
気
心
が

知
れ
た
よ
う
な
親
密
な
笑
顔
だ
っ
た
。
ハ
マ
ー
は
つ
ら
れ
て
笑
っ

た
が
上
手
く
笑
え
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
存
在
は

こ
の
世
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
ハ
マ
ー
の
ま
わ

り
は
広
い
草
原
だ
っ
た
。
そ
こ
は
ま
る
で
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
に
出
て
き
た
よ
う
な
美
し
い
草
原
の
真
ん
中
で
、
場
所
は

判
別
し
な
か
っ
た
。
ア
ル
プ
ス
で
は
な
か
っ
た
。
遙
か
遠
く
に
丘

が
見
え
た
。
森
が
そ
の
周
り
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
彼
ら
（
彼
女

ら
？
）
が
誰
だ
っ
た
か
目
覚
め
た
後
で
は
分
か
ら
な
い
。

「
へ
え
、
そ
う
」

い
つ
も
の
よ
う
に
あ
ゆ
み
は
一
応
答
え
る
も
の
の
、
実
の
と
こ

ろ
ハ
マ
ー
の
夢
な
ど
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
窓
の
外
の

風
景
が
大
事
だ
っ
た
。

雨
粒
が
目
の
前
の
ガ
ラ
ス
を
つ
た
っ
て
流
れ
落
ち
て
ゆ
く
。

ひ
と
つ
の
粒
が
二
つ
み
っ
つ
と
い
く
つ
も
の
水
滴
を
吸
収
し
て

流
れ
て
ゆ
く
。
風
に
剥
が
さ
れ
て
左
右
に
消
え
て
ゆ
く
の
だ
。
部

屋
の
窓
で
雨
粒
を
見
て
る
時
と
は
似
て
る
よ
う
で
ま
る
で
違
っ
て

い
た
。
全
く
新
鮮
で
不
思
議
だ
っ
た
。

片
側
三
車
線
の
太
い
道
路
。
ず
っ
と
ず
っ
と
ま
っ
す
ぐ
、
ど
こ

ま
で
も
続
く
よ
う
な
広
い
道
路
だ
っ
た
。

ガ
ス
タ
ン
ク
の
丸
い
重
な
り
が
見
え
た
。
地
平
線
が
の
よ
う

な
水
田
も
あ
っ
た
。
昔
は
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
も
見
え
た
。
五
年
振
り
の
外
界
は
あ
ま
り
に
も
眩
し
く
て

目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
よ
う
だ
っ
た
。

外
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そ
う
な
の
だ
。
あ
ゆ
み
の
待
望
し
た
外
の
世
界
だ
っ

た
。ど

ん
な
に
望
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
に
夢
見
た
こ
と
だ
ろ

う
。
あ
ゆ
み
は
雨
を
残
念
に
思
い
つ
つ
も
、
雨
で
良
か
っ
た
の
だ

と
納
得
し
た
。
天
気
が
あ
ま
り
に
晴
れ
が
ま
し
か
っ
た
ら
、
ど
ん

な
に
心
細
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ど
れ
ほ
ど
恐
怖
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う

と
お
も
う
。

車
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
あ
ゆ
み
に
は
興
味
な
か
っ
た
。
も

し
か
す
る
と
二
度
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
風
景
か
も
知
れ
な
い

と
思
い
、
あ
ゆ
み
は
じ
っ
と
世
界
を
凝
視
し
て
い
た
。
ハ
マ
ー
は

ず
っ
と
原
子
力
発
電
所
の
原
子
力
以
外
の
可
能
性
を
語
り
続
け
て

い
て
、
き
っ
と
行
き
先
は
原
発
な
の
だ
ろ
う
が
、
何
故
、
ハ
マ
ー

が
い
き
た
が
っ
て
い
る
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
大
量
に

買
い
込
ん
だ
お
気
に
入
り
の
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
を
ハ
マ
ー
は
頬
張
り

な
が
ら
、
テ
ロ
だ
。
テ
ロ
だ
と
ハ
マ
ー
は
繰
り
返
し
た
。
キ
ッ
ト

カ
ッ
ト
を
あ
ゆ
み
は
風
景
に
見
と
れ
た
ま
ま
口
に
運
ん
だ
。

そ
れ
は
五
年
目
の
記
念
の
旅
だ
っ
た
。

「
ね
え
、
こ
こ
で
一
緒
に
飛
び
降
り
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
よ
」

 

そ
う
い
う
と
、
手
を
伸
ば
し
て
あ
ゆ
み
は
傘
を
断
崖
の
下
に
落

と
し
た
。

自
分
で
も
い
さ
さ
か
芝
居
じ
み
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
が
、
ひ

ら
ひ
ら
ゆ
っ
く
り
風
に
流
さ
れ
な
が
ら
落
ち
て
ゆ
く
ビ
ニ
ー
ル
傘

は
回
転
し
て
、
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
落
ち
て
ゆ
く
。

何
故
だ
か
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ど
う
せ
こ
の

世
に
生
き
て
て
も
意
味
は
な
い
の
よ
。
あ
ん
た
な
ん
か
。
そ
う
で

し
ょ
? 

私
も
生
き
て
い
た
っ
て
意
味
も
な
い
の
よ
。
せ
っ
か
く

だ
か
ら
死
ん
じ
ゃ
い
ま
し
ょ
う
よ
。

両
手
を
広
げ
て
あ
ゆ
み
は
振
り
返
っ
た
。

「
突
き
落
と
し
て
」

ハ
マ
ー
は
手
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
格
好
の
ま
ま
、
そ
の
場
に
た

ち
ず
さ
ん
で
い
た
。
そ
し
て
は
っ
と
気
づ
い
た
よ
う
に
あ
ゆ
み
に

駆
け
寄
り
、「
死
な
な
い
で
く
れ
」
と
あ
ゆ
み
に
し
が
み
つ
い
た
。

そ
し
て
し
ゃ
く
り
あ
げ
て
涙
を
流
し
は
じ
め
た
。
あ
ゆ
み
は
幻
滅

し
て
答
え
た
。

ね
え
、
あ
な
た
は
ダ
ビ
ン
チ
の
生
ま
れ
変
わ
り
じ
ゃ
な
か
っ
た

の
? 

ハ
マ
ー
の
よ
う
に
強
く
楽
し
い
男
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
? 

自

分
は
天
才
だ
と
思
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
? 

だ
っ
た
ら
、

私
な
ん
か
殺
し
て
頂
戴
。
殺
し
て
、
そ
し
て
何
知
ら
ぬ
顔
で
生
き

て
。
生
き
て
あ
な
た
の
神
様
よ
り
も
大
き
な
犯
罪
で
も
す
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
。
あ
な
た
が
さ
っ
き
い
っ
て
た
よ
う
に
原
発
で
も
破

壊
し
て
こ
の
世
を
道
連
れ
に
破
滅
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
。

あ
ゆ
み
は
ハ
マ
ー
の
頭
を
抱
き
し
め
な
が
ら
、
呟
い
た
。

「
だ
め
だ
。
だ
め
な
ん
だ
。
俺
は
何
も
で
き
な
い
男
な
ん
だ
。
そ

ん
な
こ
と
で
き
な
い
」

あ
ゆ
み
も
つ
ら
れ
て
涙
が
溢
れ
て
き
た
。
ど
う
し
て
私
な
の
? 

ど
う
し
て
私
だ
っ
た
の
?

そ
の
声
は
ハ
マ
ー
の
耳
に
は
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
俺
は
、
お
れ
は
」

あ
ゆ
み
は
い
っ
そ
自
分
が
ハ
マ
ー
を
突
き
落
と
し
て
や
ろ
う
か

と
考
え
た
が
、
そ
う
す
る
と
、
悲
し
い
気
分
に
陥
り
そ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
そ
ん
な
自
分
に
腹
を
た
て
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
か
わ
り
に
、
死
ん
で
」

「
い
や
だ
。
い
や
だ
。
俺
が
憎
い
の
か
」

「
そ
う
よ
、
憎
い
の
よ
」

「
そ
ん
な
こ
と
を
い
わ
な
い
で
く
れ
よ
。
俺
は
お
ま
え
な
し
で
は

生
き
て
居
ら
れ
な
い
」

「
死
ん
だ
方
が
い
い
わ
よ
。
あ
な
た
み
た
い
な
人
は
」

雲
が
水
平
線
の
上
で
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
る
よ
う
に
渦
巻
い
て
い

る
の
が
見
え
た
。
も
っ
と
雨
が
強
く
な
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
風
も

強
く
な
る
だ
ろ
う
。
雷
よ
鳴
れ
。
閃
光
よ
地
上
に
落
ち
ろ
、
地
上

の
有
象
無
象
を
流
し
去
る
ほ
ど
雨
よ
振
れ
と
、
あ
ゆ
み
は
雲
を

呪
っ
た
。

私
の
人
生
を
返
し
て
。

原
発
に
着
い
た
時
に
は
だ
い
ぶ
日
も
陰
っ
て
暗
く
な
り
か
け
て

い
た
。
車
の
中
で
ハ
マ
ー
の
感
情
が
元
に
戻
る
の
を
待
ち
、
濡
れ

た
服
を
乾
か
す
の
に
時
間
を
と
ら
れ
た
せ
い
も
あ
っ
た
。

「
昔
の
小
説
に
原
発
を
乗
っ
取
っ
て
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
し

た
青
年
達
の
話
が
あ
る
ん
だ
」

機
嫌
が
直
っ
た
ハ
マ
ー
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
そ
の
大
き
な

白
い
ド
ー
ム
型
の
屋
根
に
向
か
っ
て
、
手
を
合
わ
せ
た
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
屋
根
は
黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
て
、
ぼ
ん

や
り
と
そ
の
異
様
な
姿
を
現
し
て
い
る
。
ま
る
で
妊
婦
の
お
腹
の

よ
う
だ
、
と
あ
ゆ
み
は
思
う
。

昔
、
ロ
シ
ア
が
ソ
連
と
い
う
国
だ
っ
た
頃
、
原
発
が
爆
発
し
て
、

雨
に
放
射
能
が
含
ま
れ
て
る
っ
て
い
う
話
が
あ
っ
て
、
怖
か
っ
た

と
ハ
マ
ー
は
い
い
、
今
だ
っ
て
、
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
地
球
上
に
放

射
能
は
降
り
注
い
で
る
ん
だ
。
序
序
に
こ
の
星
は
死
ん
で
ゆ
く
ん

だ
。
そ
し
て
誰
も
そ
れ
を
止
め
ら
れ
な
い
ん
だ
。
ハ
マ
ー
は
夢
う

つ
つ
の
よ
う
に
そ
う
呟
い
た
。
ね
え
、キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
食
べ
よ
う
。

甘
く
て
お
い
し
い
よ
、
ね
え
。
袋
か
ら
出
し
て
、
ま
た
ハ
マ
ー
は

そ
の
茶
色
の
固
ま
り
を
美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
る
の
だ
っ
た
。
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殺
し
て
も
殺
し
足
り
な
い
く
ら
い
憎
ん
で
い
た
。
そ
し
て
憎
し

み
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
あ
ゆ
み
は
ハ
マ
ー
に
囚
わ
れ
て
い

た
。
逃
げ
込
ん
だ
原
発
の
事
務
所
に
追
い
か
け
て
き
て
、
そ
の
場

で
大
立
ち
回
り
を
演
じ
た
あ
げ
く
ハ
マ
ー
は
捕
ま
り
、
あ
ゆ
み
は

世
界
に
戻
っ
て
き
た
。
警
察
署
の
取
調
室
で
あ
ゆ
み
は
泣
い
た
。

そ
し
て
、
彼
が
捕
ま
っ
た
と
新
聞
に
出
て
い
る
の
を
見
た
。
怖
く

て
テ
レ
ビ
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
五
年
ぶ
り
の
父
と
母

は
と
て
も
や
つ
れ
て
見
え
、
静
か
な
距
離
が
開
い
て
し
ま
っ
た
の

だ
と
思
う
。
何
を
話
し
て
何
を
語
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
今
更
、

家
族
ご
っ
こ
す
る
の
が
と
て
も
苦
痛
に
感
じ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と

が
窮
屈
だ
っ
た
。
自
分
は
や
は
り
あ
の
断
崖
で
死
ん
で
し
ま
っ
た

方
が
よ
か
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
あ
ゆ
み
は
、
自
分
は
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
後

悔
し
た
。
ハ
マ
ー
を
世
の
中
に
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し

た
。
人
々
の
好
奇
の
目
に
晒
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
。

自
分
も
好
奇
の
目
の
中
に
放
り
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
絶
望
す
る
。

ね
え
、
愛
す
る
っ
て
何
?

私
は
も
し
か
す
る
と
ハ
マ
ー
を
愛
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

と
思
う
。

憎
し
み
が
強
い
ほ
ど
、
そ
し
て
苦
し
み
が
大
き
い
ほ
ど
、
あ
ゆ

み
は
ハ
マ
ー
の
姿
を
思
い
出
し
た
。

寝
言
で
あ
ゆ
み
の
名
前
を
呼
ぶ
ハ
マ
ー
。
時
々
、
絶
望
的
な
苦

悶
の
表
情
に
陥
り
、
悲
し
そ
う
に
、
そ
し
て
鬼
の
よ
う
な
目
で
あ

ゆ
み
を
見
た
。
苦
し
そ
う
な
表
情
で
眠
る
ハ
マ
ー
。
は
し
ゃ
い
で

ゲ
ー
ム
に
没
頭
す
る
ハ
マ
ー
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
画

像
を
、
子
供
の
よ
う
に
「
面
白
い
よ
面
白
い
よ
見
て
み
て
」
と
見

せ
る
ハ
マ
ー
。落
書
き
を
天
才
の
所
行
だ
と
の
た
ま
わ
る
ハ
マ
ー
。

情
け
な
い
格
好
で
撮
っ
た
数
々
の
写
真
。
現
像
し
て
な
い
の
も
数

多
く
あ
る
だ
ろ
う
。
最
後
の
フ
ィ
ル
ム
に
写
っ
て
た
は
ず
の
私
の

写
真
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
の
お
ま
る
は
廃
棄

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ビ
デ
オ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
あ

ゆ
み
か
ら
見
れ
ば
く
だ
ら
な
い
ゴ
ミ
の
よ
う
な
映
像
の
数
々
。
波

の
絵
。

「
や
っ
ぱ
り
君
は
僕
を
見
捨
て
て
し
ま
う
ん
だ
。
見
捨
て
て
し
ま

う
ん
だ
」

原
発
の
事
務
所
で
叫
ん
だ
声
が
い
つ
ま
で
も
耳
の
中
に
こ
だ
ま

し
て
い
た
。

あ
ゆ
み
は
イ
シ
ザ
カ
コ
ウ
ジ
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
よ
う
に
ハ

マ
ー
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
作
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

そ
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
構
築
が
終
わ
れ
ば
、
き
っ
と
私
は
逃
れ

ら
れ
る
。
き
っ
と
私
の
事
件
は
終
わ
る
。
だ
が
、
作
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も
作
れ
な
か
っ
た
。
君
は
、被
害
者
だ
。

被
害
者
が
加
害
者
に
囚
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
囚
わ
れ
か
ら
開

放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
警
察
や
医
者
が
い
う
。
だ
が
、
記

憶
と
時
間
と
感
情
は
取
り
返
せ
な
い
。
過
ぎ
去
っ
た
も
の
は
取
り

返
せ
な
い
の
だ
。

ね
え
、
で
も
、
こ
の
苦
し
み
は
、
愛
じ
ゃ
な
い
の
? 

あ
ゆ
み
は
そ
う
、
誰
か
に
今
日
も
訊
く
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
に
も

酷
す
ぎ
て
私
は
も
う
元
に
戻
れ
な
い
。
も
う
決
し
て
あ
な
た
の
こ

と
を
私
の
中
か
ら
消
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
傷
み
と
苦
し
み
は
二

度
と
繰
り
返
し
た
く
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
懐
か
し
い
。そ
し
て
、

私
は
も
う
誰
も
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
悲
し
そ
う
に
い
う

の
を
聞
く
だ
ろ
う
。
本
当
の
愛
な
ど
な
い
。
そ
し
て
、
嘘
っ
ぱ
ち

の
愛
も
な
い
。
何
に
も
囚
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

あ
ゆ
み
は
過
去
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
に
、
三
年
後
の
今
日

も
街
を
歩
く
。
人
々
の
姿
を
ま
る
で
遠
い
世
界
の
絵
画
の
よ
う
に

感
じ
な
が
ら
。
孤
独
に
。

了
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一
人
旅
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
、
こ
ん
な
感
じ
だ
。

そ
ん
な
に
背
の
高
く
な
い
や
せ
気
味
の
青
年
が
、
少
し
大
き

め
な
か
ば
ん
を
持
っ
て
一
人
列
車
に
乗
る
。
古
典
的
イ
メ
ー
ジ
に

沿
っ
て
各
駅
停
車
に
乗
る
の
も
い
い
が
、
現
代
な
の
で
新
幹
線
で

い
い
だ
ろ
う
。
金
に
は
別
に
困
っ
て
い
な
い
。
ど
う
せ
な
ら
、
で

き
る
だ
け
速
い
ほ
う
が
い
い
。

行
き
先
な
ん
て
決
ま
っ
て
い
な
い
。と
り
あ
え
ず
北
の
ほ
う
へ
。

窓
に
寄
り
か
か
っ
て
過
ぎ
行
く
風
景
を
眺
め
る
。
ガ
ラ
ス
に

映
っ
た
黒
目
が
、
左
か
ら
右
へ
ゆ
っ
く
り
と
動
き
、
す
ば
や
く
左

に
戻
っ
て
は
ま
た
ゆ
っ
く
り
右
に
動
く
。
こ
の
動
作
を
何
百
回
と

続
け
る
う
ち
に
、
も
う
東
京
は
は
る
か
遠
く
へ
去
っ
て
い
る
。

外
は
雨
。
七
月
の
大
学
の
試
験
は
二
科
目
だ
け
で
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
た
け
れ
ど
、
長
引
く
梅
雨
は
ま
だ
終
わ
り
き
っ
て
い

な
い
。
北
上
す
る
梅
雨
前
線
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
、
東
北
新
幹
線

は
走
る
。
畑
が
、
古
び
た
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
が
、
水
滴
で
に
じ
む
。

青
年
は
と
り
あ
え
ず
仙
台
で
降
り
て
み
た
。
乗
り
換
え
の
在
来

線
を
一
通
り
見
回
し
て
か
ら
、松
島
に
行
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

記
憶
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
日
本
三
景
の
一
つ
の
は
ず
だ
。

降
り
立
つ
と
、
期
待
を
寸
分
裏
切
ら
な
い
さ
び
れ
た
駅
だ
。
黄

土
色
の
壁
に
、
赤
い
屋
根
。
木
造
の
駅
舎
は
雨
が
し
た
た
っ
て
、

ど
こ
と
な
く
風
情
が
あ
る
。

安
い
民
宿
を
探
す
と
、
不
安
に
な
る
く
ら
い
あ
っ
さ
り
と
見
つ

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
部
屋
は
空
い
て
い
る
。
御
飯
は
ど
う
さ
れ
ま

す
か
、
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
素
泊
ま
り
で
、
と
答
え
た
。

畳
の
上
に
体
を
広
げ
て
天
井
を
見
る
。
黒
ず
ん
だ
蛍
光
灯
、
い

ま
に
も
落
ち
て
き
そ
う
な
剥
れ
か
け
た
木
片
。

携
帯
電
話
の
電
源
が
切
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
て
し
ば
し
目
を

閉
じ
る
。
あ
い
も
変
わ
ら
ず
、
雨
の
音
が
す
る
。
日
本
三
景
を
眺

め
に
行
く
気
は
し
な
い
。
名
前
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
来

て
み
た
だ
け
で
、
景
色
に
興
味
が
あ
る
わ
け
で
は
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
。

「
も
う
、
や
め
よ
う
」

僕
は
彼
女
に
言
っ
た
。
言
わ
れ
る
こ
と
は
薄
々
わ
か
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
好
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
い
は
少
し
相
手
を

理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
ど
ん
な
に
鈍
感

だ
っ
て
(
少
な
く
と
も
彼
女
は
僕
に
ほ
か
に
女
が
い
な
い
か
と
問

い
詰
め
な
い
程
度
に
は
鈍
感
だ
っ
た
)
、
相
手
が
別
れ
を
切
り
出

す
兆
候
く
ら
い
は
わ
か
る
。
彼
女
は
あ
ま
り
表
情
を
崩
さ
な
か
っ

た
。

「
な
ん
で
?
」

僕
を
責
め
て
い
る
の
か
自
分
自
身
を
責
め
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
声
で
、
両
手
で
持
っ
て
い
る
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
に
向

か
っ
て
彼
女
は
言
っ
た
。

「
な
ん
で
っ
て
言
わ
れ
て
も...

。
そ
の...
」

「
も
う
好
き
じ
ゃ
な
い
の
?
」

「
う
ん
、
ご
め
ん
」

「
そ
う
」

彼
女
は
コ
ッ
プ
か
ら
手
を
離
し
、
ス
ト
ロ
ー
の
入
っ
て
い
た
細

長
い
紙
を
ち
び
ち
び
と
千
切
り
だ
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
る
と
ま

る
で
、
僕
自
身
が
千
切
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
ア
イ
ス
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
の
入
っ
て
い
た
コ
ッ
プ
に
は
、
今
で
は
底
に
少
し
水
が

た
ま
っ
て
い
る
。

僕
は
ひ
と
つ
嘘
を
つ
い
た
。
別
に
好
き
じ
ゃ
な
い
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
で
も
好
き
だ
か
ら
っ
て
な
ん
な
の
だ
?
確
か
に
僕
は
彼
女
の

こ
と
を
好
き
だ
け
れ
ど
、
で
も
ほ
か
に
い
く
ら
で
も
好
き
な
女
の

子
は
い
る
し
、
矢
田
亜
希
子
に
仲
間
由
紀
恵
、
春
の
河
原
や
空
や

雲
も
好
き
、
ド
ラ
ク
エ
だ
っ
て
オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
だ
っ
て
、
メ
ザ

シ
だ
っ
て
好
き
だ
。
彼
女
が
メ
ザ
シ
以
下
な
わ
け
は
な
い
が
、
で

も
会
い
た
く
は
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
も
う
抱
き
た
く
な
い

か
ら
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。

抱
き
た
く
な
い
浮
気
相
手
と
い
う
の
は
、
な
ん
の
存
在
価
値
も

な
い
こ
と
の
最
高
級
の
比
喩
の
よ
う
な
も
の
だ
。
穴
の
空
い
た
コ

ン
ド
ー
ム
だ
っ
て
な
に
か
に
は
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

抱
き
た
く
な
い
浮
気
相
手
の
使
い
道
な
ん
て
あ
る
は
ず
も
な
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
一
緒
に
す
ご
す
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
!

わ
た
し
の
予
定
ど
う
し
て
く
れ
る
の
よ
!
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て

い
つ
も
の
よ
う
に
怒
り
ま
く
っ
て
く
れ
る
ほ
う
が
、
僕
と
し
て
は

ず
っ
と
楽
だ
っ
た
。
で
も
彼
女
は
た
だ
た
だ
黙
っ
て
い
た
。

や
が
て
彼
女
は
思
い
つ
い
た
よ
う
に
立
ち
上
が
り
、
荷
物
を
手

に
と
っ
て
無
言
で
外
に
出
た
。
僕
は
追
わ
な
か
っ
た
。
彼
女
は
振

り
返
ら
な
か
っ
た
。

次
の
朝
、
携
帯
を
開
く
と
五
月
に
な
っ
て
い
た
。
旅
に
出
よ
う

と
思
っ
た
。

一
人
旅
は
好
き
で
は
な
い
。
一
人
で
も
す
る
こ
と
の
あ
る
う
ち

は
悪
く
な
い
。
た
と
え
ば
京
都
。
神
社
仏
閣
を
め
ぐ
る
、
梅
を
み

る
、
悪
く
な
い
。
一
銭
洋
食
を
食
べ
、
抹
茶
パ
フ
ェ
を
食
べ
、
く

ず
き
り
ま
で
食
べ
て
み
る
、
悪
く
な
い
。

で
も
満
腹
で
、
も
う
歩
く
元
気
も
な
く
な
っ
た
と
き
僕
は
知
ら

な
い
街
で
た
だ
一
人
立
ち
尽
く
す
。
ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
、
漫

画
喫
茶
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
東
京
に
だ
っ
て
友
達

の
家
に
だ
っ
て
あ
る
「
ピ
ン
ポ
ン
」
を
、
全
五
巻
と
り
あ
え
ず
読

み
き
る
と
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

わ
ざ
わ
ざ
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
目
指
し
た
店
が
休
み
だ
っ
た
と

き
、
雪
で
外
に
出
る
気
が
し
な
い
と
き
、
隣
に
誰
か
い
な
い
と
こ

ん
な
些
細
な
こ
と
も
笑
い
飛
ば
せ
な
い
自
分
を
発
見
す
る
。

だ
か
ら
僕
が
旅
の
は
じ
め
に
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
地
方
出
身
の

友
達
に
連
絡
を
と
る
こ
と
だ
。
彼
ら
が
運
良
く
地
元
に
帰
っ
て
い

れ
ば
そ
こ
を
頼
っ
て
い
く
の
だ
。
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ

た
地
方
の
友
達
に
会
い
に
い
く
こ
と
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
と
き
付
き
合
っ
て
い
る
女
の
子
と
行
く
こ
と
も

あ
れ
ば
、
仲
間
と
大
勢
で
行
く
こ
と
も
あ
る
。
で
も
そ
れ
は
旅
行

で
あ
っ
て
旅
で
は
な
い
。
な
に
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
旅

で
、
な
に
が
起
こ
る
か
わ
か
っ
て
い
る
の
が
旅
行
だ
、
と
僕
は
勝

手
に
定
義
し
て
い
る
。
こ
ん
な
自
分
勝
手
な
定
義
が
、
僕
に
は
も

の
す
ご
く
た
く
さ
ん
あ
る
。
お
か
げ
で
僕
の
使
う
日
本
語
は
、
日

本
語
の
よ
う
で
日
本
語
で
は
な
い
。
結
局
は
言
葉
だ
っ
て
、
自
己

満
足
の
ツ
ー
ル
で
し
か
な
い
の
だ
。

僕
は
ず
っ
と
東
京
で
育
っ
た
の
で
、
い
っ
た
い
地
方
の
人
が
ど

ん
な
ふ
う
な
育
ち
方
を
す
る
も
の
な
の
か
、
ま
っ
た
く
見
当
が
つ

か
な
い
。

娯
楽
が
な
い
か
ら
初
体
験
が
早
い
と
か
、
み
ん
な
学
校
で
や
る

ん
だ
と
か
、
地
元
で
集
ま
っ
て
同
窓
会
を
や
る
と
三
次
会(?)

で

ラ
ブ
ホ
に
行
く
の
が
お
決
ま
り
の
コ
ー
ス
だ
と
か
、
そ
ん
な
わ

け
の
わ
か
ら
な
い
噂
が
出
回
っ
て
、
地
方
を
軽
蔑
し
つ
つ
も
内
心

ち
ょ
っ
と
羨
ん
だ
り
も
し
た
。

当
然
東
京
の
大
学
に
進
学
し
た
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
実
際
に
そ

ん
な
地
方
の
カ
ラ
フ
ル
な
噂
の
証
人
が
い
た
り
し
て
、
大
学
っ
て

す
ご
い
と
こ
ろ
だ
と
は
じ
め
は
思
っ
た
。

さ
て
、
三
人
目
に
し
て
よ
う
や
く
電
話
に
出
て
く
れ
た
大
学
の

サ
ー
ク
ル
の
後
輩
の
女
の
子
は
、
運
良
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
合
わ
せ
て
地
元
の
大
阪
に
帰
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
大
阪
と

も
な
る
と
、
性
生
活
は
東
京
と
大
差
な
い
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
小

汚
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

「
大
阪
に
な
に
し
に
く
る
ん
で
す
か
あ
?
」

 

と
彼
女
は
標
準
語
で
言
っ
た
。

「
う
ー
ん
、
た
こ
焼
き
食
い
た
い
な
」

「
あ
ー
お
い
し
い
た
こ
焼
き
や
さ
ん
知
っ
て
ま
す
よ
。
い
つ
来
る

ん
で
す
か
?
」

「
い
ま
行
く
よ
」

三
十
分
で
家
を
飛
び
出
し
、
そ
れ
か
ら
三
時
間
後
、
僕
は
新
大

阪
の
改
札
で
手
を
振
っ
て
い
る
後
輩
を
発
見
し
た
。
前
言
を
撤
回

す
る
。
こ
れ
は
旅
な
ん
か
じ
ゃ
な
く
て
、
た
だ
の
デ
ー
ト
だ
。

「
先
輩
い
ま
好
き
な
人
い
る
ん
で
す
か
あ
?
」

と
腕
の
中
で
白
い
肌
が
赤
く
照
っ
て
い
る
後
輩
が
言
っ
た
。
赤

い
の
は
恥
の
せ
い
で
も
暑
い
せ
い
で
も
な
く
、
単
に
照
明
が
赤
い

か
ら
だ
。
大
阪
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
は
東
京
の
そ
れ
よ
り
、
ち
ょ
っ
と

派
手
め
な
気
が
す
る
。

「
う
ん
、
い
る
よ
」

ベ
ッ
ド
の
中
で
は
つ
い
正
直
に
な
る
―
悪
い
癖
だ
。

「
ド
ラ
マ
み
た
い
に
、
そ
れ
は
君
だ
、
と
か
言
っ
て
く
れ
な
い
ん

で
す
か
あ
?
」

と
赤
い
照
明
に
向
か
っ
て
後
輩
が
言
う
。

僕
は
黙
っ
て
い
た
。
ど
う
答
え
て
も
嘘
に
な
る
よ
う
な
気
が
し

た
か
ら
だ
。
後
輩
の
こ
と
は
、
僕
は
と
て
も
好
き
だ
。
で
も
「
と

び
っ
き
り
」
で
は
な
い
し
、
た
ぶ
ん
彼
女
の
問
い
に
は
「
と
び
っ

き
り
」
が
省
略
さ
れ
て
い
た
。
ド
ラ
マ
の
「
好
き
」
は
、い
つ
だ
っ

て
「
と
び
っ
き
り
」
な
の
だ
。

彼
女
の
顔
は
僕
の
腕
を
転
が
っ
て
、
い
ま
目
の
前
に
現
れ
た
。

長
い
キ
ス
を
し
て
、
突
然
飛
び
起
き
た
後
輩
は

「
カ
ラ
オ
ケ
し
ま
し
ょ
ー
」

 

と
明
る
く
叫
ん
だ
。

「
お
お
、
や
る
か
」

「
歌
っ
て
く
だ
さ
い
よ
」

「
ど
ん
な
の
が
い
い
?
」

「
先
輩
ら
し
い
や
つ
」

「
俺
ら
し
い
や
つ
ね
え...

」

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
あ
る
分
厚
い
本
で
曲
を
探
す
。
番
号
を
言
っ

て
彼
女
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
、
歪
ん
だ

音
が
流
れ
出
す
。

あ
ー 

だ
か
ら
今
夜
だ
け
は
君
を
抱
い
て
い
た
い

あ
ー 

明
日
の
今
頃
は
僕
は
汽
車
の
中

確
か
に
、
な
に
が
起
こ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
で
も
そ
れ
は
こ

れ
が
旅
だ
か
ら
で
は
な
く
て
、
僕
ら
が
男
と
女
だ
か
ら
だ
。

愛
に
終
わ
り
が
あ
っ
て
、
心
の
旅
が
始
ま
る
。

愛
す
る
人
と
い
え
ば
、
こ
の
二
十
一
年
の
生
涯
で
、
た
ぶ
ん

一
人
だ
け
い
る
。「
た
ぶ
ん
」
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
と
か

ら
振
り
返
れ
ば
こ
ん
な
も
の
は
愛
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
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だ
。愛

と
い
う
も
の
を
言
葉
に
表
す
の
は
、
い
つ
だ
っ
て
困
難
だ
。

結
局
そ
れ
は
実
体
の
な
い
単
な
る
思
い
込
み
で
、
文
字
に
し
て
し

ま
う
と
い
っ
た
い
ど
こ
ら
辺
が
愛
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
す
ご
く
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る
と
真
っ
先
に
佳
奈

に
伝
え
た
く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
と
き
、
俺
は
た
ぶ
ん
こ
い
つ

を
愛
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
、
と
思
う
。

じ
ゃ
あ
な
に
が
す
ご
く
う
れ
し
い
こ
と
な
の
か
と
言
え
ば
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
う
ち
の
一
つ
が
「
佳
奈
が
笑
顔
で
い
る
こ
と
」
だ
。

そ
ん
な
こ
と
に
思
い
当
た
る
と
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
愛
だ
、
と
持
つ

べ
き
な
の
か
持
つ
べ
き
で
な
い
の
か
わ
か
ら
な
い
自
信
を
持
つ
こ

と
に
な
る
。

問
題
は
、佳
奈
が
僕
の
こ
と
を
愛
し
て
く
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、

単
純
で
あ
り
き
た
り
な
問
題
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
事
態
は
結
構
深

刻
だ
っ
た
り
す
る
。

 

「
好
き
な
人
が
い
る
の
に
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
私
と
会
っ
て
る
ん

で
す
か
あ
?
」

と
今
日
三
軒
目
の
た
こ
焼
き
屋
で
彼
女
は
言
っ
た
。
心
斎
橋
の

「
憂
憂
堂
」
だ
。
こ
こ
の
た
こ
焼
き
は
、
と
に
か
く
う
ま
い
。
も

し
か
し
た
ら
本
場
の
大
阪
人
に
言
わ
せ
れ
ば
邪
道
な
の
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
ポ
ン
酢
に
つ
け
て
食
べ
る
こ
の
た
こ
焼
き
は
芸
術

の
域
に
達
し
て
い
る
。

「
そ
う
だ
ね
、
ち
ょ
っ
と
複
雑
で
さ
」

「
告
白
し
て
み
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

「
い
や
、
付
き
合
っ
て
は
い
る
ん
だ
よ
。
も
う
二
年
も
ね
」

後
輩
が
し
ば
ら
く
黙
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
カ
リ
カ
リ
し
た
た

こ
焼
き
の
最
初
の
一
個
の
あ
ま
り
の
う
ま
さ
に
感
激
し
た
か
ら
だ

け
で
は
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

「
で
も
ね
、
ど
う
も
愛
さ
れ
て
る
感
じ
が
し
な
い
ん
だ
」

「
先
輩
っ
て
そ
う
い
う
悩
み
を
超
越
し
て
る
の
か
と
思
っ
て
ま
し

た
」

「
い
や
、
あ
る
意
味
で
は
俺
は
誰
よ
り
も
子
供
だ
と
思
う
。
俺
も

彼
女
も
、
永
遠
に
手
に
入
ら
な
い
も
の
を
追
い
か
け
て
、
も
が
き

苦
し
ん
で
い
る
ん
だ
」

「
そ
う
口
で
は
言
っ
て
も
、
信
じ
て
る
と
こ
あ
り
ま
す
よ
ね
?
」

「
う
ん
、
そ
こ
が
問
題
な
ん
だ
よ
な
」

「
傷
つ
け
た
か
っ
た
ら
、
傷
つ
け
て
も
い
い
で
す
。
で
も
、
こ
れ

以
上
ほ
か
の
誰
か
を
、
傷
つ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
」

一
緒
に
東
京
ま
で
帰
っ
て
き
た
後
輩
は
、
別
れ
際
に
珍
し
く
真

面
目
な
顔
で
そ
う
言
っ
た
。
僕
は
確
か
に
う
な
ず
い
た
は
ず
だ
っ

た
し
、
確
か
に
二
週
間
く
ら
い
は
そ
の
約
束
を
守
っ
た
の
だ
。
で

も
結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
約
束
を
守
り
通
す
こ
と
は
、
か
な
わ
な

か
っ
た
。

傷
つ
い
た
―
言
う
の
は
簡
単
だ
。
で
も
本
当
は
人
は
そ
ん
な
に

簡
単
に
傷
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
二
十
歳
に
も
な
っ
て
、
よ
く
知

り
も
し
な
い
男
と
の
恋
が
一
ヶ
月
で
終
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
本

格
的
に
傷
つ
い
て
し
ま
う
よ
う
な
女
の
子
が
い
る
は
ず
も
な
い
。

問
題
は
傷
つ
い
た
ふ
り
を
す
る
の
が
可
愛
い
と
思
い
込
ん
で
い

る
女
の
子
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
そ
し
て
ど
う
や
ら
そ
れ
を
本
当
に

可
愛
ら
し
く
感
じ
て
し
ま
う
男
が
こ
れ
ま
た
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

だ
。
そ
れ
で
結
局
の
と
こ
ろ
、
僕
は
女
の
子
を
傷
つ
け
た
極
悪
人

と
し
て
断
罪
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

で
も
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
女
の
子
の
方
だ
っ
て
僕
が
愛
な
ん

て
ひ
と
か
け
ら
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
を
知
っ
て
い
た
は
ず

な
の
だ
。
本
当
に
利
用
さ
れ
て
捨
て
ら
れ
た
の
は
僕
の
方
だ
し
、

で
も
そ
ん
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
誰
も
信
じ
て
は
く
れ
な
い
。

女
の
子
は
本
当
は
、
愛
さ
れ
て
い
な
い
ほ
う
が
気
楽
な
ん
だ

と
思
う
。
ち
ょ
っ
と
突
き
放
さ
れ
た
く
ら
い
の
ほ
う
が
き
っ
と
、

相
手
に
期
待
し
た
り
さ
れ
た
り
し
な
く
て
い
い
分
や
り
や
す
い
の

だ
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
僕
の
仮
説
に
過
ぎ
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
僕

と
い
う
男
の
子
に
対
す
る
需
要
が
そ
こ
そ
こ
存
在
す
る
こ
と
が
、

そ
の
仮
説
を
証
明
す
る
に
十
分
な
証
拠
だ
と
思
っ
て
い
る
。

結
局
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
過
ぎ
て
か
ら
夏
休
み
に
入
る
ま

で
の
間
に
、
僕
は
五
人
の
女
の
子
と
寝
た
。
多
い
と
言
え
ば
多
い

し
、そ
う
で
も
な
い
と
言
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。誰
と
ど
こ
に
行
っ

て
ど
ん
な
会
話
を
し
た
か
を
き
ち
ん
と
覚
え
て
お
く
に
は
ち
ょ
っ

と
多
す
ぎ
る
け
れ
ど
、
一
週
間
に
一
度
は
デ
ー
ト
し
て
な
お
か
つ

週
休
二
日
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ー
ト
す
る
と
き
に
気
を
つ

け
る
こ
と
は
、
名
前
を
呼
ば
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
思
い
出

話
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

東
京
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
も
後
輩
と
は
二
人
で
頻
繁
に
会
っ

た
。
し
ま
い
に
は
僕
は
よ
く
後
輩
の
家
に
泊
ま
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

六
月
の
終
わ
り
、
ふ
と
思
い
つ
い
て
後
輩
に
尋
ね
て
み
た
。

「
お
前
っ
て
、
彼
氏
と
か
い
る
の
か
?
」

「
先
輩
っ
て
ほ
ん
と
に
変
で
す
よ
ね
え
?
」

「
な
に
が
?
」

「
そ
う
い
う
の
っ
て
普
通
、
最
初
に
聞
く
も
ん
で
す
よ
」

「
そ
う
い
う
も
ん
か
。
ま
あ
聞
か
な
く
て
も
見
当
は
つ
く
か
ら
、

別
に
聞
か
な
く
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
さ
」

後
輩
は
な
に
が
面
白
い
の
か
、
大
き
な
声
で
笑
っ
た
。
僕
は
な

ん
だ
か
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
、
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
近
週
二
回

は
寝
床
に
な
っ
て
い
る
後
輩
の
ベ
ッ
ド
は
、
な
ぜ
か
と
て
も
寝
ご

ご
ち
が
良
い
。

寝
相
が
悪
い
せ
い
で
、
僕
は
時
々
ベ
ッ
ド
を
一
人
で
占
領
し
て

し
ま
う
ら
し
い
。
そ
う
な
る
と
後
輩
は
こ
そ
こ
そ
と
抜
け
出
し
て

ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
。
僕
は
そ
の
こ
と
に
ド
ア
が
閉
ま
る
冷

た
い
音
で
気
づ
く
。
僕
し
か
存
在
し
な
い
部
屋
、
で
も
僕
の
居
場

所
で
は
な
い
部
屋
。
布
団
を
直
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
右
半
分
に
お
さ

ま
る
よ
う
に
寝
て
み
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
も

ち
ろ
ん
後
輩
は
帰
っ
て
こ
な
い
。

僕
の
も
の
で
は
な
い
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
囲
ま
れ
る
こ
と
に
耐
え

切
れ
ず
、
一
度
そ
の
部
屋
を
思
い
っ
き
り
散
ら
か
し
て
や
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
で
も
結
局
次
の
朝
の
僕
の
行
動
と
い
え
ば
、
後
輩
が

帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
大
急
ぎ
で
部
屋
を
片
付
け
る

こ
と
だ
っ
た
。
完
璧
に
元
通
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
気

が
付
い
て
僕
は
少
し
愕
然
と
し
た
。
こ
ん
な
風
に
他
人
の
部
屋
に

慣
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し

て
そ
の
他
人
と
い
う
の
は
、
家
族
で
も
恋
人
で
す
ら
な
い
、
ほ
ん

と
う
に
た
だ
の
他
人
な
の
だ
。

帰
っ
て
き
た
後
輩
は
、
抜
け
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
特
に
な
ん

の
コ
メ
ン
ト
も
せ
ず
、
遅
め
の
朝
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
僕
も
な
に
も
聞
か
ず
に
味
噌
汁
を
す
す
る
。
こ
れ
は
た
ぶ

ん
後
輩
が
作
る
二
度
目
の
朝
ご
は
ん
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
、
と
思
っ

て
少
し
悲
し
く
な
る
。
で
も
二
番
目
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、
僕
ら
は

こ
う
や
っ
て
い
つ
ま
で
も
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
い
ら
れ
る
の
だ
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
、
後
輩
は
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
昼
に
な
っ

て
も
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
初
め
て
だ
。
仕
方
な
く
僕
は
遅
め

の
昼
ご
は
ん
を
食
べ
に
出
て
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
や
り
な
が
ら
夜

を
待
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
や
は
り
後
輩
は
戻
ら
な
か
っ
た
。

夕
飯
は
ピ
ザ
を
と
っ
た
。
出
る
の
も
億
劫
だ
っ
た
し
、
後
輩
が

い
ま
に
も
帰
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
落
ち
着
か
な
い

気
が
し
た
か
ら
だ
。

住
所
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
ら
へ
ん
に
ほ
っ
ぽ
り
だ

し
て
あ
っ
た
学
生
証
を
見
た
。
眼
鏡
を
か
け
た
神
妙
な
顔
つ
き
か

ら
は
、
と
て
も
セ
ッ
ク
ス
の
時
の
顔
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
に
載
っ
て
い
た
名
前
は
、
僕
が
思
っ
て
い
た
の
と
は
全
然
別
の

名
前
だ
っ
た
。
名
前
を
呼
ば
な
い
習
慣
は
ほ
ん
と
う
に
よ
く
役
に

立
つ
の
だ
。
で
も
携
帯
の
メ
モ
リ
ー
に
く
ら
い
、「
大
阪
」と
か「
テ

ニ
ス
」
と
か
「
ピ
ン
ク
」
と
か
い
う
便
宜
的
な
名
前
だ
け
で
な
く

て
、
き
ち
ん
と
本
名
を
入
れ
て
お
く
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
気
も
す
る
。

帰
っ
て
こ
な
い
理
由
は
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。
電
話
に
も

出
な
い
し
、
メ
ー
ル
も
返
っ
て
こ
な
い
。
僕
が
一
体
な
に
を
し
た

と
い
う
の
だ
ろ
う
。
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
に
は

あ
っ
た
が
、そ
れ
は
楽
観
的
に
す
ぎ
る
憶
測
と
い
う
べ
き
だ
っ
た
。

前
日
の
出
来
事
を
何
度
頭
に
描
い
て
も
、思
い
当
た
る
節
は
な
い
。

敢
え
て
い
つ
も
と
の
違
い
を
探
す
な
ら
「
お
前
っ
て
、
彼
氏
と

か
い
る
の
か
?
」
と
い
う
そ
の
一
言
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
の

彼
女
の
甲
高
い
笑
い
声
だ
っ
た
。

だ
い
た
い
ピ
ザ
の
宅
配
便
と
一
緒
に
、
後
輩
は
現
れ
た
。

 

僕
が
ピ
ザ
の
一
口
目
を
か
じ
ろ
う
と
し
て
い
る
と
、
台
所
で
サ

ラ
ダ
を
作
り
出
し
た
後
輩
が
、背
中
を
向
け
た
ま
ま
こ
う
言
っ
た
。

「
わ
た
し
、
旅
は
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

「
旅
?
」

「
そ
う
、
心
の
旅
」

「
お
う
ち
に
帰
る
の
?
」

「
そ
う
、
そ
れ
も
い
ま
す
ぐ
ね
」

僕
が
黙
っ
て
食
べ
て
い
る
と
、
彼
女
が
叫
ん
だ
。

「
い
ま
す
ぐ
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
!
」

「
急
に
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
。
そ
の
、
ま
だ
ピ
ザ
も
残
っ
て

る
し
」

「
こ
の
サ
ラ
ダ
先
輩
の
た
め
に
作
っ
て
る
と
思
っ
て
る
ん
で
す

か
?
こ
れ
自
分
で
食
べ
る
ん
で
す
よ
。
ピ
ザ
だ
け
じ
ゃ
栄
養
偏
っ

ち
ゃ
う
か
ら
」

と
い
う
こ
と
は
、
後
輩
は
こ
の
ピ
ザ
を
夕
飯
に
す
る
つ
も
り
な

の
だ
。
俺
の
夕
飯
を
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
よ
!
と
叫
ん
で
や
ろ

う
と
思
っ
た
が
、
や
め
て
お
い
た
。
僕
は
黙
っ
て
立
ち
上
が
り
、

荷
物
を
ま
と
め
た
。
そ
の
間
、
彼
女
の
背
中
は
熱
心
に
サ
ラ
ダ
を

作
っ
て
い
た
。

出
て
行
く
と
き
、
な
に
か
言
う
べ
き
か
迷
っ
た
け
れ
ど
、
結
局

な
に
も
言
わ
な
か
っ
た
。
後
輩
は
、
も
ち
ろ
ん
追
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
僕
も
振
り
返
ら
な
か
っ
た
。
ピ
ザ
の
に
お
い
だ
け
が
、
い
つ

ま
で
も
鼻
に
残
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
試
験
が
始
ま
る
ま
で
、
僕
は
誰
と
も
デ
ー
ト
し
な

か
っ
た
。
全
て
の
授
業
に
出
て
、
友
達
に
驚
か
れ
た
。
僕
は
め
っ

た
な
こ
と
で
は
学
校
に
行
か
な
い
タ
イ
プ
だ
か
ら
だ
。

で
も
、
さ
す
が
に
も
う
試
験
が
近
い
か
ら
な
、
と
言
う
と
み

ん
な
納
得
し
て
く
れ
た
。
本
当
に
納
得
し
た
の
か
納
得
し
た
ふ
り

を
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
納
得
な
ん
て
し
て
ほ
し
く
な

か
っ
た
。

佳
奈
に
も
連
絡
を
と
ら
な
か
っ
た
。
佳
奈
の
方
か
ら
連
絡
が
来

る
か
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
全
く
音
沙
汰
な
し
だ
っ
た
。
そ
う
い
え

ば
、
連
絡
を
と
る
の
は
い
つ
も
自
分
の
方
か
ら
だ
っ
た
。
僕
が
会

い
た
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
彼
女
は
僕
の
こ
と
な
ん
て
思
い
出
し

も
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

語
学
の
テ
ス
ト
を
受
け
、
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
レ
ポ
ー
ト

を
き
ち
ん
と
仕
上
げ
、
2
つ
し
か
な
い
期
末
試
験
を
受
け
る
と
、

僕
は
完
全
に
自
由
の
身
と
な
っ
た
。
自
由
と
は
し
か
し
、
な
に
も

で
き
な
い
の
と
ほ
ぼ
同
義
だ
っ
た
。
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す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
一
人
、
旅
に
出
た
。
型
に
は
ま
り

す
ぎ
て
い
て
嫌
だ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
ま
ま
東
京
に
い
た
ら
本
当

に
自
分
が
腐
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
。
ふ
て
く
さ
れ
る
、
と
い

う
意
味
で
は
な
く
て
、
暗
く
湿
っ
た
と
こ
ろ
で
木
が
朽
ち
て
い
く

よ
う
に
、
文
字
ど
お
り
腐
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
の
だ
。

行
き
先
は
決
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
の
な
い

と
こ
ろ
に
行
こ
う
、
と
思
っ
た
。
行
っ
た
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
に

行
く
の
は
実
に
簡
単
な
こ
と
だ
っ
た
。
僕
は
寒
い
と
こ
ろ
が
嫌
い

で
い
つ
も
西
の
方
に
ば
か
り
行
く
の
だ
。だ
か
ら
僕
は
向
か
っ
た
。

北
へ
。

ど
れ
だ
け
の
間
、
民
宿
の
畳
に
身
を
浸
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

僕
は
ず
っ
と
天
井
を
み
て
い
た
。も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
天
井
は
あ
る
。

で
も
な
に
も
見
え
な
か
っ
た
。
音
も
色
も
な
い
世
界
で
唐
突
に
、

携
帯
電
話
が
空
気
を
震
わ
せ
た
。

見
え
な
い
モ
ノ
を
見
よ
う
と
し
て 

望
遠
鏡
を
覗
き
込
ん
だ

静
寂
を
切
り
裂
い
て 

い
く
つ
も
声
が
生
ま
れ
た
よ

久
々
に
き
く
『
天
体
観
測
』
は
、
佳
奈
の
着
信
音
だ
っ
た
。
決

し
て
押
し
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
通
話
ボ
タ
ン
を
押

し
た
。
僕
の
も
し
も
し
、
に
少
し
間
を
お
い
て
か
ら
聞
こ
え
て
き

た
声
は
な
ぜ
か
、
佳
奈
で
は
な
か
っ
た
。

「
も
し
も
し
」

「
佳
奈
?
お
い
佳
奈
じ
ゃ
な
い
の
か
?
」

「
佳
奈
さ
ん
は
死
ん
じ
ゃ
い
ま
し
た
」

「
死
ん
だ
?
ど
う
し
て
?
」

「
わ
た
し
が
殺
し
た
か
ら
で
す
よ
お
」

誰
だ
お
前
は
!
と
叫
び
そ
う
に
な
っ
て
、
気
が
付
い
た
。
こ
の

声
は
後
輩
だ
。

「
な
ん
で
殺
し
た
?
」

「
な
ん
で
っ
て
言
わ
れ
て
も...

。
先
輩
が
佳
奈
さ
ん
を
殺
せ
っ
て

言
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

「
い
つ
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
?
俺
は
そ
ん
な
覚
え
は
な
い
ぞ
。

大
体
、
な
ん
で
お
前
は
俺
の
付
き
合
っ
て
る
女
が
佳
奈
だ
っ
て

知
っ
て
る
ん
だ
?
」

「
そ
れ
は
、
も
の
の
見
方
が
あ
ま
り
に
一
面
的
に
過
ぎ
ま
す
。
ど

れ
だ
け
言
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
な
に
も
言
わ
な

く
た
っ
て
わ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

気
だ
る
く
甘
い
後
輩
の
し
ゃ
べ
り
方
が
突
然
、
緊
張
感
を
持
っ

た
早
い
口
調
に
な
っ
た
と
き
背
筋
に
寒
い
も
の
が
走
り
、
僕
は
な

に
も
口
を
挟
め
な
く
な
っ
た
。
彼
女
の
セ
リ
フ
は
僕
の
質
問
の
答

え
で
は
全
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
そ
れ
を
指
摘
す
る
余
裕
な
ん
て
と

て
も
な
か
っ
た
。

「
先
輩
と
寝
て
い
る
と
、
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
人
は
こ
の
場
で
は

女
の
子
が
求
め
て
い
る
も
の
を
過
不
足
な
く
あ
た
え
る
こ
と
が
で

き
る
人
な
ん
だ
っ
て
。
で
も
そ
れ
は
だ
た
こ
の
場
だ
け
の
こ
と
な

ん
で
す
。
先
輩
は
、
先
輩
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
に
も
与
え
よ

う
と
し
な
い
ん
で
す
。
そ
ん
な
風
に
、
即
物
的
に
扱
わ
れ
て
き
た

女
の
子
の
存
在
を
、
わ
た
し
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
女
の

子
た
ち
は
み
ん
な
、
そ
ん
な
扱
い
に
傷
つ
く
わ
け
で
も
不
満
な
わ

け
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
は
先
輩
の
と
く
ち
ょ
う
―
長
い
ほ
う
の

特
長
で
す
よ
―
で
、
最
大
の
欠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
っ
て
先
輩

は
、
そ
う
い
う
そ
の
場
だ
け
の
付
き
合
い
に
な
ん
て
満
足
し
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
な
に
か
を
与
え
て
く
れ
る

女
の
子
を
い
つ
だ
っ
て
求
め
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
佳
奈
さ
ん
に
も
た
ぶ
ん
先
輩
は
、
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
に
も

与
え
て
い
な
い
し
与
え
ら
れ
て
も
い
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
を
与
え

合
え
る
よ
う
な
予
感
が
先
輩
を
佳
奈
さ
ん
に
執
着
さ
せ
て
い
ま

す
。
佳
奈
さ
ん
も
そ
ん
な
こ
と
く
ら
い
分
か
っ
て
い
ま
す
。
で
も

佳
奈
さ
ん
は
思
う
ん
で
す
。『
わ
た
し
に
は
与
え
る
こ
と
の
で
き

る
よ
う
な
な
に
か
な
ん
て
持
っ
て
い
な
い
』
っ
て
。
先
輩
は
、
そ

う
い
う
風
に
思
わ
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
。
世
界
が

完
結
し
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
か
、
と
に
か
く
誰
か
が
割
り
込
む
隙

な
ん
て
な
ん
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
き
っ
と
佳

奈
さ
ん
は
わ
た
し
に
、
殺
し
て
っ
て
頼
ん
だ
ん
で
す
」

佳
奈
が
後
輩
に
殺
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
?
さ
っ
き
は
僕
が
頼

ん
だ
と
言
っ
て
い
な
か
っ
た
か
?

「
先
輩
は
い
ま
、
さ
っ
き
は
俺
が
頼
ん
だ
っ
て
言
っ
て
た
の
に
、

と
思
い
ま
し
た
ね
?
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
、
言
わ
な
く
た
っ
て
わ

か
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
先
輩
は
も
の
の
見
方
が
一
面
的
に
過
ぎ

る
ん
で
す
。
も
の
ご
と
は
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
て
常
に
た
く
さ
ん
の

面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
面
で
は
先
輩
が
佳
奈
さ
ん
を
殺
し
、

あ
る
面
で
は
佳
奈
さ
ん
が
佳
奈
さ
ん
自
身
を
殺
し
、
あ
る
面
で
は

わ
た
し
が
わ
た
し
の
意
志
で
佳
奈
さ
ん
を
殺
し
、
あ
る
面
で
は
佳

奈
さ
ん
は
ま
だ
元
気
に
生
き
て
い
る
ん
で
す
。
結
局
ど
れ
だ
っ
て

同
じ
こ
と
な
ん
で
す
。
あ
と
は
先
輩
が
ど
う
考
え
る
か
、
た
だ
そ

れ
だ
け
の
こ
と
な
ん
で
す
」

後
輩
は
一
気
に
ま
く
し
立
て
る
と
、
も
う
な
に
も
言
う
こ
と
は

な
い
、
と
い
う
よ
う
に
黙
り
こ
く
っ
た
。

佳
奈
の
部
屋
が
目
の
前
に
現
れ
た
。
佳
奈
は
窓
に
向
か
っ
て

立
っ
て
い
て
、
僕
は
ガ
ラ
ス
に
映
る
彼
女
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。髪
は
も
う
何
日
間
も
洗
っ
て
い
な
い
よ
う
に
ぼ
さ
ぼ
さ
で
、

目
は
赤
く
、
顔
は
腫
れ
て
い
た
。
こ
ん
な
ひ
ど
い
表
情
の
佳
奈
は

見
た
こ
と
が
な
い
。
僕
は
彼
女
に
近
づ
こ
う
と
す
る
が
、
金
縛
り

に
あ
っ
て
動
け
な
い
。
部
屋
の
入
り
口
に
突
っ
立
っ
て
佳
奈
を
見

て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
後
輩
が
入
っ
て
く
る
。
僕
は
そ
の

こ
と
を
必
死
に
佳
奈
に
伝
え
よ
う
と
す
る
。
佳
奈
は
全
く
気
づ
か

な
い
。
後
輩
は
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
か
、
銃
を
持
っ
て
い
る
。

両
手
で
そ
れ
を
構
え
、
狙
い
を
つ
け
る
と
、
音
も
な
く
弾
が
発
射

さ
れ
佳
奈
の
頭
に
め
り
込
ん
だ
。佳
奈
は
立
っ
た
ま
ま
動
か
な
い
。

で
も
僕
に
は
わ
か
る
。
彼
女
が
間
違
い
な
く
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
。
わ
か
る
は
ず
な
の
に
、ど
ん
な
感
情
も
沸
い
て
こ
な
い
。

空
っ
ぽ
の
心
で
僕
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
佳
奈
を
見
て
い
る
。
そ
う

い
え
ば
、
後
輩
は
も
う
ど
こ
に
も
い
な
い
。
意
識
が
な
ぜ
か
急
速

に
薄
れ
て
い
く
。
悲
し
く
も
、
暖
か
く
も
、
辛
く
も
、
幸
福
で
も

な
い
。
五
感
が
完
全
に
失
わ
れ
て
い
る
。
僕
は
、
無
だ
。

 

場
面
は
再
び
畳
の
部
屋
に
戻
っ
て
い
る
。
僕
は
我
に
返
っ
て
、

電
話
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
。
ど
う
い
う
こ
と
だ
!
と
。
し
か
し
受
話

器
の
向
こ
う
に
は
誰
の
気
配
も
な
い
。
お
い
!
と
も
う
一
度
叫
ぶ

が
や
は
り
誰
に
も
届
い
て
い
な
い
。
電
話
の
画
面
を
見
る
と
真
っ

暗
だ
っ
た
。
部
屋
も
、
も
う
ほ
と
ん
ど
闇
に
包
ま
れ
よ
う
と
し
て

い
た
。

夢
を
み
た
の
だ
、
と
よ
う
や
く
気
が
付
い
た
。
そ
も
そ
も
東
京

を
出
る
と
き
僕
は
携
帯
の
電
源
を
切
っ
た
の
だ
し
、
こ
こ
に
着
い

た
と
き
に
も
そ
れ
を
確
認
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

僕
は
、
僕
自
身
の
脳
が
夢
の
中
で
後
輩
に
言
わ
せ
た
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
。
与
え
る
与
え
ら
れ
る
と
か
、
そ
ん
な
や
や
こ

し
い
こ
と
の
た
め
に
僕
は
佳
奈
と
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

佳
奈
が
生
き
て
い
る
と
い
う
保
証
は
確
か
に
な
い
。
も
う
い
つ

か
ら
佳
奈
の
声
を
聞
い
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
確
か
、
前
に
会
っ

た
の
は
一
ヶ
月
前
だ
。
そ
の
と
き
佳
奈
は
ひ
ど
く
疲
れ
た
顔
を
し

て
い
た
。僕
に
は
そ
の
顔
を
ど
う
し
て
や
る
こ
と
も
、で
き
な
か
っ

た
。な

ぜ
佳
奈
な
の
だ
ろ
う
。
後
輩
で
も
ほ
か
の
女
の
子
で
も
な
く

て
、
な
ぜ
佳
奈
な
の
だ
ろ
う
。
も
の
の
見
方
が
一
面
的
に
過
ぎ
る

ん
で
す
、
と
後
輩
は
言
っ
た
。
そ
の
場
で
過
不
足
な
く
な
に
か
を

与
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
佳
奈
な
の
か
も
し
れ

な
い
、
と
そ
の
時
ふ
と
思
っ
た
。
勢
い
余
っ
て
与
え
す
ぎ
ち
ゃ
っ

た
り
、
な
に
を
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
て
途
方
に

く
れ
て
み
た
り
。
そ
し
て
欲
し
い
も
の
が
も
ら
え
な
く
て
ダ
ダ
を

こ
ね
て
み
た
り
。

そ
う
い
え
ば
、
ほ
か
の
女
の
子
に
は
、
特
別
な
に
か
し
て
欲
し

い
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
佳
奈

だ
っ
た
ら
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
抱
き
し
め
た
い
し
抱
き
し
め
て
欲
し
い

し
、
頭
を
な
で
て
あ
げ
て
な
で
て
も
ら
い
た
い
。
で
も
じ
ゃ
あ
そ

れ
が
な
ん
で
な
の
か
、
と
言
わ
れ
た
ら
や
っ
ぱ
り
僕
に
は
わ
か
ら

な
か
っ
た
。

 

携
帯
の
電
源
を
入
れ
て
み
た
。
部
屋
が
そ
こ
だ
け
ふ
わ
っ
と
明

る
く
な
っ
た
。
時
計
表
示
は
八
時
半
、
も
う
夜
だ
。
念
の
た
め
に

メ
ー
ル
を
問
い
合
わ
せ
て
み
た
け
れ
ど
や
っ
ぱ
り
一
通
も
来
て
い

な
か
っ
た
。

暗
闇
の
僕
を
月
が
照
ら
し
て
い
る
。
星
が
見
え
る
。
遠
く
ま
で

来
て
し
ま
っ
た
の
だ
な
、
と
そ
の
星
に
思
っ
た
。
星
と
い
え
ば
、

望
遠
鏡
を
の
ぞ
い
て
み
た
ら
ど
ん
な
風
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
。
こ

の
ま
ま
拡
大
し
な
い
ほ
う
が
い
い
よ
う
な
気
が
、
な
ん
と
な
く
す

る
。そ

れ
か
ら
佳
奈
が
望
遠
鏡
を
担
い
で
い
る
図
を
想
像
し
て
み

て
、
可
笑
し
く
な
っ
た
。
お
世
辞
に
も
行
動
的
と
は
言
え
な
い
あ

い
つ
が
大
げ
さ
な
荷
物
を
し
ょ
っ
て
走
っ
て
き
た
ら
、
星
が
流
れ

た
っ
て
お
か
し
く
は
な
い
。
も
し
星
が
流
れ
た
な
ら
、
僕
ら
は
な

に
を
祈
る
の
だ
ろ
う
。

佳
奈
と
す
ご
し
た
日
々
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
と
て
も
じ
ゃ
な

い
け
れ
ど
僕
は
信
用
に
足
る
人
間
と
は
言
え
な
い
。
暇
を
見
つ
け

て
は
浮
気
を
し
て
、
浮
気
と
ま
で
行
か
な
く
て
も
女
の
子
と
遊
ん

で
。
で
も
そ
う
い
う
人
間
だ
か
ら
こ
そ
保
証
で
き
る
何
か
、
と
い

う
も
の
だ
っ
て
あ
る
。

 

「
一
途
」
な
人
間
を
僕
は
信
じ
な
い
。
だ
っ
て
そ
の
人
は
な
に
ゆ

え
に
「
一
途
」
な
の
だ
?
き
っ
と
そ
の
人
は
、
ニ
ッ
ポ
ン
で
は
人

は
決
ま
っ
た
一
人
の
相
手
と
し
か
寝
て
は
い
け
な
い
、
と
決
ま
っ

て
い
る
か
ら
一
途
な
だ
け
な
の
だ
。
そ
ん
な
人
に
限
っ
て
、
新
し

い
魅
力
的
な
相
手
を
見
つ
け
た
ら
、
い
ま
の
相
手
を
平
気
で
捨
て

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

平
気
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
、
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
そ
ん

な
傷
つ
き
ご
っ
こ
は
も
う
見
飽
き
た
。
い
っ
た
い
ど
こ
の
誰
が
、

本
気
で
好
き
で
は
な
い
相
手
が
傷
つ
く
の
を
、
心
か
ら
悲
し
む
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
?
本
当
に
平
気
で
は
な
い
の
な
ら
、
も

と
も
と
付
き
合
う
べ
き
な
ん
か
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
だ
。
人
は
そ
ん

な
簡
単
に
傷
つ
か
な
い
か
ら
、
誰
か
と
だ
け
付
き
合
っ
た
り
な
ん

て
芸
当
が
で
き
る
の
だ
。
馬
鹿
馬
鹿
し
い
。

正
直
に
告
白
す
れ
ば
、僕
は
い
ま
だ
に「
付
き
合
う
」こ
と
と「
結

婚
す
る
」
こ
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
結
婚
す
る
つ
も
り
も
な
い

の
に
、
な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
「
君
だ
け
と
愛
し
合
う
よ
」
み
た
い
な

約
束
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
恋
を
し
た
い
だ
け
な
ら
、
な
に
一
つ

約
束
な
ん
て
す
る
必
要
は
な
い
の
に
。
誰
か
一
人
と
だ
け
し
か
同

時
に
恋
が
で
き
な
い
な
ん
て
、そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
に
。

い
く
つ
も
の
関
係
性
の
中
か
ら
、
僕
は
佳
奈
と
の
関
係
性
が
最

良
の
も
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
時
が
た
っ
て
も
、
そ
の
関
係
性
は

少
な
く
と
も
、
最
良
な
も
の
の
う
ち
の
一
つ
で
は
あ
り
続
け
る
だ

ろ
う
。
ど
ん
な
形
を
と
る
に
せ
よ
、
僕
は
そ
の
関
係
性
を
大
事
に

守
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

僕
が
言
え
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
、
佳
奈
に
提
示
で
き
る
の
は

た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。
佳
奈
が
愛
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
も
っ
と
ず
っ
と
先
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
ん
な
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こ
と
は
起
こ
り
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
い
い
。
よ

く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
そ
ん
な
の
は
ご
く
些
細
な
問
題
で
し
か
な

い
の
だ
か
ら
。

東
京
に
帰
ろ
う
、
と
思
っ
た
。
も
う
こ
こ
に
い
る
意
味
な
ん
て

な
に
一
つ
な
い
。
ま
だ
広
げ
て
い
な
い
荷
物
を
手
に
取
っ
た
。
階

段
を
降
り
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
宿
を
出
る
。
あ
と
で
僕
が
い
な

い
の
に
気
づ
い
て
慌
て
ふ
た
め
く
人
た
ち
の
姿
を
思
い
描
い
て
実

に
愉
快
な
気
分
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
、
頓
珍
漢
な
名
前
と
偽

の
住
所
し
か
わ
か
ら
な
い
、
未
払
い
の
一
人
客
は
も
う
列
車
の
中

だ
。

 

『
天
体
観
測
』
で
今
度
は
飛
び
起
き
た
。
電
源
を
入
れ
た
ま
ま
、

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
す
る
の
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
周
り
の
乗

客
が
一
斉
に
眉
を
ひ
そ
め
て
い
る
。

僕
は
あ
わ
て
て
デ
ッ
キ
に
走
り
、
電
話
を
と
っ
た
。
今
度
は
間

違
い
な
く
佳
奈
の
声
だ
っ
た
。

「
元
気
?
」

と
佳
奈
は
聞
い
た
。

「
う
ん
つ
い
さ
っ
き
元
気
に
な
っ
た
よ
」

と
僕
は
答
え
た
。

「
ご
め
ん
う
る
さ
く
て
よ
く
聞
こ
え
な
い
や
」

と
佳
奈
は
大
き
め
な
声
で
言
う
。

「
い
ま
ね
、
旅
か
ら
帰
る
途
中
な
ん
だ
。
元
気
だ
か
ら
心
配
し
な

い
で
い
い
よ
」

と
僕
は
負
け
じ
と
叫
ぶ
よ
う
に
言
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
着
い
た
ら
電
話
し
て
」

「
う
ん
わ
か
っ
た
。
ね
え
、
佳
奈
?
」

「
な
に
?
」

「
い
や
、
な
ん
で
も
な
い
。
ま
た
な
」

「
う
ん
、
じ
ゃ
あ
ね
。...

あ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
!
」

「
な
に
?
」

「
雨
降
っ
て
る
?
」

「
え
、
今
日
朝
か
ら
ず
っ
と
晴
れ
て
る
じ
ゃ
ん
」

「
そ
、
そ
う
」

「
ど
う
し
て
?
」

「
う
う
ん
な
ん
で
も
な
い
。
じ
ゃ
あ
待
っ
て
る
ね
」

「
う
ん
、
バ
イ
バ
イ
」

今
回
は
夢
で
は
な
い
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
。
い
く
ら
な
ん

だ
っ
て
、
夢
か
夢
じ
ゃ
な
い
か
く
ら
い
僕
に
だ
っ
て
わ
か
る
。
け

れ
ど
も
、
本
当
は
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
で
も
な
い
。

こ
の
世
界
と
い
う
の
が
精
神
世
界
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
僕
ら
が

感
じ
た
こ
と
は
す
べ
て
現
実
で
あ
り
、
だ
か
ら
夢
だ
っ
て
現
実
の

ひ
と
つ
に
は
違
い
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
、
い
ま
こ
の
現
実
で
も
、

夢
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
て
、
そ
の
記
憶
が
現
実
に

お
け
る
感
情
や
行
動
に
し
っ
か
り
と
結
び
つ
い
て
い
る
な
ら
、
夢

だ
っ
て
結
局
は
現
実
な
の
だ
。
だ
か
ら
僕
ら
は
同
じ
と
こ
ろ
に
生

き
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
実
は
ま
っ
た
く
別
な
と
こ
ろ
に
生
き
て

い
る
。

席
に
戻
る
途
中
、
ビ
ニ
ー
ル
傘
を
持
っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
何
人
か
い
て
僕
は
そ
れ
を
不
思
議
に
思
っ
た
。
雨
が
降
っ
て
い

る
か
ど
う
か
を
佳
奈
に
尋
ね
ら
れ
た
の
も
気
に
な
っ
た
。
シ
ー
ト

に
身
を
沈
め
て
外
を
見
る
。
暗
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
雨
な
ん
て
降
っ
て
い
な
い
気
が
す
る
。

た
ぶ
ん
天
気
予
報
で
夜
は
雨
に
な
り
ま
す
、
と
で
も
言
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
彼
ら
は
夢
を
見
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
夢
の
中
で
は
雨
が
降
っ
て
い
て
、
そ
れ
と
混

同
し
て
傘
を
持
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
面
で
は
佳
奈
さ
ん
は
ま
だ
元
気
に
生
き
て
い
る
ん
で
す
。

結
局
ど
れ
だ
っ
て
同
じ
こ
と
な
ん
で
す
。
あ
と
は
先
輩
が
ど
う
考

え
る
か
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
ん
で
す
―
そ
う
後
輩
は
言
っ

た
。こ

の
現
実
で
は
佳
奈
は
ま
だ
生
き
て
い
る
し
、
つ
ぎ
夢
を
み
る

と
き
僕
は
佳
奈
の
隣
に
い
る
だ
ろ
う
。
帰
る
場
所
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ
っ
た
。
ひ
と
は
そ
の
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
に
旅
に
出
る
の
で
は
な
い
か
、
と
時
々
思
う
こ
と
が

あ
る
。

帰
り
着
く
ま
で
も
う
決
し
て
夢
を
み
な
い
よ
う
に
、
僕
は
し
っ

か
り
と
目
を
開
い
て
起
き
続
け
た
。
闇
を
駆
け
抜
け
て
き
た
本
日

最
後
の
新
幹
線
は
い
つ
の
間
に
か
、
ホ
テ
ル
の
ネ
オ
ン
が
目
立
つ

街
を
走
っ
て
い
る
。

了
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ア
も
き
っ
と
何
代
目
か
の
フ
ラ
ン
ド
ア
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ド
ア
は
、
そ
ん
な
地
に
住
む
者
た
ち
の
思
い
を
知
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
が
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る̶

̶

と
い
う
の
は
言

い
過
ぎ
に
し
て
も
、
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る̶

̶

と
い
う
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ア
は
他
の
動
物
の
言
葉
が
わ
か
っ

た
の
で
す
。
フ
ラ
ン
ド
ア
は
賢
い
鳥
で
し
た
。
そ
ん
な
半
ば
悪
意

に
近
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
者
に
対
し
て
も
寛
大
な
心
で
、
見
守

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

上
空
か
ら
見
渡
す
彼
ら
の
生
活
は
フ
ラ
ン
ド
ア
に
と
っ
て
興
味

深
い
も
の
で
し
た
。
あ
く
せ
く
働
く
彼
ら
は
何
年
経
っ
て
も
何
十

年
、
何
百
年
経
っ
て
も
一
向
に
裕
福
な
生
活
に
な
る
様
子
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
長
い
時
間
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
た
の
で
す
。フ
ラ
ン
ド
ア
に
は
と
て
も
不
思
議
で
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
同
じ
こ
と
を
ず
っ
と
繰
り
返
す
こ
と
で
わ
か
る

こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
フ
ラ
ン
ド
ア
が
山
を
往
復
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
で
し
た
。
で
す
が
、
未
だ
に
何
も

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
か
す
る
と
何
も
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
与
え
ら
れ
た
箱
に
い
つ
も
中
身
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
綺
麗
な
包
み
で
覆
わ
れ
て
い
て
も
中
身
が
大
し
た
こ
と
の
な

い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
何
か
わ
か
る
に

は
も
っ
と
長
い
時
間
が
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ド
ア

は
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
彼
ら
た
ち
を
フ
ラ
ン
ド
ア
の
住
む
東
の
山

で
良
く
み
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ア
は
初
め
気

に
か
け
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ど
う
も
彼
ら
は
フ
ラ

ン
ド
ア
を
捕
ま
え
よ
う
と
画
策
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
フ
ラ
ン

ド
ア
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
時
、
怒
り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
悲

し
み
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
そ
の
昔
、
あ
る
若
者
が
自
分
の
前
に
姿
を
見
せ
た
こ
と

を
思
い
出
す
の
で
し
た
。
あ
の
時
、
若
者
は
既
に
体
中
ボ
ロ
ボ
ロ

で
、
這
っ
て
フ
ラ
ン
ド
ア
の
い
る
頂
上
ま
で
よ
じ
登
ろ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ア
は
山
の
様
子
を
見
回
っ
て
い

る
時
で
、倒
れ
て
い
る
動
物
に
興
味
を
持
っ
て
近
づ
い
た
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ド
ア
は
話
し
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
若
者
は
少
し
驚
い

た
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
緑
の
カ
ラ
ス
か
」
と
言
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ア
は
若
者
を
足
で
掴
む
と
、

自
分
の
巣
ま
で
運
ん
で
い
き
ま
し
た
。
途
中
重
さ
で
ふ
ら
い
た
り

も
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
辿
り
着
く
と
、
彼
を
助
け
て
や
ろ
う

と
自
分
の
羽
に
く
ち
ば
し
を
入
れ
た
時
で
す
。

「
そ
の
羽
は
私
に
で
は
な
く
、
村
の
首
領
さ
ま
に
差
し
上
げ
て
く

れ
な
い
か
」

彼
は
そ
う
言
う
と
、
そ
の
ま
ま
目
を
閉
じ
、
全
身
力
が
抜
け
た

よ
う
に
だ
ら
り
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ア
は
彼
の
言
っ
た
言

葉
を
理
解
で
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ア
は
あ
ら
ゆ
る
言
葉
に
精
通

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
彼
の
言
葉
の
意
味
は
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
分
で
は
な
く
他
者
に
羽
を
あ
げ
て
く
れ
と
言
わ

れ
た
こ
と
は
今
ま
で
一
度
た
り
と
も
無
か
っ
た
か
ら
で
す
。
フ
ラ

ン
ド
ア
は
言
わ
れ
た
ま
ま
に
羽
を
村
に
落
と
し
、
そ
こ
か
ら
去
っ

て
い
き
ま
し
た
。

好
意
す
ら
抱
い
て
い
た
彼
ら
の
子
孫
が
、
今
敵
意
剥
き
出
し
の

顔
を
し
て
山
を
登
っ
て
い
る
の
で
す
。
若
者
が
命
を
賭
け
て
登
っ

た
こ
の
山
も
、
人
間
た
ち
の
新
た
な
道
具
が
登
る
こ
と
を
容
易
に

し
て
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ド
ア
は
そ
ん
な
彼
ら
た
ち
の
様
子
を
じ
っ
と
眺
め
て
い

ま
し
た
。

あ
る
日
、
い
つ
も
の
観
察
を
終
え
て
寝
床
に
帰
っ
て
く
る
と
、

彼
ら
が
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ド
ア
は
何
も
言
わ
ず

羽
を
た
た
み
、
彼
ら
一
人
一
人
を
見
定
め
て
い
ま
し
た
。

「
こ
れ
が
伝
説
の
カ
ラ
ス
か
」

「
羽
を
手
に
入
れ
れ
ば
、
俺
も
不
老
不
死
に
な
れ
る
」

「
俺
が
最
初
に
も
ら
う
」

口
々
に
彼
ら
は
言
い
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
手
に
持
っ
た
道
具
を
準

備
し
ま
し
た
。
投
げ
縄
、
弓
矢
、
松
明
を
か
ざ
す
者
も
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ド
ア
は
そ
の
様
子
を
目
を
逸
ら
す
こ
と
な
く
見
続
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
僕
の
羽
に
何
か
特
別
の
力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は

思
い
違
い
だ
。
君
ら
の
遠
い
遠
い
先
祖
の
病
が
治
っ
た
の
は
僕
の

力
な
ん
か
で
は
な
い
。
勇
気
あ
る
一
人
の
若
者
の
力
な
の
だ
よ
。

だ
け
れ
ど
も
、
君
ら
に
そ
う
言
っ
て
も
信
じ
て
は
く
れ
ま
い
。
抵

抗
し
な
い
か
ら
、
さ
あ
、
殺
し
た
ま
え
」

フ
ラ
ン
ド
ア
の
言
葉
が
終
わ
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
、
誰
も
動
き

出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
圧
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
そ

れ
は
す
ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
弓
矢
を
持
っ
て
い
た
男
が

矢
を
フ
ラ
ン
ド
ア
め
が
け
射
っ
た
か
ら
で
す
。
彼
ら
は
そ
れ
を
合

図
に
一
斉
に
飛
び
か
か
り
ま
し
た
。

彼
ら
が
立
ち
去
っ
た
後
、
フ
ラ
ン
ド
ア
の
体
に
は
緑
の
羽
は
ひ

と
つ
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
た
彼
は
、

も
う
息
を
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

そ
の
光
景
を
見
て
い
た
天
は
大
い
に
悲
し
み
、
嘆
き
ま
し
た
。

そ
の
泣
き
声
は
遠
く
の
集
落
ま
で
響
き
、
そ
の
涙
は
そ
れ
か
ら
ひ

と
月
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
盆
地
に
住
む
者
た
ち
は
そ
の
涙
で
洗

い
流
さ
れ
、
東
の
山
は
地
響
き
を
た
て
な
が
ら
盆
地
を
埋
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。

生
き
な
が
ら
え
た
他
の
者
た
ち
も
、
自
分
た
ち
の
姿
を
見
て
驚

き
ま
し
た
。
な
ん
と
も
猿
そ
っ
く
り
の
姿
に
成
り
果
て
て
い
た
の

あ
る
と
こ
ろ
に
緑
色
の
カ
ラ
ス
が
お
り
ま
し
た
。

緑
色
の
カ
ラ
ス
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
都
会
か
ら
は
程
遠

く
、
家
も
ま
ば
ら
な
山
奥
に
あ
り
ま
し
た
。
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地

の
中
で
皆
、
長
閑
に
暮
ら
し
、
畑
や
田
ん
ぼ
を
耕
し
な
が
ら
生
き

て
お
り
ま
し
た
。

カ
ラ
ス
は
フ
ラ
ン
ド
ア
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
こ
の
盆
地
の
首
領
さ
ま
が
病
に
倒
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で
、
何
を
施
し
て
良
い
の
か
見

当
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
馬
の
肉
を
食
べ
る
と
治
る
」
と
言

う
者
も
あ
れ
ば
、「
ご
先
祖
た
ち
に
祈
れ
ば
治
る
」
と
言
う
者
も

あ
り
、
ま
た
、「
い
や
い
や
、
何
も
し
な
い
の
が
一
番
じ
ゃ
」
と

言
う
者
も
お
り
、
結
論
が
出
る
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二

つ
夜
を
越
す
頃
に
は
首
領
さ
ま
の
様
子
も
次
第
に
悪
化
し
て
い
る

の
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
し
た
。

皆
、
た
だ
混
乱
す
る
ば
か
り
で
、
正
し
い
と
思
う
こ
と
を
自
分

勝
手
に
そ
れ
ぞ
れ
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
一
族
で
天
に
向
か
っ
て

祈
る
者
、
自
分
が
身
代
わ
り
に
と
自
ら
死
を
選
ぶ
者
、
絶
食
す
る

者
、
馬
を
殺
し
て
食
べ
さ
せ
よ
う
と
す
る
者......

な
ど
な
ど
様
々

な
こ
と
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
首
領
さ
ま
は
一
向
に
良
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、ひ
と
り
の
年
を
取
っ
た
女
が
人
々
に
言
い
ま
し
た
。

「
古
来
よ
り
伝
わ
る
緑
色
の
鳥
の
羽
は
病
を
治
す
と
い
う
」

年
を
取
っ
た
女
は
低
い
し
わ
が
れ
た
声
で
言
い
ま
し
た
。
女
は

初
め
か
ら
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
皆
、
耳
を
貸
さ

な
か
っ
た
の
で
す
。
年
寄
り
の
戯
言
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
皆
が
思
い
つ
く
こ
と
全
て
や
っ
て
も
首
領
さ

ま
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
最
後
の
賭
と
し
て
こ
の
年
寄

り
の
言
う
通
り
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

緑
色
の
カ
ラ
ス
は
昔
も
今
も
盆
地
の
東
側
に
あ
る
山
の
頂
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
東
の
山
は
他
の
方
位
の
山
々
と
は
様
子
が
異
な

り
、
背
も
高
く
、
険
し
い
こ
と
で
有
名
で
あ
り
ま
し
た
。
下
手
を

す
れ
ば
命
を
落
と
す
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。

誰
し
も
が
黙
り
こ
く
っ
て
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え
る
小
屋
の
中

で
、
勇
気
あ
る
一
人
の
若
者
が
名
乗
り
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
若

者
が
フ
ラ
ン
ド
ア
で
し
た
。

フ
ラ
ン
ド
ア
は
小
さ
い
頃
、
首
領
さ
ま
に
可
愛
が
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
親
な
ど
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
恩
返
し
が
し
た

か
っ
た
の
で
す
。

翌
日
、
ま
だ
陽
が
昇
ら
な
い
う
ち
に
フ
ラ
ン
ド
ア
は
火
打
ち
石

と
弓
矢
、
少
し
ば
か
り
の
食
料
を
持
っ
て
東
の
山
を
目
指
し
て
旅

立
ち
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ド
ア
の
母
親
は
涙
を
堪
え
、
人
前
で
は
決
し
て
泣
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
父
親
は
い
つ
ま
で
も
フ
ラ
ン
ド
ア
の
背
中
を
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。
背
が
見
え
な
く
な
っ
て
も
、
じ
っ
と
視
線
は
そ

の
ま
ま
で
し
た
。

夜
に
な
り
そ
し
て
朝
に
な
り
、
ま
た
夜
と
な
っ
て
朝
に
な
り
ま

し
た
。
何
度
も
夜
と
朝
は
繰
り
返
し
ま
し
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ド

ア
は
一
向
に
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。

フ
ラ
ン
ド
ア
の
家
は
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
生
気
が
な
く
な
っ
て

い
く
よ
う
に
静
ま
り
か
え
っ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
る
日
、
空
に
緑
色
の
カ
ラ
ス
が
や
っ
て
き
た
の
を
あ
る
者
が

見
つ
け
ま
し
た
。
盆
地
に
住
む
誰
も
が
家
を
飛
び
出
し
、
空
を
見

上
げ
ま
し
た
。

緑
色
の
カ
ラ
ス
は
上
空
を
旋
回
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、空
か
ら
羽
が
ひ
と
つ
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
て
き
ま
し
た
。

ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
落
ち
る
そ
の
羽
を
皆
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。
羽
は
ち
ょ
う
ど
、首
領
さ
ま
の
家
の
前
に
落
ち
ま
し
た
。
わ
っ

と
い
う
歓
声
と
共
に
集
ま
る
と
、
早
速
、
羽
を
首
領
さ
ま
に
か
ざ

す
と
み
る
み
る
う
ち
の
首
領
さ
ま
は
快
復
し
て
い
き
ま
し
た
。

皆
、あ
の
カ
ラ
ス
は
フ
ラ
ン
ド
ア
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
言
い
、

そ
の
ま
ま
緑
色
の
カ
ラ
ス
の
名
前
と
な
っ
た
の
で
す
。

あ
の
日
か
ら
フ
ラ
ン
ド
ア
は
東
の
山
か
ら
西
の
山
へ
、
西
の
山

か
ら
東
の
山
へ
と
飛
ぶ
こ
と
を
日
課
と
し
て
い
ま
し
た
。
一
種
の

儀
式
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
盆
地
に
住
む
人
々
は
あ
の
日
か
ら

毎
日
、
フ
ラ
ン
ド
ア
の
姿
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
一
体
、
フ
ラ

ン
ド
ア
が
何
年
生
き
て
い
る
の
か
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
首
領

さ
ま
は
既
に
亡
く
、
勇
気
あ
る
若
者̶
̶

フ
ラ
ン
ド
ア̶

̶

を
見

知
っ
て
い
る
者
も
、も
う
遠
い
昔
に
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た
。
今
、

フ
ラ
ン
ド
ア
を
見
て
い
る
者
た
ち
は
彼
ら
の
子
孫
や
、
そ
の
話
を

た
だ
の
神
話
だ
と
思
っ
て
い
る
者
た
ち
ば
か
り
で
す
。
フ
ラ
ン
ド

去
る
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
倉
海
人　
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で
す
。
二
本
足
で
立
つ
彼
ら
は
自
然
か
ら
追
い
払
わ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

全
て
は
昔
々
の
お
話
な
の
で
す
。 

了

photo : kaori inbeolioF  vol.9
Out Of……
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詩
詩のは音楽である。言葉を紡ぐという行為は身体的な欲望とともにある。

だから今回、CDのブックレットの形にしてみた。このPDFとは別にCDケースに入る
大きさのPDFも作成したので、DLして切り貼りし作ってみるのもまた一興だと思う。

詩集 PDF の DL はこちらから

宿命のように旅人を愛す

ニィナ チカ

http://folio.daa.jp/09/pdf/omake.pdf
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組
曲
「
旅
の
夢
」

縫
坂 

疎
琅

言葉が音を立てて倒れた日

見渡す景色がとても綺麗だった

全てはあるがままに命を放出していた

僕はこのまま全てを閉ざして生きてゆけると思った

風の味

芝生に立って風に吹かれている

近くには小さな川とも言えない川がある

風の味が昔と違うのは

この土地とぼくが違う時間を過ごしたから

土地の姿は変わった

ぼくの姿も変わった

口笛は吹けないままだし

叶わなかった約束だって覚えているけれど

心だけがそのままだなんてことはないよ

新しくまた仲良くなれるかな

やっぱり馴染めるような味がしたんだ

仲良し橋の猫

仲良し橋の上に猫が居た

二匹 くるくると

お互いを途切れさせないように追っかけあって

春の昼の光

土埃 コンクリート

僕らは名前にくるまれてじゃれあっているだけの猫だな

喉が渇いて

缶コーヒー で 流し込む

白昼の噴水

きらきらと光とともに降り落ちる水

半透明の壁

全ての記憶がその向こうにあるみたいだな

手を伸ばしてももうそこには

何も無い

はっきりと色づいてさえ見えるのに

細かく弾けてきらきらと散る宝物

虹色に腕が濡れた

レシート

公園のベンチに座って

コンビニのレシートを燃やした

何も残らないように

過去のことも今も全てを

忘れるために来たはずだったのに

いろんなことを思い出してしまう

砂の上の燃え滓

こんなはずじゃなかった
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送電線の鉄塔と枯れた草叢

送電線の鉄塔の足下に立つ

枯れた草叢

見上げた空に張り巡らされた

人間の生活のためのインフラ

ここに在る郷愁

僕が小さな頃に覚えたものはつまり

人間と自然の狭間のもの

銃口が光る

強大なものが裏返された

ネバーランド

たよりなくまっすぐに立つ

あの頃のぼく

命の向きを決めず

漂うままに

触れ合うままに

溶け合い

別れ

続く日々の終わりに辿り着く場所は

行きたかった場所なんかではないんだ

ってことに

気づかずに

決して来ることのない世界に帰ろうとして

当たり前のように道に迷ったんだ

遠くの光を道標にしながら

明日へと流されていた

見失わないことだけが力だった

ただ天を向いていた命

まっすぐに

見下ろされたかったんだ

長い夢

届くところ

届かないところ

伸ばした手にもはぐれて

輪の切れ目に投げ縄が引っかかって

かろうじてぶら下がった

終わりと始まりの間でだけ

閉じている世界

そしてまた始まる夢の続き

ぼくがいるのはどこなんだろうか

大好きなもので溢れている

悲しみにも感謝して

ここはどこだ

きっと辿り着きたかった場所は胸の中にある

ぼくやきみや誰かの胸の中に

昼の光の胸の中に

暗闇の胸の中に

夢の胸の中に

まだ生きていられる

残酷な

きみの幸せがぼくの長い夢

Out of music in my memory.

旅の夢 :The 真心ブラザーズ「旅の夢」

風の味 :Chocorat「口笛で恋をしよう」

仲良し橋の猫 : ハートバザール「はらいそ」

白昼の噴水 :The Correctors「GIFT」

レシート :The ピーズ「映画 ( ゴム焼き )」

送電線の鉄塔と枯れた草叢 :The Jerry Lee Phantom「Dr. Lee Ryder」

ネバーランド : 東京少年「Harmony」

長い夢 :YUKI「長い夢」 



ポツドール

を中心に考える演劇とは
いざまん

脚本・演出・役者などの身に携わったことのない自分が、ひとつ
だけ執着している劇団がある。

『ポツドール』
役者がプライベートを背負ったまま舞台に上がる「セミドキュメ
ント」という表現方法で注目を集めた劇団である。現在はその過
程を経て描くからこそ活きるドラマづくりに挑戦しており、4 月
には『愛の渦』という性欲がテーマの舞台を終えたばかり ...。
彼らは稽古場で、絶えずコミュニケーションすることでそこにい
る役者同士でしか発生しないリアルを重ね、そこから派生した人
間関係を真摯に追い、題材に対して嘘のない現実を描き切る。で
きあがった舞台には、自分のこととしては目を背けたくなるもの
でも他人のこととして見ると笑えてしまう「本当のこと」が見え
隠れするせいか、誰かの本音を “のぞき見” しているような快感
と後ろめたさが伴う。
ポツドールは本当のことしかやらねーぞ。

 ■

この布石を置くために、何人の役者がその身を捧げたことだろう。
役者は、実験台という意味での犠牲者だ。そう言い切るには多少
の抵抗を感じるけれど、しかしながらそういった一面も、少なか
らずあるのではないか ... と、ハタから見ているだけのあたしは
勝手に思ってしまう。
但し、それは決して負の部分を現しているのではない。
およそ 2 時間ある舞台のなかに潜ませた、たった数分のあいだ
に終わる真の意図を伝える作業に没頭する彼らの姿には、いち役
者としてポツドールが目指す芝居に挑む、前向きな姿勢がうかが
えるからだ。
ポツドールが粒選りの役者を投入しているという見方ではなく、
一筋縄ではない役者がポツドールに集まってくる。
そういう位置に、ポツドールはもう、いるのだと思う。

そして、あたしのような一般の目から小劇場界に至るまでそう
いった「事実」を浸透させた功績は、デカい。

■

演じるとは、何だろう。
「どんな役作りをしましたか ?」そう質問すると、それは必要な
かったと応える役者が大多数。決められた役に自分が合わせてい
くのではなく、あくまでも自分にその役を合わせていくのだと役
者は言う。

例えば、情けないサラリーマンを演じるのではなく、自分がサラ
リーマンを演じたら情けない部分がでてきた、という感じ。「彼に
その役を当てればこちらの思惑通りになるのではないか」と推測
する力が演出家にあるのが前提で、あとは周りと一緒に調理して
いく。また、これはセミドキュメントを確立させる以前から続け
ている手法なのだが 2 回演じてみて自然にできないと脚本ごと書
き換えてしまう。

役者の腕をみて脚本家が折れるとか、誰にでも柔軟に対応できる
演出家というよりは、役者が演じてみて気持ちわるさ、ぎこちな
さを感じるような人物像はリアルではないから、虚実を明確にさ
せるために書き換える、というニュアンス。

「できないか。じゃあ、変えます」
という演出家の態度が、うまく演じられない自分へのやさしさや
気遣いだと思い込んで落ち込む役者もいれば、負担に思わず、任
せられている感があっておもしろいと言う役者もいる。

○○○みたいな空気を作ってみて、このシーンにうまく繋がる雰
囲気にして、といった、次から次へ提案されるシチュエーション
の変化に自分の日頃の経験を反映させられないひとは、おそらく、
ポツドールでは泣きを見ることになる。役の資本は自分自身。
合わないもの、できないものが出てくるたびに見付かる個性を見
て見ぬフリしようとするひとは、ポツドール向きではないように
思える。

  ■

こういった役者に対する演出のテイストが確立されていることに
加えて、ポツドールの場合は、次に、どんな芝居をやるのか分か
らないのがポイント。
誰も想像つかないし、憶測は必ず裏切られる。̶̶だから、観る。
この連鎖を知らない初見の方が、ひとつのパターンだけを見てファ
ンになると、次公演でぼろくそにけなして帰る場合がある。しかし、
批判するひとの大半は名前や肩書きを明記した上で、期待してい
るから進言するのだと述べる。アンケートの感想欄では、「ポツドー
ルらしさ」について言及しているひとが、わりと多く見られるが、
具体的なことを出さずに、ただ一行「らしくない」と書かれると、
何をやるのか分からないということが分かっている劇団に、何を
求めているのかふしぎに思ってしまう。皮肉ではなく、それにつ
いてはとても興味がある。
また、無記名で「つまらない」とだけ言い残すひとに訊きたいのは、
何が退屈だったのか自分で整理できているか、ということ。

ポツドールは観客に、自分がのぞき見している場所に当事者とし
て居合わせることになったらどう思うのかを連想させる。そして、
あんなこと云われたら、されたら、絶対に嫌だ、回避したい ! と
思わせる。さらに、往々にして後味のわるさを残して幕を下ろす。
その後はカーテンコールがあっても一切、舞台には顔をださない。
弁解や説明を求める矛先は、のぞき見た自分に向けるべきだと言
われているような気分にすらなる。

気まずい雰囲気と、それを打破するきかっけ、空気を読めなかっ
た人物が取り残されるさまや、そんなひとを見て自分の立ち位置
を確認する人物など、共感できる痛々しさを持った「へこみ」と、
そこから「脱出」するための装置が、至る場面に仕掛けられてい
る。しかし、ストーリーのなかに分かりやすい希望を置いて見せ
付けることはしない。どうしようもなく滑稽な人間たちがこぼす
台詞や些細な行動から、自分なりに希望に繋がる「何か」を拾い、
勝手に咀嚼して、飲み込めればすっきりするし、喉に引っ掛かっ
たままなら不快なまま。

そう聞くと厄介な演劇だと思われがちだが、リピーターが多いと
ころを見るとそれって案外クセになる作業なのかもしれないと思
えてくる。

 ■

こういうのって、嫌だよねえ。情けないよねえ。でも、分かるよねえ。
と、つい隣のひとと会話したくなるシチュエーションばかりなの
だが、ひとに関心を寄せるあまり残酷になってしまう人間の貪欲
さと、愛情。無関心なあまり誰かを傷付けてしまっている人間の
純粋さと、裏切り。こういったものに対する感覚のすべてを他人
と共有できるわけは、ない。
どうしても、自分の経験と照らし合わせて、「すき・きらい」合致
できたものから飲み込んでしまう。... やはり、自分という枠の大
きさやカタチ次第で、芝居から取り込むものも、見落とすものも
違うのである。ロックに音楽としての普遍の定義がないように、
ポツドールにも劇団としての定義はない。あるのは、リアル性だけ。

ポツドールに執着するあたしが思う「演劇」とは、自分という枠
からの脱出の試みを行うことで、どうしても脱出できない枠の重
みを認知する作業である。

96 年 12 月、早稲田大学演劇倶楽部 10 期生の三浦大輔を中心に結成された演劇ユニット。 
第 1 回公演から第 4 回公演まではいわゆる演劇的な過剰なドラマを得意とし、多くの観客から支持を得る。
が、2000 年 7 月、第 5 回公演『騎士 ( ないと ) クラブ』で、それまでの作風を一変させ、演劇的なもの
を最大限に排除したドキュメンタリータッチの作品に挑む。 「リアル」を徹底的に追求したこの作品は「セ
ミドキュメント」と称され、これを機会にメディアに大きく取り上げられるようになる。
そして、第 6 回公演『身体検査』では舞台上の完全ドキュメントを実行。役者が一切、演技をせず、プラ
イベートを背負ったまま舞台に上がるという表現手段は、 多くの賞賛と批判を同時に受け、小劇場界に衝
撃を与えることになる。
その後も「リアル」にこだわった作品づくりに努め、 公演の度にセンセーショナルな話題を巻き起こして
いる。

また、初めての映像作品『はつこい』が第 25 回ぴあフィルムフェスティバルで審査員特別賞を受賞。「演劇」のみならず「映像」での活動も
期待されている。
 が、2000 年 7 月、第 5 回公演『騎士 ( ないと ) クラブ』で、それまでの作風を一変させ、演劇的なものを最大限に排除したドキュメンタリ
ータッチの作品に挑む。  「リアル」を徹底的に追求したこの作品は「セミドキュメント」と称され、これを機会にメディアに大きく取り上げら
れるようになる。
 そして、第 6 回公演『身体検査』では舞台上の完全ドキュメントを実行。役者が一切、演技をせず、プライベートを背負ったまま舞台に上が
るという表現手段は、 多くの賞賛と批判を同時に受け、小劇場界に衝撃を与えることになる。
 その後も「リアル」にこだわった作品づくりに努め、 公演の度にセンセーショナルな話題を巻き起こしている。
 また、初めての映像作品『はつこい』が第 25 回ぴあフィルムフェスティバルで審査員特別賞を受賞。「演劇」のみならず「映像」での活動も
期待されている。  （紹介文：サイトより引用）

http://www.potudo-ru.com/

第 13 回公演
愛の渦

http://www.potudo-ru.com/
http://www.potudo-ru.com/
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今回のテーマは「プルダウンメニュー」です。プルダウンメニューがデザイン要素として
素晴らしいかどうか、という問題はさておき、CSS を駆使してこれを実現する方法について
考えて見ます。

2 つのプルダウンメニュー

一般にウェブデザインの世界でプルダウンメニューと呼ばれるデザイン要素は、大きく 2
種類あります。

フォーム部品の select 要素 + option 要素
<select>
<option>select from here</option>
<option>a</option>
<option>b</option>
<option>c</option>
</select>

select 要素はフォーム部品なのですが、W3C の勧告ではデザイン要素として用いてもよ
いことになっています。多くの選択肢をコンパクトの表示できる特徴があるので、様々に利
用されています。「本来、ウェブでプルダウンメニューといえばこれのことだ !」という主
張も目にしたことがあります ( 私は賛同しません )。

ソースも単純明快だし、なかなかよさそうに見えますが、このタイプのプルダウンメニュー
には、ひとつ大きな欠点があります。option 要素はテキストしか内包できないのです。a 要
素もダメなんですね。

したがってナビゲーションリンク群を select 要素で置き換えるためには、選択された 
option 要素の情報を受け取って、ページ移動などの処理を行う CGI や JavaScript を用意し
なければなりません。それは必ずしも困難ではありませんが、非常に不自然な作業には違い
ありません。単にナビゲーションが画面を占有する面積を減らしたいだけなのに、a 要素や、
それを内包するリスト要素を select 要素と option 要素、そして CGI や JavaScript などに置
き換えてしまうのですから。

今回、私はこのタイプのプルダウンメニューは解説しません。興味のある方には、以下の
記事が参考になるでしょう。

プルダウンメニューを使う
　http://allabout.co.jp/computer/hpcreate/closeup/CU20020331A/

リスト要素の装飾を工夫

この記事の読者の方をはじめ、ストリクターの皆さんはナビゲーションリストをリスト要
素としてマークアップされていることが多いでしょう。プルダウンメニューも、リストの装
飾スタイルをいじるだけで実現できたら嬉しいですよね。

<ul>
<li><a href="index2/">About(I)</a></li>
<li <strong>onmouseover="showhide(this)" onmouseout="showhide(this)"</strong>>
<a href="computer/">My Computer(O)</a> 
<ul>
<li><a href="computer/tuneup01.php"> 改造記 </a></li>
<li><a href="computer/levinspc.php">Old PC</a></li>
<li><a href="computer/athlon.php"> 自作機 </a></li>
<li><a href="computer/parts.php">Parts</a></li>
</ul></li>
<li><a href="prelude/">My Prelude(P)</a></li>
</ul>

ソース ( 一部改変 ) と画面写真は Web Cafe' "Prelude" （http://web-cafe.biz/~prelude/）の
もの。このタイプと似て非なる ( 主としてマークアップに難がある ) プルダウンメニューが
世の中には非常に多いのですが、基本的な発想は例示したものと同じ。カーソルを合わせる
と、隠されていたナビゲーションが表示されるわけです。Flash を使った事例もありますが、
見た目も基本的な発想も似ているため、ここでは割愛。

Web Cafe' "Prelude" はアクセシビリティなど諸問題への配慮が行き届いた作例なので、
ひとつの到達点として高く評価されてきました。けれども、このソースを調べて真似するの
は簡単ではありません。雑誌にもしばしば作例記事が掲載されてきましたが、当然ながら、
買わなきゃ見られない。ソースが汚くても、いい加減でもかまわないというのなら、いくら
でも作例や紹介記事が見つかるのですが、" いろは " の先の CSS でそれを取り上げるのもい
かがなものか ......。
Web 工房きくちゃん（http://www.stylish-style.com/）という Web サイト作成支援サイ

トをご存知でしょうか ? 初心者から面倒見てくれる親切な解説と、概ね W3C 勧告に忠実な
ソースの記述を両立させている数少ない良サイトのひとつです。そのきくちゃんが 2005 年
4 月に公開した
99%CSS で作るプルダウンメニュー 1
　　http://www.stylish-style.com/csstec/ultimate/css-roll-1.html
99%CSS で作るプルダウンメニュー 2
　　http://www.stylish-style.com/csstec/ultimate/css-roll-2.html
は、まさに私の求めていた解説。2005 年 5 月 8 日に公開されたばかりの画面中央に配置

するなど、きくちゃんの CSS テクニックには、" いろは " の先のアイデアがたくさん紹介さ
れています。興味のある方はぜひご一読を。

今回の解説方針

というわけで、「これでお終い」といったら怒られますよね ? ちょっと言い訳させていた
だくと、最初は自分で全部記事を書くつもりだったのですが、きくちゃんの作例がよくでき
ているので、「結論はこちらをご覧ください」でいいのではないかと。ただ、きくちゃんの
記事にはこう書かれています。
かなりデリケートな構造で、ここがこう働いているから、こうなるんだよ。 という説明は
ちょっと難しいです。

"いろは"の先のCSS 
徳保 隆夫

第 9回

http://folio.daa.jp/09/f/I/index.html
http://web-cafe.biz/~prelude/
http://www.stylish-style.com/
http://www.stylish-style.com/csstec/ultimate/css-roll-1.html
http://www.stylish-style.com/csstec/ultimate/css-roll-2.html
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ポイントは .main li.off と .main li.on です。ブラウザーによる解釈の違いもろもろを抑え
るため、 あちこちいじっているうちに完成したものなので、考えた本人もよくわかってない
です。

実践では「適当にコピペ」でもいいのですが ( 少なくとも趣味の個人サイトにおいては )、
最初のお勉強では、基本の仕組みは理解しておいた方がよいでしょう。きくちゃんの作例は、
かなり作り込まれたもので、最初からきれいにできている反面、記述量が多すぎて何がなん
だか分からない。本稿では、中核技術を抜き出して、段階を踏んで理解を深めていただこう
と思います。

プルダウンメニュー作成 7STEP

ここでルートを 2 つに分けます。最低限の内容は以下の作例 7STEP に示します。最後
まで読み進めば、きくちゃんの 99%CSS で作るプルダウンメニュー 1 に似たプルダウンメ
ニューをあなたも自力で作れるようになるでしょう。

作例 1　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_01.html
作例 2　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_02.html
作例 3　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_03.html
作例 4　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_04.html
作例 5　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_05.html
作例 6　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_06.html
作例 7　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_07.html

基本的には作例だけで話は足りるのですが、本文では補足的な薀蓄を少し書きます。興味
のある方はこちらもどうぞ。

:hover と WinIE

:hover 擬似要素は、ふつう a 要素についてのみ用いられます。それはなぜかといえば、
WinIE が a 要素以外の要素について :hover 擬似要素をフォローしていないからです。

a 要素はブロックレベル要素を内包できませんので、:hover 擬似要素の使い道といえばた
いてい、背景色を変えるとか枠線を変えるといった程度にとどまってきました。けれども、
W3C 勧告では、:hover 擬似要素は a 要素専属だなんて一言も書いてありません。本来なら、:
hover 擬似要素はどの要素にも設定できるものなのです。

WinIE が未対応なので実際にウェブサイトで用いることはできないでしょうが、:hover に
よるプルダウンメニューの基本的な考え方を示します。

<div>
<ul class="main">
<li class="parent"> ぬるぽ
<ol>
<li> ガッ </li>
<li> ガッガッ </li>
<li> ガッガッガッ </li>
</ol>
</li>
</ul>
</div>

このようなリストがあったとしまして、ここに以下のようなスタイルを設定しますと、プ
ルダウンメニューの原型が得られます。

div
{height:3em;}
ul.main
{position:absolute; width:100%;}
li.parent ol
{display:none;}
li.parent:hover ol
{display:block;}

肝腎なのは強調部分。:hover 擬似要素が有効な場合(=マウスカーソルが li.parent に重なっ
ている状態など ) だけ、子要素の ol 要素が display:block; されるよう指定しています。ふだ
んは隠しておくわけですね。

ul.main に position.absolute; が指定されているのは、:hover 発動時に他の要素の配置に影
響を与えないための配慮です。

div 要素の height:3em; は、ul.main を絶対配置するスペースを作るための設定です。:
hover 発動時だけ展開される子要素の ol 要素と異なり、平常時の li.parent が他の要素と重
なってしまうとうまくありません。ようは平常時の li.parent を配置するためのスペースさ
え作れれば何でもいいのであって、div 要素とか height:3em; といった記述自体に必然性は
ありません ( コピペで動作確認するのに便利な記述を選んだだけ )。

作例「:hover でプルダウンメニュー」 　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_a.html
　補足 1　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_b.html
　補足 2　http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_c.html

JavaScript による代替案

作例 7STEP では、JavaScript による代替案により、WInIE でもプルダウンメニューを実
現しています。

詳細は作例をご覧いただきたいのですが、要点のみこちらでも紹介しておきましょう。

<li class="off" onmouseover="this.className='on'" onmouseout="this.className='off'">

この意味は「マウスカーソルがこの li 要素に重なると、class 属性値が 'on' に設定される」。
平常時は class 属性値が 'off' ですね。なので、

li.parent ol
{display:none;}
li.parent:hover ol
{display:block;}

という記述を、

li.off ol
{display:none;}
li.on ol
{display:block;}

のように置き換えれば OK ということになります。
プルダウンメニュー作成の中核技術は以上で全部なのですが、ではどうして 7 段階もの

作例が必要になるのか。それは、現状の CSS デザインは果てしないブラウザの実装ミスと

http://folio.daa.jp/09/f/I/index.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_01.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_02.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_03.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_04.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_05.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_06.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_07.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_a.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_b.html
http://folio.daa.jp/09/f/I/r01_c.html
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の戦いになるためです。とくに WinIE は不思議な挙動が目立ちます。無視できるレベルの
不具合が大半ですが、毎回のように、非常に嫌な形で不具合が顕在化するケースが 1 つか 2
つ、出てきます。今回も、いささかてこずらされました。

プルダウンメニューの是非

そもそもプルダウンメニューは素晴らしいデザインアイデアといえるのか ? という疑問の
声は、初めてプルダウンメニューがウェブに持ち込まれた頃より強く存在します。

IT 用語辞典（http://e-words.jp/w/E38397E383ABE38380E382A6E383B3E383A1E383
8BE383A5E383BC.html）の解説を引用しましょう。

　プルダウンメニュー 【pull-down menu】
　読み方 : プルダウンメニュー
　別名 : ドロップダウンメニュー , drop-down menu
WindowsやMac OSなどの操作画面で、メニューから項目を選択する方式の一つ。メニュー

のタイトル部分にマウスカーソルをあわせてボタンをクリックすると、そこから選択項目の
一覧が引き出されたように垂れ下がってくる表示方法のこと。「ドロップダウンメニュー」
ともいう。

Windows のメインウィンドウにはスクロールバーがないので、アプリケーションのメ
ニューを最初から全部表示しておくのは現実的ではありません。だから仕方なくメニューを
階層化し、子メニューは平常時には非表示としているわけです。

けれども、スクロールバーのないウェブブラウザは滅多にありません ( 特別な設定を選択
しない限りは )。

スペースに余裕があるのなら、情報をよく整理したうえで全部公開しておいた方が便利に
使えるケースが多いはずです。プルダウンメニューを使う場合、まず親メニューの上にカー
ソルを移動し、子メニューが表示されたのを確認してから、所定の子メニューまで更にカー
ソルを移動しなければなりません。この過程で親メニューの支配領域からカーソルが外れて
しまうと、再び子メニューは隠されてしまいます。
・一部の情報をデフォルト設定で「隠す」ことの是非
・マウス操作の複雑化 ( アクセシビリティの低下 )
・WinIE では JavaScript 必須 ( 同上 )
3 番目の批判は時間が解決するでしょうが、上記 2 点の批判はプルダウンメニューの本質

に関わります。
趣味の個人サイトどころか、大手企業の公式サイトでも平気で使われているのが現状では

あって、「別にほとんどの人は気にしていないよ」というのが実態なのかもしれませんけれ
ども、一応、こうした批判があることには留意すべきでしょう。( 逆に、ビジネス上、有意
なレベルで障害となる問題ではない、という割り切りもあってよいかとは思います )

アクセシビリティを確保するために

プルダウンメニューには JavaScript 必須という条件がありますが、JavaScript を無効化し
ている環境にも一定の配慮をすることは可能です。

<div>
<ul class="main">
<li class="parent"> 親メニュー
<ol>
<li> 子メニュー 1</li>
<li> 子メニュー 2</li>
<li> 子メニュー 3</li>
</ol>
</li>
</ul>
</div>

JavaScript を無効化している場合、親メニューにカーソルを重ねても子メニューが展開さ
れません。したがって、ナビゲーションリストをプルダウンメニューの形で提供している場
合、子メニューだけにリンクを設定すると問題が生じます。

最も単純で強力な解決策は、親メニューに小目次のページへのリンクを設定することで
しょう。

<div>
<ul class="main">
<li class="parent"><a href=" 小目次 "> 親メニュー </a>
<ol>
<li><a href=" コンテンツ 1"> 子メニュー 1</a></li>
<li><a href=" コンテンツ 2"> 子メニュー 2</a></li>
<li><a href=" コンテンツ 3"> 子メニュー 3</a></li>
</ol>
</li>
</ul>
</div>

小目次のページには、以下のようなリストを用意します。目次だけのページなら、プルダ
ウンメニューは必要ないでしょう ( 目次自体がコンテンツなので、スペースには十分な余裕
があるはず )。

<ol>
<li><a href=" コンテンツ 1"> 子メニュー 1</a></li>
<li><a href=" コンテンツ 2"> 子メニュー 2</a></li>
<li><a href=" コンテンツ 3"> 子メニュー 3</a></li>
</ol>

面倒に思われるかもしれませんけれども、検討の価値はあります。
プルダウンメニューは多くの場合、リッチなグローバルナビゲーションを設置するために

用いられます。あれば便利だけれども、誰もが利用するわけではない大量のナビゲーション
情報を小さなスペースに押し込む魔法のような手段はありません。「メニューを階層化し子
メニューをデフォルト非表示とすればよい」というのは、自然な発想といえます。

このようなケースでは、わざわざ新しく小目次を作成する必要はないはず。既に小目次の
ページは存在しているだろうからです。

たいてい問題になるのは、プルダウンメニューを作るためだけに情報の階層構造をでっち
上げたケース。小手先の対策でお茶を濁してはいけません、というのは「いつもの話」では
あります。

今回は以上です。お疲れ様でした。

http://e-words.jp/w/E38397E383ABE38380E382A6E383B3E383A1E3838BE383A5E383BC.html
http://e-words.jp/w/E38397E383ABE38380E382A6E383B3E383A1E3838BE383A5E383BC.html
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第三回 構成について
構成のさまざま

構成と言ひますと、「起承転結」のやうな、文章全体

を如何に構成するかといふことばかり強調されがちです

が、それだけではありません。むしろ、構成の妙は細部

にあります。さて、いきなりですが、少し問題をやつて

もらひたいと思ひます。

問題
以下の三つの文章の中から、プロの作家が実際に書い

た文章を選べ。なお、本文中の強調は、原文ではすべて

傍点である。

1.

S・B( ソング・ブック ) はベッドに入る時にはみん

な脱いでしまう。

すくなくとも 100 回は一緒にベッドで寝ているの

に、わたしはどうしてもてれてしまう。

てれて、てれて、S・B がドレスやパンティ・ストッ

キングを脱いでいる間中ずっと椅子に座ってお祈り

しているほどなのだ。

永遠につづくかと思われる劫罰の時が流れ、準備

万端ととのった S・B がしびれをきらした全能の神様

のようにベッドの中から「何しているの ? ダーリン」

と叱責して、やっとわたしはわたしの服を脱ぐ。

S・B はわたしが服を脱いでいるのをじっとみつめ

ていた。

「あなたの躰を見ているの大好き」と S・B は言った。

わたしはもう、てれて、てれて、てれて、どうし

ようもなくなって、パンツだけははいたままベッド

に入ってもいいだろうかと S・B に言う。

「いいけど、どうせ脱ぐんでしょう ?」

わたしは裸になると、まるで裸になったような気

がする。

S・B は裸になっても、もう一枚ペチコートをはおっ

ているみたいだ。

「それは違うわ」と S・B は言った。

「わたしは裸になると、ちゃんと裸だけど、あなた

は裸になっても、裸じゃないみたいだわ」

S・B はアリストテレス的にわたしに言う。

躰について考えることは難しい。

アリストテレスだって結局は匙を投げてしまった

ほどの難問なのだ。

S・B の乳房はわたしの手の形にぴったり合う。何

度手をおいても、ぴったりなのだ。

「ベッドの中で謎解きをしないでね」と、わたしの

手をつかんで S・B が小さな声で言った。

全くその通りだ。

ベッドは、その中で愛し合うか、なにもしないで

手をつないだままねむるか、横倒しにしてバリケー

ドにするか、それ以外に使うべきではないとわたし

は思う。

2.

思えば、ぼくが古橋悌二に最後に会ったのは、

去る六月のニューヨーク近代美術館での <LOVERS> 

のオープニングのときだった。最近出たアルバム 

<SMOOCHY> の制作にかかっていた坂本龍一も忙し

いなかを駆けつけて、思い出話に花が咲いたのを覚

えている。そう、ぼくたちはニューヨークで何度も

素晴らしい時をともに過ごしたのだった ......。

それから四ヶ月あまりたって、ダムタイプのブ

ラジル公演の直前に体調を崩して入院した古橋悌

二は、前に坂本龍一に DAT で聴かせてもらった 

<SMOOCHY> の CD を病床でうつらうつらしながら

聴いていたという。熟れきった果実のように甘くセ

ンチメンタルなラテン音楽を、あくまでクールな電

子音響空間で精密にリメイクした、いわばメタ・ラ

テンとも言うべきこの音楽を聴きながら、彼はひと

り病室でどんな人工の青空を見ていたのだろう。

時あたかも、地球の裏側ブラジルでは、ダムタイ

プの仲間たちが演ずる <S/N> が喝采を浴びていたと

いう。あれほど舞台を愛したこのアーティスト / ド

ラッグ・クイーンにとって、これ以上の終幕が考え

られるだろうか。

時には艶やかに、時には皮肉に、時にははにかん

だように、しかし、いつもきまって笑顔を振りまい

ていたその姿を思い返しながら、不眠の夜、 <S/N> 

を聴き、 <SMOOCHY> を聴く。われわれの世紀もそ

ろそろ幕を下ろそうとしている。

3.

ホテルに泊まっているアメリカ人は、彼ら二人し

かいなかった。自分たちの部屋へ行の行き帰りに階

段ですれちがう人々のなかに、知った顔は一人もい

ない。二人の部屋は二階で、海に面していた。公園

と戦争記念碑にも面していた。公園には大きなパー

ムツリーが生えていて、緑色のベンチがあった。晴

れた日には、いつも絵描きたちが画架を立てていた。

絵描きたちは、パームツリーのたたずまいや、公園

と海に面したホテルの明るい色彩が気に入っていた

のだ。かなり遠くからやってきて、戦争記念碑を見

あげるイタリア人たちもいる。青銅製の記念碑は、

雨に濡れて光っていた。その日は雨だった。雨がパー

ムツリーから滴り、砂利道に水たまりが生じていた。

雨の下で波が横一文字に砕け、浜辺をすべるように

後退したと思うとまた押し寄せてきて、雨の下で横

一文字に砕けた。戦争記念碑のそばの広場から、車

はすべて姿を消している。広場の向こうのカフェの

入り口にウェイターが一人立って、がらんとした広

場を眺めている。

解答と前置き
アホらしいと顔を歪めてゐる様子がなんとなく想像つ

きますが、まあ、さうですね、これらはすべて、プロの

作家の文章です。出典は順に、高橋源一郎著『さような

ら、ギャングたち』( 講談社文芸文庫 )、浅田彰著『Ronza』

1996 年 1 月号、アーネスト・ヘミングウェイ著 高見

浩訳「雨のなかの猫」『われらの時代・男だけの世界̶̶

ヘミングウェイ全短編 1』( 新潮文庫 ) 所収、である。

さて、解説、と行きたいところですが、すこしまつて

いただきたい。みなさんは、これらの文章を読んで、な

にか、感じ入つたり、心を揺さぶられるやうなことがあ

つたでせうか。「いや、俺 / 私はそんなことはなかつた」

といふ人は、前回のサブ・テクストの段階からやりなほ

すことをおすすめします。今回は構成、といふことです

が、危ないのは、味もそつけもない単なる小手先の技術

ばかり考へてしまふことなのです。目線の移動がどうだ

文章の長短がどうだ、といふことは、もちろん重要であ

りますし、さういふことも触れていかうとは思ひますが、

より重要なのは、作者になる前によい読者になることで

す。作者が苦心して作り上げた文章を、読者はすんなり

と読んでゐる、さういつた状態を、想像すること。それ

こそ、「読む力」が「書く力」になる瞬間なのです。あ

るいは、前回言つた、自意識の徹底、と言つてもよいと

思ひます。前回は、自分とはどのやうな存在であるのか

といふことをとりあげましたが、今回は、自分は他者に、

どのやうに見られてゐるのかを考へてみる、つまりは自

分の「後姿を見ること」をとりあげたいと思ふのです。

そのために、先づ、人の後姿を見て、どのやうに感じ、

それはどうしてさう感じるのかを考へてみませう。

解説
『さようなら、ギャングたち』のやさしさ

さて、まづは高橋源一郎氏の作品 (『さようなら、ギャ

ングたち』) から見てゆきませう。

一読して感ずるのは、とても、やさしい文章だな、と

いふことだと思ひます。やさしくて、折れやすくて、ば

かみたい。そんな感じが、この文章の魅力です。アリス

トテレスなんかを持ち出して、ふつうはむつかしい話に

なりさうなのに、そんな感じは全然ありません。一歩間

違へれば、どこかの同人誌かやおい漫画か、少女漫画の

やうになりかねない ( そして実際、この小説は途中で少

女漫画が出てくる )、素人にはとても危険な文章ですが、

とつても素敵な文章である。

一応高橋氏の紹介をしておきませう。氏は、ポスト・

モダン小説の旗手と言はれてゐます。ここでの意味は、

従来の小説然とした小説から脱却しようとした小説、と

いふくらゐの意味でよいと思ひます。実際、氏は現代詩

といふ分野からこの世界に入つた人です。さう考へると、

どことなく詩みたいな文章に思へるでせう ? 高橋氏は

『ジョン・レノン対火星人』( 講談社文芸文庫 ) の「著者

から読者へ」で、『ギャング』が書かれた経緯について

書いてゐます。
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ところが、「群像新人文学賞」に応募した『戦争』は、

最終選考まで残ったが、結局、選考委員から、ほんとに

「顰蹙をかって」しまったのだ。

失意のぼくを励ましてくれた、はじめての担当編集者

A さんの勧めで書いたのが、『戦争』とは、まったくタ

イプの違う作品、優しく、単純で、詩の一杯詰まった『さ

ようなら、ギャングたち』だった。

『ギャング』は、ある意味で、「文学」に満ちた作品だった。

だが、ぼくは、ほんとうは、「文学」など一かけらもない、

つまり『戦争』でデビューしたかったのだ。

『ジョン・レノン対火星人』は、その『すばらしい日本

の戦争』を、少し書き直して発表したものだ。

私たちは、高橋氏がなんの作品でデビューしようが知

つたことぢやありませんから、問題は、『ギャング』が「優

しく、単純で、詩の一杯詰まった」作品にしようといふ

意図があつたことを分かればよいわけです ( ちなみに、

では『ジョン・レノン対火星人』は『ギャング』と正反

対かと言へばさうでもありません。たしかに死体だとか

セックスだとかオナニーだとかといつた単語が出てきま

すが、さういつた単語が、単語だけとしての意味にとら

はれず、修辞によつて別の意味を与へられてゐます。そ

れが、この作者の類稀なる才能でせう。さう、まるで、

アリストテレスがアリストテレスではないかのやうに語

つた、この文章のやうに )。

「優しく、単純で、詩の一杯詰まった」作品 ? まるで、

私たちが読んだまゝではありませんか。さう、高橋氏は、

きちんと、クリアしてゐる。なにを ? むろん、「後姿を

見ること」です。

では、作者の思惑と読者の感想が、どうして一致した

のでせうか。

それが、構成の力です。

この短いなかでも、高橋氏はきちんと構成を意識して

ゐる。たとへば、強調してゐる箇所 ( 原文では傍点 ) を

みていただきたい。文章が進むにつれ、「てれて」が増

えてゆく。しかし、ただ増やすだけではそのやうな効果

は得られません。その間に、「S・B がドレスやパンティ・

ストッキングを脱いでいる間中ずっと椅子に座ってお祈

りしている」と書き、「永遠につづくかと思われる劫罰

の時が流れ、準備万端ととのった S・B がしびれをきら

した全能の神様のようにベッドの中から『何しているの? 

ダーリン』と叱責して、やっとわたしはわたしの服を脱

ぐ」と書くことによつて、弱々しさのような、主人公の

性格の一端を描写してゐるのです。

それだけではありません。主人公の馬鹿みたいな感じ

を、より際立たせ、或いは、難解な哲学書のパロディと

いふやうな感じで挿入される、「わたしは裸になると、

まるで裸になったような気がする」といつたやうな、直

訳調の文章が、なにか、生まじめさ、といふよりも、を

かしみを与へてゐます。小学生や山下清のやうな人が書

く文章でたまに見ますが、「僕は岡山に行ってみたいと

思ったので、岡山に列車で行きました」といふ文章に似

た面白さがある。

少し話はそれますが、このやうな痴呆的な文章の書き

手として、井伏鱒二と武者小路実篤がゐます。井伏は、

痴呆的といふよりはまるみのある温かい文章を書きま

す。実篤は、もう本当にボケてゐるのではないかと思ふ

ほど、徹底的にボケた書き方をしますが、それがとても

いい。志賀直哉と並んで楽天的な白樺派とされた実篤で

すが、その楽天の度合いは、張り詰めた緊張感と倦怠を

描き出す志賀とはむしろ対照的で、徹底してゐます。或

いはほんたうにボケてゐたのかもしれないですけれど。

閑話休題。この、「詩みたいな文章」を読んでゐて、ふと、

首を傾げた人がいらつしやるかもしれない。よく目を凝

らして読んでみると、ちよつとした疑問がありませんか? 

もう一度、読んでみませう。

すくなくとも 100 回は一緒にベッドで寝ているの

に、わたしはどうしてもてれてしまう。

てれて、てれて、S・B がドレスやパンティ・ストッ

キングを脱いでいる間中ずっと椅子に座ってお祈り

しているほどなのだ。

永遠につづくかと思われる劫罰の時が流れ、準備

万端ととのった S・B がしびれをきらした全能の神様

のようにベッドの中から「何しているの ? ダーリン」

と叱責して、やっとわたしはわたしの服を脱ぐ。

S・B はわたしが服を脱いでいるのをじっとみつめ

ていた。

「あなたの躰を見ているの大好き」と S・B は言った。

わたしはもう、てれて、てれて、てれて、どうし

ようもなくなって、パンツだけははいたままベッド

に入ってもいいだろうかと S・B に言う。

小学生の作文の授業で、このやうに習つた方は多いの

ではないでせうか。「漢字で書ける言葉は漢字で書きま

せう」

あるいは、マイクロソフト社のワードを使つてゐる方

は分かると思ひますが、文章の推敲を自動的にしてくれ

る機能があります。その機能で、たまに、「表記のゆれ」

といふ項目をチェックされた記憶はないでせうか。

この文章には「表記のゆれ」はありませんが、そのや

うな体験をされた方は、かう思つたのではないでせうか。

「なぜ、『てれて』とかを、漢字で書かないのだらうか ?」

私ははじめ、文章の構成といつても文章全体の構成だ

けを指すものではないと言ひました。それは、文の中の

ことばの組み合わせ、文の構成のことも念頭に入れてゐ

るからです。そのひとつに、このやうな「字面」の効果

もあるのです。

「字面」を辞書で引けばかう載つてゐます。書かれた文

字。また、その文字から受ける感じ。つまり、文章に意

識的であるためには、語句の選定はもちろんのこと、そ

の語句を漢字で書くか、かなで書くか、カタカナで書く

か、といつたことにも注意しなければなりません。たと

へば、もしこの「てれて」が、かなではなく漢字で書か

れてゐたら、すこしマジメで厳しい感じが増し、作者が

意識してゐた「やさしさ」がそこなはれてしまひます。

もちろん、卒業論文やレポート、入試の小論文や報告

書などは、カッチリとしたものでなくてはなりませんか

ら、表記のゆれは御法度です。しかし、基本的にルール

がないとされる小説では、自分の感性や思想を如何に表

現できるかを問はれるわけですから、むしろ進んで挑戦

してみなくてはいけない。

ではそろそろ、『ギャング』で学んだ構成の方法をお

さらいしてみませう。

同じ言葉を反復することで、一層その効果が増大され

る。

ただし、ただ反復するだけでなく、どのやうな状況で

あるかの描写を入れる。

主語と目的語を執拗に入れると、をかしみを生む。

字面によつて、文章の感じが変る。

かうしてまとめてみますと、味もそつけもない技術論

でしかありません。これは先ほど言つたとほりです。だ

からこそ、この文章を読んだときの受けた感じ、「やさ

しさ」を忘れてはならないのです。それは、小手先の技

術論では到底書け得ないものなのです。

クール・ストイック、そして哀しみ

次は浅田彰氏の文章 (『Ronza』1996 年 1 月号 ) です。

浅田氏は前回も終はり近くでとりあげましたが、今回も

登場してもらひます。

一読してどんな感じを受けたでせうか。私は、相変ら

ず、冷静で、厳格、禁欲的な文章だと思ひました。しかし、

それだけではありません。そのなかで、書いても書いて

も拭えないほどの哀しみが横たはつてゐる。そのやうに

感じました。むろん、内容が内容ですから、そのやうに

思へるとも言へますが、内容だけを言ふならば、今東光

の弔辞みたいなアッケラカンとしたもの ( それはそれで

好きなのですが。特に川端に投げかけた、「お先にどうぞ、

南無」は素晴らしい ) もありますので、これもやはり文

章の力、作者の感情の力です。

しかし、ここが氏の本領ですが、ただ、かなしいかな

しい、と言つてゐるわけではない。かなしい、艶やかな

感情を、折り目正しく整列し、抑制してゐる。だが、か

へつてそれが、爆発的な感情を抱いてゐるであらうこと

を予感させます。あくまでもクールに、ストイックに、

哀しみを語る、それこそが浅田氏の本領なのです。

では、なぜそのやうに語ることができるのか。むろん、

気質である、と、そのやうに答へることは容易で、殆ど

正解だと思ふものの、ではその気質が、如何に表現され

てゐるのかといふ問題には答へられてゐない。答へよう

とするならば、やはり、構成の技、といへるのではない

でせうか。

詳しくみてゆきませう。まづ、この文章を段落ごとに

分けてみます。そして、その段落で語られてゐる内容を

簡潔にまとめてみます。

古橋悌二と坂本龍一との、NY での素晴らしい思ひ出。

坂本龍一の CD を聴く古橋悌二を想像する。

舞台を愛した古橋悌二にとつて、<S/N> の成功は最高

の終幕であると考へる。

古橋悌二の思ひ出から、現実の世界の世紀もそろそろ

幕を下ろそうとしてゐることを自覚する。

きはめてよくできた文章である、文章のお手本みたい

なものだ、と思ひます。

よく出来た文章、つまり冒頭と結末が一致するといふ

ごく基礎的な技術が、ここでは見られます。

中学か高校かは分かりませんが、みなさんも、同じや

うなことをアドバイスされたのではないでせうか。国語

のテストで、「初めと終りを見ろ」なんて、言はれませ

んでしたか ? このばあひも基本的に同様です。「古橋悌

二の思ひ出」それがこの文章の重要な要素だと分かりま

す。ですが、ただ思ひ出に留まる以上の力を、浅田氏は

与へてゐる。それが、「古橋悌二の死」であり、その死

をめぐる世界把握の自覚なのです。

私は、このやうな冒頭と結末が繋がる構造を、円環構
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造と呼んでゐます。この構造は屡々、新聞などのコラム

欄で多く見られ、極めて様式性の高い構造だと言へます。

また、一貫した主張や論理の構成が分かりやすく、読者

の腑に落ちる効果が期待できます。

しかし、ともすると、それこそ某新聞の天声なんたら

のやうに、無味乾燥な、けれども高だけは括つてゐる、

醜悪なものになりかねません。これは例へですが、「熊

の出没が最近多い→どうやら木の実がとれず人家に食料

を求めてゐるやうだ→ところで熊は熊でも自民党の熊野

議員の話→例の献金疑惑で渦中の人となつた感のある氏

だが、いやいや氏だけではない、多くの政治化が山から

下りて『食料』を求めてゐる→たしかに熊の駆除も必要

かもしれないが、かういつた政治家たちの駆除も必要で

はないだらうか」なんて具合のものを、よく見かける。

書いてゐる本人は得意さうだが、極めて下劣で作者の品

性を疑ふダジャレに過ぎない。

むろん、浅田氏のこの文章は、その過ちを犯してゐな

い。それにしても、なぜこのやうなスタイルを浅田氏は

とつてゐるのだらうか。色々と考へられるものの、話が

逸れるので深くは書かないが、それは氏の文章のもう一

つの特徴と関係してくるかもしれない。

もう一つの特徴とは、浅田氏自身が極めてクリアに意

識されてゐるはずなのだが、その文が「物語的」な、或

いは「モダン的」な、無駄な要素をできるだけ排除して

簡潔なデザインを目指すというモダニズムの原理を、実

践してゐる特徴である。

それは、先にも指摘したが、円環構造のような様式性

の強い構造 ( まつたく、『構造と力』の作者らしい ) を使

ふといふことと離して考へることはできないだらう。実

際、この強い様式性によつて、浅田氏の文章は、クール

でありながら潤いのある、つややかな哀しみを湛へてゐ

るのだから。

「円環構造」を使ふことで、論理的で筋のとほつた、クー

ルな印象を与へることができる

ただしダジャレは使ふな

この辺りが、この文章のまとめかもしれないが、注意

してもらひたいのは、円環構造だから浅田氏のやうな文

章が書けるかと言へば、さうではないといふことだ。そ

こには、無駄なデザイン ( あくまでデザインのことだ。

言葉を少なくして短文にすることではない)を排除する、

きはめて強い合理性のもとに磨き上げられた文があるこ

とを忘れてはいけない。こればかりは、一朝一夕ででき

るものではないのだ。

ハードボイルドな構成 ?

最後は、いまだに根強い人気のヘミングウェイ (「雨

のなかの猫」) です。

「雨のなかの猫」は、ヘミングウェイの初期の傑作短編

です ( 特に女性は共感を抱くのではないでせうか。しか

し、ヘミングウェイを好んで読む女の子といふのも中々

想像しづらいものもあります ) が、これはその冒頭です。

ヘミングウェイの魅力は、なんといつても比喩、ハー

ドボイルドな台詞、描写、と相場が決まつてゐますが、

今回は最後の描写ですね。

この文章の特徴は、もう言ふまでもなく「広場の向こ

うのカフェの入り口にウェイターが一人立って、がらん

とした広場を眺めている」といふ一文で、「がらんとし

た広場」を描写するために延々と広場やその周りの様子

を描き出し、そこを一人のウェイターが立って眺めてゐ

る、ウェイターがぽつんとそこにゐる、その感じをうま

く書いてゐます。ただ、ほんたうのことを言へば、それ

までの描写はあまり好きではありません。いささか、ヘ

ミングウェイらしいシンプルさや切れ味に欠けてゐる気

がするからです。しかし、この一文で、一気に精彩のあ

る、まるで映画のカメラワークの意味を見出したかのや

うな興奮を覚えます。

こんな文章もあります。

冬の最後の冷雨とともに、この都市のすべての悲しみ

が、突然やってきた。背の高い、白い建物の頂上は、歩

く人の目にはもはやうつらなくなり、あるのはただ、街

路のしめった黒さと、小さな店の閉じたドア、薬味売り、

文房具店や新聞店、さんばさん̶̶二級助産婦̶̶それ

に、ヴェルレーヌが死んだホテルくらいのもの。そのホ

テルの最上階に私は一室を借りて、そこで仕事をしてい

た。

視点の移動がキマッてゐます。冷たい雨が降りしきり、

歩く人々は寒くてみんな下を向いてゐる、そんな状況を、

「白い建物の頂上は、歩く人の目にはもはやうつらなく

な」つたと書く辺りは味はひ深いですね。ですが今回注

目してほしいのは、まづ、ここで一旦視線が下に、「建

物の頂上」から「街路」に下がることです。下にさがつ

た状態で、周りを描写する。そんななかに、ひとつのホ

テルがある。実は、そこの最上階に彼はゐるわけです。

ここで、視線は下から上に、一気に引きあがります。本

当に映画のやうです。

このやうに、視点の移動を意識して書くことによつ

て、読者にその場の状況や雰囲気を分かりやすく伝へる

ことが出来ます。逆に、視点の移動が混乱したり統一性

がなかつたりすると、それはむつかしくなるのです。こ

の点、同人作家の皆さんはあまり意識をしてゐない人が

多い。無駄に文字を連ねれば立派な描写ができるといふ

考へは、早々に捨て去るべきだ。

描写には視点の移動を意識して書く。

何度も言ひますが、それだけで素晴らしいものになる

わけではありませんが。

課題
さて、今まで著名な作家を例にしてみてきたわけです

が、こんどは、同人作家、それも Folio の連載をなさつ

てゐる方の文章はどうでせうか。たとへば、茶石文緒さ

んの、「純粋無垢へ」『メッセージをどうぞ』第一回とか。

今まで見てきた知識をもとに、茶石さんの文章を意識

的に読んでみませう。この答へ ( むろん、今までの理論

編を基にした「答へ」のこと ) は書きません。自分で、

どこがよいのか、を考へてみる。それが、課題、といふ

わけですね。

答へといふものではありませんが、私の感想は、同人

作家の文章とは思へない ( いささか洗練されてゐない点

や、言ひまはしが気になる点があるものの ) 到達度を示

してゐると思ひます。すこしだけ答へらしきものを言ふ

ならば、グレン・グールドの演奏を、「様式に演奏を嵌

め込むのではなく、様式そのものが生命を帯び、音楽そ

のものとなって響いている」と評する正確さ、あのモグ

ラのやうに鍵盤に向かひ、モグラのやうに「他人との接

触を徹底的に拒絶」して録音スタジオにこもつたグール

ドが、しかしそのなかに閉じ籠もることなく自由で瑞々

しい音を響かせた、その逆説を、これ以上は考へられな

いレベルでまとめてみせた力量に、私は感服し、敬意さ

へ抱いてゐる。

むろん、他人への評価ばかりでは力はつきません。で

すから、書くべきです。これから、意識し、書くこと。

そして一応の自信がついたら、ここ Folio や他の場所で

発表するなり応募するなりしてもよいでせう。その作品

がよいものであれば、眼力のある人は必ず見ているはず

です。

理論編を終へて
第一回に書いたやうに、これで理論編は終はりです。

今思へば、書き足りないことが多く、いささかもの足り

ない ( 特に第二回は酷いと反省してゐるのだが ) と思ふ

ものの、内容から文体へ、そして構成といふ当初から考

へてゐた図式通りには行つたことは、一先づ安心してよ

いと思ふ。

次回からは、心置きなく他人の作品を論ふことが出来

ると思ひます。お楽しみに。 

  

引用文献
高橋源一郎 著『さようなら、ギャングたち』( 講談社文芸文庫 )
高橋源一郎 著『ジョン・レノン対火星人』( 講談社文芸文庫 )
浅田彰『Ronza』1996 年 1 月号
浅田彰【これは戦争ではない】
アーネスト・ヘミングウェイ 著、高見浩 訳『われらの時代・男だけの世界̶̶ヘミングウェイ全短編 1』( 新潮文庫 )
アーネスト・ヘミングウェイ 著、福田陸太郎 訳『移動祝祭日』( 同時代ライブラリー )
茶石文緒『メッセージをどうぞ』
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Please listen to a message. 茶石 文緒

つい最近、あるコンサートで、1852 年につくられた

ピアノを聴く機会があった。エラールというフランスの

メーカーによる楽器で、「ピアノフォルテ」と呼ばれる

楽器の種族の最後にあたるモデル、だそうだ。

現代のピアノと大きく違うのは、駆体の内部で弦が平

行に張られていること ( 現代のピアノの弦は交差状 )、

弦を打つハンマーにフェルトだけでなく革が使われてい

ること、そして、ダンパーの効きが厳密ではなく、弦の

残響が長く長く続くこと。

確かに現代のピアノとは、音色が全く違っていた。音

の芯が妙にみっしりと重いのは、革の質感によるものか。

そのくせ残響はさわさわとひそやかに、鍵盤から指を離

した後も消えずにうねり続けている。精霊の存在を信じ

たくなる音だ、と思った。リアルな質感を持つ生身の音

と、それに寄り添う半透明の残響。

その長い減衰に包まれながら、その頃、沈黙はどんな

音層を持っていたのだろうと思った。全くの無音という

意味の沈黙ではなく、つまり、その場の空気、あるがま

まの環境から音楽を差し引いた「音楽が鳴っていない状

態」のこと。

1852 年。まだ自動車は走っていない。ダイムラーと

ベンツが、石油エンジンで走る車を相次いで発明するの

は 1885 年のことだ。電話のベルは 1870 年代後半に初

めて鳴り響く。蒸気機関で動くエレベーターはあったが、

ロープが切れれば真っ逆さまに落下する危険な代物で、

もっぱら貨物用として使われていた。暖房といえば暖炉

が当たり前なので、当然ファンヒーターも、エアコンも

ない。冬になれば音楽の合間には、薪の爆ぜる音が聴こ

えていたかもしれない。

アメリカでは 1850 年、リーバイ・ストラウスが労働

着として初めてのジーンズを売り出したけれど、ヨー

ロッパで、エラールのピアノを聴きに集まるひとたちが、

そんなものを着るわけもない。まだココ・シャネルだっ

てデビューしていないし、化学繊維も科学染料も発明さ

れていない。衣装は全て天然の繊維だ。シルクタフタの

衣擦れ、綿の厚み、麻のシャリ感、毛羽立って堅いウー

ルの摩擦。コルセットに仕込んだ鯨骨の秘やかな軋み、

革の靴底が鳴らす足音。人ひとりが歩くだけでも、今と

は全く違う音を引き連れずにはいられない。

白い紙の白さに、いくつもの色合いがあるように。そ

の頃、音楽を差し引いた沈黙にも、きっと今とは違う響

きが満ちていたのに違いない。

それでは、現代は ?

音楽のない部屋で、たった一人で耳を澄ませてみると、

いろいろなものが意識に流れ込んでくるのがわかる。冷

蔵庫のモーター音。エアコンの唸り。リモコンのスイッ

チを押した一瞬、キンと耳を刺す、音にならない電子信

号。窓の外からは車のエンジン音、脅すようなクラクショ

ン、ウィンカー、タイヤとアスファルトの摩擦音。巨き

なトラックが通るとき、音階のように、エアブレーキを

抜くときの空気音が響く。

さらに遠くから重なるのは、列車がレールを抜ける音。

不協和音を堂々と撒き散らす踏切のアラーム、警笛、自

衛隊が演習する大砲の音。その音は遠い山肌で跳ね返り、

そこからまた全てが近くへ戻ってくる。

もっと意識をオープンにしてみよう。やがて聞こえな

いはずの音、普段は空気に溶け込んで、音とも思ってい

ないような音が、くっきりと際立って聞こえてくる。自

動ドアのセンサーが発する、ピンと張りつめた糸のよう

な響き ( 自分の身体がそれを遮るとき、いつも何かの領

域を侵した気分になる )。重く透き通ったガラスがレー

ルの上を滑る音。エレベーターの機械室でベアリング

が動く重金属音、目的の階に着いたことを知らせる電子

チャイム。PC の起動音、ハードディスクと冷却ファン、

キーボードを打つリズム、クリック、クリック、ビープ、

クリック。トレイが CD を読み込む音、回り始める時の

秘密めいたすべらかなモーター音。目に見えない電波と

揺らぎ、電波、そう、電波には、音がある。

何もかも、1852 年にはなかった音ばかり。それが幾

重にも重なり合って、わたしの周囲を隙間なく包み込み、

満たしている。いくらクラシックな音楽を大音量で流し

てみたとしても、空気そのもの、白い紙そのものの色を

変えることはできないのだ。

身の回りに充ちている、聞こえないけれど確かに存在

する、幾多の音。アイスランドからやってきた Mum の

音楽は、その一つ一つを色づけるようにして、立体的に

立ち上げていく。たとえば病室のモニタで見るような波

状の線を、音にしたらこう聞こえるだろうと思えるうね

り。それが徐々に幅を増しながら、少しずつハーモニー

の形を取っていく。その音を追ううちに、くっきりと輪

郭を持った映像が立ち上がる。内部にモーターを抱き込

んだ機械、その表面に伝わる鈍い痺れの感覚を指先でた

どるうちに、わたしたちが存在する世界は、音と空気の

震えだけで構成されているように思えてくる。

はじめにあるのは、鉄と電気が支配する、青黒く冷え

た世界。そこにやがて、オーガニックな埃が降り積もり、

オブジェを形づくっていく。まるでゲームのコントロー

ラを操るように、画素だけで建てられた古い建物に歩み

行っていく感触。入り組んだ角を曲がるほどに、空気は

生彩を帯びていく。弦楽器、ドラム、メロディとハーモ

ニー。けれど、その底辺に流れるエレクトリックなうね

りはいつまでも消えない。

そこに歌が重なる。舌足らずな少女の歌い声はまるで、

遊び飽かれて捨てられた人形の嘆きのよう。くすんだビ

スクの頬に、もつれて汚れたナイロンの髪がこびりつい

ている。埃の積もったドレスは紺のベルベット、木綿の

白いひだ飾りが幾重にも付いている。触ると指に粘つく

ようなその衣裳からは、かすかに黴の匂いがする。

人形のくちびるから聞こえる密やかな歌は、あまりに

幼く頼りない。それでもそこには、生身の少女には持ち

得ない、官能と淫靡さが満ちている。こんな声音で囁い

たこと、あるいは囁かれたことなんて一度もないはずな

のに、心の奥の方にしまわれていた記憶が、ぴくりと、

反応する。

「とてつもなく長い夜

胸元で彼をかき回す

静けさの中で ̶ 彼を漕ぐ、彼を漕ぐ

とてつもなく荒涼とした朝

岩のところで彼は壊れる

そして泣きながら ̶ 漕ぐ、漕ぐ」

(weeping rock, rock)

隙間なく空気を埋める機械音と電子音は、身体を取り

巻く現実世界の音層。そしてそこに重なる、あまりにあ

どけなく、あやういほど煽情的な歌い声は、心の中にど

ろりと溜まっている、甘く腐った幻想の名残だ。音楽が

それを融け合わせる。普段は意識もしないような音色の

亡霊に色と輪郭を与え、上澄みと澱を混ぜ合わせるよう

に、エレクトリックとアナログのはざまを、現実と記憶

の間を、ゆったりと、掻き回す。

19 世紀の人々に、この音楽を聴かせてみたいと思っ

た。この完成されたアンバランス、磨きぬかれた歪さこ

そが、いまわたしたちが生きている世界のかたちなので

す、そう耳元で打ち明けたら、彼の世の人たちはいった

い、どんな顔をするだろう。

第9回

1. Hu Hviss - A Ship
2. Weeping Rock, Rock

3. Nightly Cares
4. Ghosts You Draw on My Back

5. Stir
6. Sing Me Out the Window

7. Islands of the Childrens Children
8. Away
9. Oh, How the Boat Drifts
10.Small Deaths Are the Saddest
11.Will the Summer Make Good for All of Our Sins?
12.Abandoned Ship Bells

Mum  Summer Make Good

Tint the Air
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△FanfareCiocarlia(ファンファーレ・

チョカリアーナ ) が主役の「炎のジ

プシーブラス」という映画の冒頭は

湖に沈んだブラスをひきあげるシー

ンから始まる。ずっとその幻想的な

冒頭のシーンの意味を考えていた。

やがて辿り着いた僕なりの理解は、音楽の始まりは、そ

うした忘れ去られたものから始まるのだという示唆だっ

たのかも知れないということだ。ファンファーレの新作

は「007 のテーマ」から始まる。007 は子供の頃のヒー

ローだったし、そのアレンジがまた素晴らしいので、と

ても興奮したものだが、007 が聴かれる市場への接近と

言う点において、複雑な感情が禁じ得ない。今後どう変

わってゆくのかが興味あるところだ。

△余談になるが、先日、とても刺激

的な本を読んだ。音楽の友社から出

たばかりの「ブラスの快楽～世界の

管楽器 CD ガイド～」だ。世界中の音

楽を「ブラスミュージック」という

観点だけで切り取った本だった。そ

こにあるのは、音楽にジャンルがあ

るのは致し方ないし、簡便な理解のためにはどうしても

何かの基準は必要だ。だが、あるジャンルだけに拘泥す

るなんてもったいない。音楽はもっと豊かで広がりのあ

るものなのだという意志だと思う。

△著者の関口善人さんは「モーツアルトの管弦楽曲とフ

ランク・ザッパとスイングガールズを同じような地平に

並べて聴くことはできないか」という。聴く側において

それぞれを水平に優劣なしに並べてみる。この本もそう

した著書のひとつである。CD ガイドの体裁だが、ガイ

ド以外の場所も、かなり力が入って音楽の歴史が分かる

ので是非是非、読まれると新たな発見があるだろうと思

う。

△で、今回は、コンゴトロニクスの

「KONONONo.1( コノノ・ナンバーワ

ン )」というアルバム。

△コンゴの音楽家集団で、廃物など

を利用した楽器をアンプリファイド

して演奏しているアルバム。二五年のキャリアがあるの

だそうだ。大音量で流される親指ピアノ、ミニマルな響

きとアフリカンなリズムと声。あまりに生々しく猥雑で

活力に満ちた音に一聴して驚いてください。

△一度このアルバムの存在を知って以降、ずっとバンド

やりたくてやりたくて仕方がない。楽器を作るところか

ら始まる楽団なんて素敵じゃないか。最高にクールだ。

日本には居ないか ? と探してみた。いた。

・廃品打楽器パフォーマンス

　http : / /www. te r ra .d t i . ne . j p /%7e tomoyama/
main_down.html

・民族楽器、手作りの楽器屋 JUNJUN

　http://www.info-niigata.or.jp/%7ejunjun/

・音楽劇団てんてこ

　http://homepage1.nifty.com/tenteko/

・カリンバがすき !( カリンバ製作関連も )

　http://kalimba.hp.infoseek.co.jp/index.html

・手作り楽器のページ

　http://www.net-work.ne.jp/%7ekoh/

・マエストロ足立の手作り楽器工場

　http://pianocraftwork.web.infoseek.co.jp/gakki.htm

などなど、色々活動している人たちがいる。。

( でもほんとは、もっとエフェクターとかアンプとか使

用した人たちを探してたのだけど。。。)

「チンドン屋の人がいたの」

響が友人との飲みから帰ってくるなり玄関から呼ぶの

が聞こえた。駅前の居酒屋で 10 年来の友人と久しぶり

に会ったようだった。どうした、と訊くと、ほら、この

前、チンドン屋さんが街の中にいたでしょ ! と興奮気味

に答えた。ああ、いたね、いたと、取りなすと居酒屋に

偶然居たのよ。あのサックスの人。それもこの近所に住

んでるのよと続ける。ああ、なんてことだ。とぼくは頭

を掻くほかなかった。こっちは徹夜続きで頭が朦朧とし

てるのに、なんと楽しそうな話なんだと思った。

「今度ね、チンドン屋さんの人たちの演奏会あるのよ」

「いつ ?」

響はイツイツドコドコでと楽しそうに話し始めた。面

白そうだけど休みが取れるかなあと計算しているうち

に、彼女はもう他の話に夢中になっていた。音は広がる

のよ、だってね、ふるーいレゲエなんて、50 年代のリ

ズムアンドブルースの曲をひっぱってきてるでしょ ? ス

カだってイギリスが中心だし、サルサやボサノバだって、

ニューヨークがメッカでしょ ?

僕の脳裏には仕事柄ラジオの代わりに、今論議の的に

なってる P2P とかの技術を考えていた。

「いっそのこと音楽著作権を保護する代わりに、全部流

通させちゃうといいのに。音楽が広まることに限って言

えば、ネットワークに流してしまった方がお得なのにね」

プロモーションなら千台ぐらいのパソコンで、コピー

制限と広告のついた mp3 を < これはプロモーション >

だと断りながら一斉に流している様子を考えた。誰が一

番はじめにやるかってことだろうな、誰かがやってし

まったら、いや、それが何度でも聴けるいい音楽なら、

もの凄い量の流通が始まるぞというのは何だかわくわく

する想像だった。

「そんなことじゃなくて」と響は本格的に話したいらし

くて、キッチンに腰かけた。

「すまん。それで ?」

今夜の響は幾分お酒が入っているので、いささか饒舌

だった。

「それでね。今度ライブがあるから来ないかって」

「ん ? さっきのチンドン屋さんたちの演奏会 ?」

「ううん。違う違う。矢野さん ( というらしい ) はね、

それとは違うバンドを作ってて、それはチンドン屋さん

とは全然ちがってるんだって。それがすごいのよ」

僕は途中やめにした仕事の画面に降り戻った。暢気な

仕事だとしても締め切りがある。

「ふーん。で ?」

響はコーヒーを煎れるために湯を沸かし始めた。

「楽器を作るとこから始めるんだって」

「え ? 楽器 ?」

「うん。楽器。電子楽器とアナログのものを組み合わせ

てビッグバンドを組んでるのだそうよ」

僕はテクノあたりのドカドカしたものとギター辺りの

組み合わせを考えて、案外良くある手の音楽かなと思っ

たりもしたが、響がいうには、それは違って、もっと原

初てきなものだそうだ。

「というと ?」

ガサガサと持って帰ったビニール袋を開けながら響は

答えた。

「廃品やいらないものを色々アンプに繋げて爆音で演奏

するんだって。親指ピアノとかにエフェクター繋いだり、

ピアニカにマイクを仕込んだり、二〇人ぐらいでドラム

缶を一斉に叩いたりして」

「おもしろそうじゃない」

僕はピアニカにエフェクターが繋がった音を想像して

みた。反響をどう抑えるのか分からないが、もしかして

ハモンドオルガンのような音に近いのか ? ムーグシンセ

にちかいのか、とちょっと心引かれる音だった。聴いて

みたい。

「どこでやるの ? ライブハウスだと演奏者の方が観客よ

り多くなったりしない ?」

「公園。公園。上野でやるのよ」

「へええ」

僕は想像した。携帯アンプを担いだ先頭の親指ピアノ

部隊。チューバとホルンの音をゴムホースから響かせて

る人々。水道管のディジュリドゥ。先頭の人々が公園の

大通りをずんずん行進してゆく。あまりの音にびっくり

して鳩が一斉に飛び立つ。鳩は青い空に消えて行き、嵐

のようなドラム缶の太鼓隊が通り過ぎる。スチールドラ

ムってそもそも廃物利用の音だ。あの悲しくも気高い高

音は、石油市場に犯されたハイチだかトリニダードの貧

民街の音だ。誰かが転がったドラム缶をハンマーで叩い

たのが始まり。背筋から脳に抜けて空の上まで抜けて行

く音。ゴムホースのチューバに親指ピアノのミニマルな

音が重なりループさせたエレピのメロディーがこだます

るような音に、のら猫は驚き、キリンが首を傾げて、パ

ンダが踊る。

よく公園側が許したね。でしょ ?

ホースでチューバとか作るなんて素敵じゃない。うん。

「ね。おいしい音と、甘いものには、どうしても勝てな

いのよ」

響は白い箱から、ショートケーキとタルトを取り出し

て、皿に乗せた。

「コーヒーいる ?」

うん。僕は答えて、誘惑に負けてキッチンに向かった。
サイキ カツミ

第9回

ビッグバンドマーチ

http://www.towerrecords.co.jp/sitemap/CSfCardMain.jsp?GOODS_NO=862217&GOODS_SORT_CD=101
http://www.towerrecords.co.jp/sitemap/CSfCardMain.jsp?GOODS_NO=862217&GOODS_SORT_CD=101
http://www.towerrecords.co.jp/sitemap/CSfCardMain.jsp?GOODS_NO=862217&GOODS_SORT_CD=101
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編集後記

■アンケート
 なんか皆さん、答えが切実で聞いてるこっちが ......。ああー、パアッと out of したいですよね !( ぱ )
  out of out of out of と繰り返して呟いてみたら、あらまあ、ほらいつの間にか out of。。。( サ )

■企画「旅に出よう～ EYE 世界一周旅行記～」
 今回、写真展や出版化の準備でお忙しいところをメールでやりとりしていただき、インタビューにも答えてもらいました。本当にありがとう
ございました。一瞬にして心を掴まれ世界中に友達が出来たかのような気持ちになれる写真と言葉たち。Folio で紹介した部分は、旅のほんの
導入です。ぜひサイトの方へもどうぞ。写真展開催や出版の情報など今後も注目です。( ぱ )
  僕らが見ている世界は、きっと僕らが見ているだけの世界でしかない。まるで違った世界のことは、まるで知らない。だけど、笑顔は輝かしく、
人はあたたかい。( サ )

■詩
「宿命の様に旅人を愛す」ニィナチカ
  旅といえばどこかへ行くことばかり考えちゃうけれど。旅立たれた者の気持ちを詠った詩四編。( ぱ )
  旅するものがそこにいるとすれば、残されたものがそこにいる。それはきっとコインの表と裏で、近ければ近いほど、遠く、それでも背中はくっ
ついてる。。。( サ )

組曲「旅の夢」縫坂疎琅
  素朴で温かく心においしい言葉たち。まるで、おなかが空いた時に胃に流し込んだスープのよう。目を閉じても目蓋に感じる光のよう。( ぱ )
  言葉。言葉が紡がれる。歌が紡がれる。記憶が紡がれて、積み重なる。やがてそれは人生という旅になる。日々の中で堆積する言葉や記憶は、
街角やラジオから流れてくるメロディーと共に、不意に、そう , 化石のように掘り出され、心の中に染みてくるものでもある。言葉はそういう
ものなのかも知れない。( サ ) 

■小説
※臨界点の青と / ハシモト
  車窓から外を眺めながらとりとめもなく浮かぶ思い出。回想は旅につきものだ。若々しい息遣いと海の香りがが届いてくるような物語。( ぱ )
  人は大きくなるために、数多くの衣服を脱ぎ捨て、また新しい制服を着る。衣装棚の歴史はその人の歴史でもある。制服を脱ぎ、新たな制服
を着た時、ふっと胸を締め付けるのは、君がいた夏。海。あの空の青さ。もう二度とかえってこない、あの時間。( サ )

※誕生日 / 寒竹泉美
  予定をギュウギュウと入れて。休日は新たな日常。そして、忙しいと思いながら休日を過ごすというのは、休日らしい過ごし方であるのかも
知れない。休日は日常からの逸脱であり、そして日常の匂いに取り込まれて過ごし、また休日を懐かしがるのだ。( サ )

※ drifter/ 茶石文緒
  まどろみの中漕ぎ出した生々しい世界。現実とは一体何だろうか。現実とは選ぶもの ? 彼女は自分の現実を選び出す。詩編のような世界を質
量のある言葉で創造している。( ぱ )
  消えてしまいたい。どこかへこの身ごと消えてしまいたい。夢想する寝台は川面に浮かぶ船だ。船は一つのピックアップトラックに辿り着き、
そしてまたゆっくりと静かに流れて行く。幻想的な鮮やかな夢想。( サ )

※サン・マンドニの白い砂 / 岡沢秋
  広がり脈々と続いていく時間を旅させてくれる物語。( ぱ )
  熱い島の情景が浮かぶ。人々の暮らしは自然と世界に翻弄され、それでもなお息づいている。村の子供たちは大きく大人になり、島は変化し
てゆく。そしてある大きな壁の前にたたずみ、問うのだ。文明とは何か。壁は嘆きに満ちている。( サ )

※みんなのうた ?/ オカヤマ
  当事者と傍観者の見る世界はこんなにも違う。小説を書く行為は当事者になる行為であり、それこそが書く醍醐味だなんて思ってみた。( ぱ )
  赤が情熱なら、青は静謐。ならば緑は追憶の色だ。追憶とは記憶を追うと書く。記憶、それは人の繋がり。父と子とそして山間を走る自動車。
生々しい記憶と悲しみはそこにある。( サ )

※過ぎゆく夏 / 村上妙
  突発的に旅立つ人もいれば、計画を温めてようやく出発する人もいる。この物語の彼女の旅は ......。( ぱ )
  残してきてしまった人生の宿題。机の中に仕舞ったまま、忘れてきた、忘れようとしたような宿題。宿題は嫌いだ。でも、残したままだと気になっ
て仕方がないように、そこにあるのは、忘れ得ぬ青春。( サ )

※グランドフィナーレ / 歪
  見つめあう恋人たちをこんなに嫌味なく素敵に書けるのは、彼ならではだと思うのです。( ぱ )
  人間に両手があるのは、どうしてだか分かるかい ? 片方の手はぎゅっと握って苦しみに耐えて生きてゆくため、そしてもう片方の手は大事な
人の手をぎゅっと握りしめるためにある。ぎゅっと握って一緒に歩いて行こう。そう、いつまでも。。。こんな夫婦は理想だ。( サ )

※データーベースラブリー / サイキカツミ
  蓄積していく無数のデータ。わたしたちは過去のデータの模倣や劣化コピーに過ぎないのかもしれない。だが、全ての「進行中」は、熱く痛
くいとおしい。( ぱ )

※ A Dreaming Traveler/ 岩井とおる
  遠く離れて初めて分かること。それを見つめるのが旅なのだろう。( ぱ )
  人と人との関係性は測りがたい。だが、時に手のひらに乗せて転がしてるように感じるのは、エゴか。そして愛なのか。喪失したもの。残っ
たもの。そしてこぼれ落ちたもの。。。( サ )

※去る物語 / 朝倉海人
  俗と高貴、退化と進化、いらないものと大切なもの、わたしたちの中に当たり前のように居座った価値観の芯が揺らぐような物語。( ぱ )
 欲望は果てしなく、人はそれを追い求める。水を含んでゆく海綿のように、増え、増殖してゆくものは、人の願い。願うことで、欲望するこ
とで人は人となり、やがて破壊をおびき寄せる。人は破壊することで人となる。( サ )

■写真
ROMI さんの写真
  幻想的で美しくそして実のところ肺腑をえぐるようにどこか爪をたてる。イメージは広がりキラキラと輝く。こんな目で世界を見てみたい。(サ)

PIYO さんの写真
  日常の風景の中にそれは潜んでいる。ゆるやかでかつ心をあたたかく包むように、それらは立ち上がって、静かな帳を下ろす。過去の幻影な
のか夢なのか。( サ )

カヲリ☆さんの写真
  確信犯的に描かれる独特の世界。アクが強く独創的な写真は見るものの世界を変える。欺瞞的でなあなあなこの世界に対して、ざっくり切り
下ろすナイフのように。( サ )

「THE ADVENTURES OF FLOWER CATS」YUKI
  透明感のある風景写真と合成技術と想像力で素敵な世界が出来上がりました。彼女とのコラボは本当に楽しい。おまけ (?) の作品解説も必見
です !( ぱ )
  猫は自由だ。あらゆる束縛から自由に見える。あら、こんなところに。あら。こんなところにも。。。( サ )

■絵
PECO
 夢の中から生まれてきたような、幻想的で可愛くそれでいて甘さだけに流されない絵を描く絵師。今回の少女の夢も街に住んでみたいと思わ
せてくれます。こんなすてきな絵を描ける PECO さんの目になってみたい。( サ )

デス
 孤独に街をゆく少女。旅は孤独から始まり、孤独に終わる。よく歩く街でも、時に、まったく違った場所に自分は居るのかも知れないと思う
ことがあったりします。それは、本当に自分が知ってるはずの街なのか、そうでないのかと一瞬惑うその瞬間はきっと旅。( サ )

Key
 今回の絵はたぶん Key さんの中でもかなり力が入ってるのではないかと思われます。すごい。Key さんの絵には物語がある。そしてどこかに
冷たい悲しさのようなものが感じられるのは僕だけではないはずだ。すごい好き。( サ )

アニュウリズム
 自己の中から OutOf したもう一つの自己。君は私で私は君で。でも君と私は全く別の生き物であり、感情であり身体である。子供のような色
彩の幻影で生きているそれらは、夢なのか現実なのか。じっと引き込まれる。( サ )

■エッセイ
 「ポツドール」という劇団の紹介。演じるって何だ ? リアルって何だ ? そんなことをすごく考えさせられたエッセイ。小説って何だろう、フィ
クションって何だろう、なんて自分のジャンルに置き換えてみたり。( ぱ ) 
人間の精神と状態を意図的に Out Of することを考えてゆくと演劇にたどり着きました。今回、いざまんさんが関わってらっしゃる「ポツドール」
という団体を中心に、演劇のリアル性についてエッセイを書いていただきました。是非その劇をこの目で見たかったのですが、残念ながら、ちょ
うど公演が終わってしまったところで、願いはかなわずじまいでした。ですが「ポツドール」のサイトを見ても、その楽しさはご理解いただけ
るのではないかと思います。( サ )

編集人から

ぱそ子 
日常から、自分の枠から逸脱したい、してもらいたい。そんな想いで設けたテーマでしたが、逆に「日常」に目を向けるきっかけになった気が
しました。一人で書くだけの創作活動から out of して Folio に飛び込んだわたしは、多くの素敵な人や作品に出会い、普段できない様々なこと
を経験した。それって、まるで旅だ。参加された方々、訪れてくれた方々が、Folio で思い思いの旅をしてもらえたら編集者冥利。

徳保隆夫 
今回も編集長がデザイン案を作成し、私がウェブ製作を担当しました。Vol.8 とよく似たレイアウトですが、CSS は 1 から書き起こしています。
幅可変の指示があったので、今回も段組にはテーブルレイアウトを用いました。シンプルな処理を心がけたつもりですがイメージマップの多用
には苦笑する人もいるかな ?

サイキカツミ
Folio を企画し始めてから、ちょうど二周年。長かったようだけどあっという間の出来事でした。今回は小説もかなり良いものが集まり、また、
写真、絵、もどれもすばらしい出来で、僕はうれしいです。皆さんも楽しんでいただければ幸いです。参加された方、協力してくださった方、
そしてなにより読んでくださった方、ありがとうございます。
   
次回予告 :2 ～ 3 ヶ月に一回発行してきた Folio ですが、一回ほど休憩をいたします。とはいうものの、Folio 絡みで別の企画を考えております
ので、その間にご報告ができるようになればいいなと思っております。WEB 版は夏の終わりか秋頃に次回の発表を行いたいと思います。皆様
のご健康とご多幸をお祈りいたします。　（編集長　サイキカツミ）　

http://folio.daa.jp/
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縫坂 疎琅















Out of music in my memory.


旅の夢 : The 真心ブラザーズ「旅の夢」
風の味 : Chocorat「口笛で恋をしよう」


仲良し橋の猫 : ハートバザール「はらいそ」
白昼の噴水 :The Correctors「GIFT」


レシート : The ピーズ「映画 ( ゴム焼き )」
送電線の鉄塔と枯れた草叢 : The Jerry Lee Phantom「Dr. Lee Ryder」


ネバーランド : 東京少年「Harmony」
長い夢 : YUKI「長い夢」 


組曲「旅の夢」


縫坂疎琅







言葉が音を立てて倒れた日


見渡す景色がとても綺麗だった


全てはあるがままに命を放出していた


僕はこのまま全てを閉ざして生きてゆけると思った


1 風の味


2 仲良し橋の猫


3 白昼の噴水


4レシート


5 送電線の鉄塔と枯れた草叢


6 ネバーランド


7 長い夢







風の味


芝生に立って風に吹かれている


近くには小さな川とも言えない川がある


風の味が昔と違うのは


この土地とぼくが違う時間を過ごしたから


土地の姿は変わった


ぼくの姿も変わった


口笛は吹けないままだし


叶わなかった約束だって覚えているけれど


心だけがそのままだなんてことはないよ


新しくまた仲良くなれるかな


やっぱり馴染めるような味がしたんだ


仲良し橋の猫


仲良し橋の上に猫が居た


二匹 くるくると


お互いを途切れさせないように追っかけあって


春の昼の光


土埃 コンクリート


僕らは名前にくるまれてじゃれあっているだけの猫だな


喉が渇いて


缶コーヒー で 流し込む







白昼の噴水


きらきらと光とともに降り落ちる水


半透明の壁


全ての記憶がその向こうにあるみたいだな


手を伸ばしてももうそこには


何も無い


はっきりと色づいてさえ見えるのに


細かく弾けてきらきらと散る宝物


虹色に腕が濡れた


レシート


公園のベンチに座って


コンビニのレシートを燃やした


何も残らないように


過去のことも今も全てを


忘れるために来たはずだったのに


いろんなことを思い出してしまう


砂の上の燃え滓


こんなはずじゃなかった


送電線の鉄塔と枯れた草叢


送電線の鉄塔の足下に立つ


枯れた草叢


見上げた空に張り巡らされた


人間の生活のためのインフラ


ここに在る郷愁


僕が小さな頃に覚えたものはつまり


人間と自然の狭間のもの


銃口が光る


強大なものが裏返された







長い夢


届くところ
届かないところ
伸ばした手にもはぐれて


輪の切れ目に投げ縄が引っかかって
かろうじてぶら下がった


終わりと始まりの間でだけ
閉じている世界
そしてまた始まる夢の続き


ぼくがいるのはどこなんだろうか
大好きなもので溢れている
悲しみにも感謝して
ここはどこだ
きっと辿り着きたかった場所は胸の中にある
ぼくやきみや誰かの胸の中に
昼の光の胸の中に
暗闇の胸の中に
夢の胸の中に


まだ生きていられる
残酷な


きみの幸せがぼくの長い夢


ネバーランド


たよりなくまっすぐに立つ
あの頃のぼく
命の向きを決めず


漂うままに
触れ合うままに
溶け合い
別れ


続く日々の終わりに辿り着く場所は
行きたかった場所なんかではないんだ
ってことに
気づかずに


決して来ることのない世界に帰ろうとして
当たり前のように道に迷ったんだ


遠くの光を道標にしながら
明日へと流されていた
見失わないことだけが力だった


ただ天を向いていた命
まっすぐに


見下ろされたかったんだ





